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第一話　吸血鬼の眠り病


第二話　牛乳が出ない!?　血吸村の大ピンチ！




あとがき





　長なが野の県の南に、山に囲まれた村がある。


　治ち水すい村という、小さな村だ。


　だけど、この村の本当の名前は、血を吸う村と書いて血ち吸すい村。


　村人全員が吸きゆう血けつ鬼きというとんでもない村なのだ。


　六十年程ほど前、この村へやって来た一人の西洋人宣教師。彼の正体が実は吸血鬼だった。


　そして、宣教師はついうっかり一人の村人の血を吸ってしまう。


　あっと言う間に村中に吸血鬼が伝染し、数日もたたずに老ろう若にやく男なん女によすべての村人が吸血鬼となってしまったのだった。


　さすがに反省した宣教師は、村人達を人間に戻もどす方法を見つけるために、長い旅に出ることにした。


　そして、自分が戻ってくるまで村人達が誰だれにも迫はく害がいされずに暮らしていけるよう、村に二つの呪のろいをかけたのだった。


　一つは、決して晴れない呪い。


　そしてもう一つは、牛が、血液の代用品となる乳を出す呪い。


　この二つの呪いに守られながら、村人達は待っているのだった。


　宣教師が、人間に戻る方法を見つけ戻ってくるのを。
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「直なお樹き、お前そろそろじゃないか？」


　高たか村むら直樹がそう尋たずねられたのは、ＧＷを数日後に控ひかえた平日の午後。場所は教室でだった。


「へっ？」


　直樹は、思わずポカンとしてしまう。何のことなのか意味が分からなかったのだ。


　彼にそう囁ささやいたのは、短たん髪ぱつでボーイッシュな少女だ。よく日焼けした肌はだの持ち主で、引き締しまったスレンダーな体型。スポーツが得意なのは間ま違ちがいないだろう。


　彼女の名前は利と根ね崎ざき智とも衣い。ここ、治ち水すい村の高校に通う女子高生。直樹の同級生だ。


「何がそろそろなんだ？　誕たん生じよう日ならまだ先だぞ」


「馬ば鹿か、誕生日のことじゃねーよ」


　となると、直樹にはもう思い当たる節がない。唯ゆい一いつ脳裏を過よぎったのは、小学校高学年の頃ころ、酔よっ払ぱらった父親に言われていた言葉ぐらいだ。


『直樹、お前そろそろじゃないか？　あそこに毛が生えてくるのは。うひゃひゃひゃ』


（いや、さすがに女の子がそんなことは聞いてこないだろう）


　軽く笑う直樹だったけど、待てよと考え直す。


（智衣は豪ごう快かいで開けっぴろげで、まるで男子みたいな性格じゃないか。僕のことだって親友だって言ってくれてるし。きっと異性っていうより男の友達同士みたいな感覚で付き合ってるんだろうな）


　それは大いなる勘かん違ちがいなのだけど、直樹は分からないでいる。


（男同士の軽い冗じよう談だんみたいなノリで聞いてきたのかもしれないぞ）


　それでも、外れてたら困るから、直樹は小声でおずおずと尋ねた。


「なあ、智衣が聞いてるのって、もしかして毛の話か？」


「ああ、そうだぜ」


　智衣はこっくりと頷うなずいた。


（何だよ、本当に男同士の軽い冗談だったのか）


　ここは軽い冗談のノリで返すべきだと判断した直樹は、笑いながら答えた。


「智衣、何言ってんだよ。そんなのもうとっくの昔だよ。普ふ通つうの男子なら中学生の頃にはもう生えそろってんだから」


「は？」


　今度は智衣がポカンとする番だった。


「だから、毛の話だろ？　あそこの？」


　最初、何を言われたか分からずポカンを継けい続ぞくする智衣。だけど、その顔が真っ赤に染まる。


「バ、バカ！」


　智とも衣いが直なお樹きを突つき飛ばした。


「どうしてオレがそんなこと聞かなきゃならないんだよ。第一、聞くまでもないだろ。そんなことは。何て誤解をしてんだよ。ああ、もう馬ば鹿か馬鹿馬鹿馬鹿」


　大おお袈げ裟さに両手を振ふり回してから、智衣はハッとする。辺りから注がれるクラスメイト達の視線に気づいたのだ。


「か、軽くふざけてただけだよ。気にすんなって」


　ヘラヘラッて笑って誤ご魔ま化かしてから、教室の床ゆかに転がっている直樹の首根を摑つかんでぐいっと持ち上げる。


　そして、直樹の耳元で囁ささやいた。


「オレが言ってるのは、お前の髪かみの毛けのことだよ。か・み・の・け。そろそろ切り時だろ？」


「あっ」


　この時になって直樹はやっとこさ理解した。前に髪の毛を切ってから三週間あまりが経過している。智衣の言うとおり、そろそろ切り時だ。これ以上放置したら髪の毛が伸のびたことをクラスの連中や村人達に気づかれてしまう。


　別に髪の毛が伸びたことを気づかれたっていいじゃないか。そんなの当たり前じゃないか。といった意見もあるだろうけど、そういうわけにもいかない。


　この村では、髪の毛が伸びるなんてありえないことなのだから。


　実はこの村の住人はみんなみんな吸きゆう血けつ鬼き。その時間は、吸血鬼になった時から止まっている。髪の毛が伸びないのはもちろん、身体的な成長なんかもしない。


　まだ人間のままでいることを隠かくし、吸血鬼のフリをしながら村で暮らしている直樹としては、髪の毛が伸びていることは絶対に知られてはならない秘密だ。


「放課後にでもオレが切りに行ってやろうか？　オレも部活だ店の手伝いだで忙いそがしいけど、お前が困ってるなら助けてやらないでもないぜ」


　恩着せがましく、だけどかなりアグレッシブに提案する智衣。その気持ちは嬉うれしいのだけど、直樹は素す直なおに頷うなずけなかった。


　智衣の不器用さをよっく知っているからだ。そのおかげで、昨年の夏休みに坊ぼう主ず頭で過ごさなくちゃならなかった悲劇は忘れられない。


「いや、忙しいなら悪いし、いつもどおり川かわ澄すみにやってもらうよ。そーだ、忘れないうちに頼たのんでおこう」


　そう呟つぶやくと、直樹は教室の隅すみの席へと向かう。


「何だよ、せっかくオレが切ってやろうって言ってんのに」


　智衣は唇くちびるを尖とがらせるとプイッとそっぽを向いた。


「おっす、川澄」


　足を運んだ直なお樹きがそう声をかけると、その女子生徒が顔を上げた。涼すずしげな雰ふん囲い気きの女の子だ。美少女といってもさしつかえないだろう。


　クラスメイトの川かわ澄すみ季き代よ実みだ。クールに見えるけど実は感情が表情に出にくいだけ。直樹が人間だってことがバレそうになるたびに、献けん身しん的に助けてくれたりもする女の子だ。


「ぼちぼちお願いしたいんだ。ほら、毛のことね。あ、毛っていったってあそこの毛のことじゃないからな。もっとポピュラーな部分の毛で」


　しなくてもいい説明をする直樹。いつもなら季代実に呆あきれた視線をぶつけられるところなのだろうけど、この時は違ちがっていた。


　季代実は妙みようにトロンとした目つきをしていた。上半身がふらついたりもしている。


　さすがにいつもと違う様子に気づき、直樹は心配そうに尋たずねた。


「川澄、もしかして具合でも悪いのか？　元気ないみたいだけど」


「そんなんじゃないわ」


　少し弱々しい声で季代実が答える。


「ただちょっと……眠ねむいだけよ」


「夜よ更ふかしでもしたのか？」


「そんなの……してないわ。いつもと同じ時間に眠ったし。寝ね不ぶ足そくってはずはないのにね」


　ゴシゴシと目を擦こするも、トロンとした目つきは変わらない。


「まあ、私のことは心配しないで。それよりもさっきの話。了りよう解かいよ。今日の放課後にでも……」


　そこで、季代実の言葉が止まった。全身から力が抜ぬけ椅い子すから転げ落ちるようにして倒たおれる。ぐったりと教室の床ゆかに倒れ込んだ。


「ちょっと、川澄！　しっかりしろ！　川澄！」





　そ・し・て……。





「よっこらせっと」


　担かついでいた季代実を、智とも衣いは保健室のベッドに下ろし横たわらせた。


「そんなに眠かったらサボりゃ良かったのに。とことん真ま面じ目めなんだからな」


　薄うす手での掛かけ布ぶ団とんをかけながら、智衣が呟つぶやく。


「ゆっくり眠るんだぜ」


　季代実に声をかけると、智衣はすぐ後ろにいた直樹に顔を向けた。


「さ、教室に戻もどるか」


「でも、いいのか？」


　不安気な顔で直樹が口を開く。


「ちゃんと保健の先生に相談したりした方がいいんじゃないか？　何か悪い病気だったりしたら」


　直なお樹きの言葉に、智とも衣いはプッと吹ふき出した。


「そんなはずないだろ？　だってオレ達は吸きゆう血けつ鬼き、病気なんかになりゃしない。この村で暮らして二十年近くになるけど、オレなんか風か邪ぜ一つ引いたことないんだぜ」


　智衣が腰こしに手を当てると豪ごう快かいに笑ってみせる。


（智衣の場合は、別に吸血鬼じゃなくたって風邪引かないんじゃないか？　ウイルスの方が逃にげていきそうだし）


　そんなことを思ったけど、口にするのは止やめておいた。ここで智衣をおかんむりにしたって何の得もない。


　それに、智衣の言うとおりなのだろう。怪け我がをしたってすぐに治ってしまう吸血鬼の特異な体だ。病気なんかに負けてしまうとも思えない。


　事実、こうやって保健室はあるものの保健の先生というものは治ち水すい高校には存在しない。たまに、夜型という吸血鬼の本性が強く出てしまいどうにも調子の出ない生徒が休みに来るぐらいのものなのだ。


「そうだよな、吸血鬼は病気になんかならないもんな」


「ああ、そうだぜ。まあ、恋の病ってのにはかかっちまうかもしれんが。オレみたいに」


　照れ臭くさそうに鼻の頭をポリポリと搔かいてから、智衣は両手を振ふり回した。


「なんてな。とにかく、季き代よ実みは大だい丈じよう夫ぶだ。きっと演劇部の衣い装しようでも作ってて夜よ更ふかししたんだろ。放課後まで眠ねむってれば元気になるさ。幸い次の授業は平ひら山やまちゃんの英語だし、訳を話せば許してくれるだろ」


　さっさと保健室を出ていく智衣。直樹は無言で、ベッドに横たわる季代実を見下ろした。


　吸血鬼は病気になんかならない。頭では智衣のその言葉を理解していたのだけど、どうにも胸むな騒さわぎがしていた。


「心配しすぎだよな。吸血鬼は病気になんかならない。ただ疲つかれて眠ってるだけなんだから」


　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやく。


「じゃあな、ゆっくり休むんだぞ」


　季代実にそっと声をかけると、ベッドを取り囲むように設置されたカーテンを閉じる。それから保健室を後にする。


　直樹の胸騒ぎが現実のものとなるのは、それから数時間後のことだった。
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　午後の授業も終わり、放課後が訪おとずれる。


　鞄かばんを背負い教室を出た直樹は、そのまま保健室へと足を向けた。


　目を覚ました季き代よ実みが教室に来るかと思っていたけれど、結局放課後になるまで季代実は顔を見せなかった。このまま帰るのもあれだし、少し様子でも見ようと保健室へやって来たのだ。


「失礼します」


　そう言って引き戸を開くと、保健室へと足を踏ふみ入れる。室内はシンと静まり返っていた。


　奥では、カーテンが閉じられたままになっていた。どうやら季代実はまだ眠ねむっているようだ。邪じや魔まするのも悪いかと思ったが、もう放課後だ。ここらで声ぐらいかけて起こしてあげるのが友達というものだろう。


「川かわ澄すみ、起きたか？」


　とりあえずカーテンの外からそう声をかけるけど、返事はない。


「川澄、いるんだろ？　もう放課後だぞ。そろそろ起きて家に帰った方がいいんじゃないか？　その方がゆっくり休めるだろ？」


　少し大声を出すものの、やっぱり返事はない。


　さすがに心配になった直なお樹きは、カーテンにそっと手をかけた。


「開けるぞ～」


　カラカラと乾かわいた音を立ててカーテンを少し開く。数時間前と同じように、季代実は瞳ひとみを閉じベッドに横たわっていた。


「もう放課後なんだけど……」


　ベッドに歩み寄り念押しとばかしに繰くり返す。それでも季代実は目を覚ます様子はない。


　直樹は諦あきらめたように息を吐はき出した。


　校舎が閉められるまでにはまだ二時間程ほどある。最後には見回りの先生が来るだろうし、それまで眠らせてあげてもいいだろう。


　そのまま立ち去ろうとする直樹だったけど、ついつい季代実の寝ね顔がおを眺ながめてしまう。不本意ながら見とれてしまったのだ。


（今さらだけど、川澄って可か愛わいいよな。こんな可愛い女の子に月つき一いちで髪かみの毛けを切ってもらってるなんて、もしかしたら僕ってすごくラッキーな男子なんじゃないか？）


　だけど、いかんいかんと強く首を振ふる。


「吸きゆう血けつ鬼きだらけの村で常に危険と隣となり合わせで暮らしてるんだ。一体この状じよう況きようの何ど処こがラッキーだなんていうんだよ」


　苦笑してから、直樹は横たわる季代実に言った。


「じゃあな、川澄。僕は帰るよ。髪の毛はまた今度でいいからな。どーせすぐに連休になるし」


　相変わらず返事はなかった。


「こういうのを、まるで死んだように眠るって言うんだろうな」


　そんなことを呟つぶやきながら、直樹はベッドの脇わきを離はなれた。一度はカーテンを閉めるも、再び開く。妙みように深刻な顔つきで。


　自分で言った『死んだように眠ねむる』って言葉がトリガーになって、ちょっとばかし心配になってしまったのだ。


（川かわ澄すみ、いくら何でも反応がなさすぎじゃないか？）


　季き代よ実みの脇わきへと歩み寄る。


「川澄、おい、川澄」


　先さき程ほどよりも大きな声をかける。瞼まぶたがピクピクと動いたりう～～んとでも言ってくれれば安心するのだけど、季代実は微び動どうだにしない。


　そっと季代実の口元に耳を近づけてみる。直なお樹きの顔色が変わるのにさほど時間はかからなかった。当然聞こえてしかるべき音が聞こえてこないのだ。


　そう、寝ね息いきだ。


「!?」


　血相を変えた直樹は、掛かけ布ぶ団とんを少しめくり季代実の手を握にぎった。びっくりするぐらい冷たい感かん触しよく。手首に指を当ててみるも、脈がまるで感じられない。


「そんな、そんな……、川澄、しししし、死んでるのか」


　直樹は一気にパニックに陥おちいった。


（そうだ！　こういう時は心臓マッサージだ！　それから人工呼吸もしなくっちゃ！）


　掛け布団をひっぺがした直樹は、心臓マッサージのため季代実の胸むな元もとへ手を当てようとする。と……。


「何やってるんですかああ！」


　そんな声と共に鞄かばんが空を切って飛んできた。それは側頭部にクリーンヒットしそのまま直樹を吹ふっ飛ばす。


　ぐわんぐわんする頭を持ち上げた直樹が見たのは、鞄を投げつけたままのフォームでいる小こ柄がらな女子生徒の姿だ。ぱっちりとした瞳ひとみと頭の後ろの大きなリボンが特とく徴ちよう的だ。


「エリ子ちゃん」


　治ち水すい高校一年の鳩はと羽ばエリ子だ。顔を真っ赤にし直樹を睨にらみつけている。文句なしの怒いかりの表情だ。


　その後ろには、同じような表情の智とも衣いが立っていた。部活を抜ぬけてきたのだろう。服装はジャージのままだ。


「二人とも、どうして？」


「季代実が眠ったままだってことを思い出して、起こしに来たんだよ。そしたら途と中ちゆうでエリ子に会ってなんとなく一いつ緒しよに……って、今はそんなことどうだっていいだろ！」


　智衣が吠ほえた。


「直樹、見損そこなったぜ！　季代実が眠ってるのをいいことに、む、胸を触さわろうとするなんてな！」


「高たか村むらセンパイ！　不潔です！　痴ち漢かんです！　変態です！　ケダモノです！　地球のすべての女性の敵です！！！」


　言いたい放題とはこういうことだろう。


　さらに、怒いかりで二人の吸きゆう血けつ鬼きとしてのスイッチが入ってしまった。瞳ひとみが真っ赤に染まり、口くち端はしからは尖とがった犬歯がニョキッと飛び出す。爪つめだって鋭するどく伸のびていた。


　このままでは、直樹に襲おそい掛かからんばかりの勢いだ。


「二人とも誤解なんだって。別にいかがわしいことをしようとしてたんじゃない！　心臓マッサージをしようとしてただけなんだ！」


　直なお樹きは、深刻な顔で声を張り上げた。


「大変なんだ！　川かわ澄すみが息をしていないんだ！　手だって冷たいし、脈だってないんだ！」


　血相を変えてそう説明する直樹だけど、二人はキョトンとしている。


　あまりのことに呆ぼう然ぜんとしているのだと思いきや、そういうわけではなかった。


　怒いかりのボルテージを下げ、吸血鬼化を解除した二人は、顔を見合わせる。


「もしかして、直樹は知らないのか？」


「どうやらそうみたいですね。そうじゃなきゃ大おお騒さわぎしませんよ」


　それから、二人して直樹に顔を向けた。


「直樹、心配することなんかない。別に珍めずらしいことじゃないんだから」


「そうなんです。いつものことなんです。エリ達、吸血鬼にとっては」


「へ？」


　ポカンとする直樹に、エリ子が説明した。


「エリ達は、熟じゆく睡すいするとそんな感じになるんです。呼吸も止まるし体も冷たくなるし、脈だってなくなるんです」


「まだ目を閉じてるだけマシな方だぜ。オレの親おや父じなんかいつも目を開けて眠ねむってるからな。さすがにありゃ不気味な光景だぞ」


　父親の寝ね顔がおを思い浮かべ、智とも衣いはうへ～と顔をしかめた。


「それじゃ、川澄は大だい丈じよう夫ぶなんだな？　死んじゃったわけじゃないんだな」


　安心した途と端たん、直樹は全身の力が抜ぬけるのを感じた。その場にへたり込む。


「お、驚おどろかしやがって。こっちの心臓が止まるかと思ったぞ」


　横たわる季代実を睨にらみつけ文句を口にする。


（それにしても、熟睡すると呼吸が止まって体も冷たくなって脈もなくなるなんてな）


　直樹は昔観みた吸血鬼映画を思い浮かべた。昼間、主人公が吸血鬼の棺かん桶おけを開くと目をカッと見開いた吸血鬼が微び動どうだにしないで横たわっていた。実際の吸血鬼も同じなようだ。


　何だか恐おそろしいものを感じ背筋をブルルッて震ふるわせる直樹。


「しかし良かったぜ。間かん一いつ髪ぱつってとこだったもんな」


「そうですよね。もうちょっと遅おそかったら、高たか村むらセンパイは川かわ澄すみセンパイの胸にタッチしちゃってました。さらに人工呼吸まで発展してたらもう大変です。そんなのキスじゃないですか」


　智とも衣いとエリ子がうんうんと頷うなずき合う。


「さーて、季き代よ実みを起こして部活に戻もどるかな」


　そう声を出すと、智衣はベッドの脇わきへと歩み寄った。同性ならではの遠えん慮りよのなさで季代実の肩かたを摑つかみ揺ゆさぶる。


「季代実、もう放課後だぞ。そろそろ起きろよ」


　起きる気配はなかった。智衣はさらに季代実の体を揺さぶった。


「おい、季代実。起きろって。また、直なお樹きが大おお騒さわぎして心臓マッサージでも始めようとしたらどうするんだ？」


　やっぱり季代実は目を覚まさなかった。さすがにおかしいと感じたのだろう。智衣は季代実の頰ほおをピシャピシャと叩たたいた。


「おい、季代実！　起きろよ！　起きろって！！！」


「ちょっと利と根ね崎ざきセンパイ！　駄だ目めですよ乱暴しちゃ！」


　エリ子が慌あわてて智衣の腕うでを摑む。


「おかしいぞ、どうして目を覚まさないんだ？　いくら熟じゆく睡すいしてる吸きゆう血けつ鬼きっていったって、こんなことされたら普ふ通つう起きるぞ」


　不可解そうに眉まゆをひそめる智衣。と、保健室に声が響ひびいた。


「ちょっと、騒さわがしいですわよ！」


　少しクセのあるふわふわとした長い髪かみの毛け。鋭するどい目つきに、気品のある威い厳げん。ゴージャスな美少女といった印象だ。


　保健室に入ってきたのは、そんな女子生徒だった。


「紅べに華か！」


「神楽かぐらセンパイ！」


　智衣とエリ子が同時に声を上げる。


　神楽紅華、治ち水すい高校の生徒会長だ。この村が吸血鬼の村になった時からの住人で、吸血鬼歴も必然的に長い。


「誰だれかと思ったらあなた達でしたの」


　呆あきれたように紅華は首を振ふった。


「小学生でもあるまいし、保健室では静かにするなんて常識ですわよ。特に智衣さん、廊ろう下かにまで声が響いてましたわ。ただでさえあなたは無む駄だに声が大きいんですから」


　普ふ段だんならこの小言に嚙かみ付いていた智衣だけど、今回はさすがに自重する。


「紅華、季代実の様子が妙みようなんだ」


「川澄さんの？」


「ああ、どうやっても起きないんだよ！」


「熟じゆく睡すいしてるだけではなくって？　昨晩夜よ更ふかししたとか」


　緊きん張ちよう感０で、紅べに華かがベッドに近づく。


「川かわ澄すみさん、起きて。保健室はお昼ひる寝ねする場所ではありませんわよ。第一もう放課後ですし」


　紅華が声をかける。もちろんこんなことで起きるようなら問題になんかなっていない。


「川澄……さん」


　紅華が目を細めた。その表情に少しだけ緊張感が走る。


　次の瞬しゆん間かん、眠ねむる季き代よ実みの胸むな元もとを摑つかみ持ち上げていた。右手が振ふり上げられる。


　ビタコーン！　ビタコーン！


　容よう赦しやのない平手打ちが季代実の頰ほおに叩たたき込まれた。智とも衣いが叩いたのが可か愛わいく思えるほどのパワーだった。


　だけど、それでも季代実の眠りを妨さまたげることはできなかった。それまでと何ら変わらず季代実は眠り続けている。眉まゆ一つしかめることはなかった。


　強こわ張ばった表情で、紅華はかすれた声を吐はき出した。


「………吸きゆう血けつ鬼きの眠り病」


「えっ、会長。川澄はやっぱり何かの病気なんですか!?」


　紅華の言葉を聞いた直なお樹きが急せき込み尋たずねる。


「な、何でもありませんわ」


　紅華は何な故ぜか取り繕つくろうように声を大きくした。


「川澄さんはただ熟睡しているだけですわよ。よっぽど疲つかれてらしたのね。ここはわたくしが見てますからあなた方は出ていくように。ほらほら、智衣さん、部活の仲間が待ってますわよ。智衣さんは部の要かなめなんですから不在のままではよくありませんわ」


　取って付けたように智衣をヨイショしながら、三人を保健室の外へと押し出す。


「それではご機き嫌げんよう」


　それだけ言うと、紅華はピシャリと保健室の引き戸を閉めた。


　納なつ得とくがいかないのは締しめ出された三人だ。


「なあ、紅華の態度、絶対におかしいよな」


　智衣の意見に、直樹もエリ子もこっくりと頷うなずく。


「吸血鬼の眠り病。会長はそう言ってたぞ」


　紅華が漏もらした言葉を思い出し、直樹は口にした。


「でも、吸血鬼が病気になるなんてエリ聞いたこともありません」


「オレだってないぜ。それこそ前ぜん代だい未み聞もんじゃないのか」


　悩なやむことしばらく。当然ながら答えは出ない。


　重苦しい空気が我が慢まんならなくなったのか、智衣が声を荒あらげた。


「ええい、悩なやんでたってらちがあかねえ。かといって紅べに華かを問い詰つめたって答えちゃくれないだろう。となると方法は一つだ。誰だれか別の奴やつに聞くんだ」


「別の奴って誰なんですか？」


「そーだな」


　ノーアイデアだったのだろう。智とも衣いが腕うでを組みう～むと考え込む。


「やっぱり綾あや菜なか？　生徒会でいつも一いつ緒しよだし、何か知ってるかもしれないぜ」


「どうでしょうか？」


　エリ子が懐かい疑ぎ的な声を出す。


「沢さわ田だセンパイは利と根ね崎ざきセンパイよりも吸きゆう血けつ鬼き歴は短いんですよ。ここは神楽かぐらセンパイに匹ひつ敵てきするぐらい吸血鬼歴が長い人に聞くのが一番じゃないですか？」


「会長に匹敵するぐらい吸血鬼歴が長いっていったら」


　直なお樹きは記き憶おくを探さぐって、その人物の名前を口にする。


「やっぱり平ひら山やま先生だよな」


「よし！　そうと決まれば早さつ速そく行動だぜ！　平山ちゃんのとこへ行こーぜ！」


　スタスタと歩き出す智衣。どうやら部活に戻もどる気はさらさらないようだ。


「紅華の奴、何か知ってたらオレ達に教えてくれたっていいのによ。直樹の秘密を知ってる仲間じゃねーか」


　この吸血鬼だらけの村で直樹が人間のままでいられるのは、紅花と智衣、季き代よ実みとエリ子、先さき程ほどチラリと話に出てきた綾菜という少女ら五人が行ったちょっとした試みの結果だ。以降、直樹がその気になり誰に嚙かまれるかを決めるまで、五人はその血を狙ねらわないという協定を結んでいる。直樹の秘密が村人達に知られないよう気を配り尽じん力りよくしているのだ。


　だからこそ、紅華の態度が気に入らなかったのだろう。


「いーよいーよ。教えてくれなくたって自分で調べてやるからな」


　すねた子供のように唇くちびるを尖とがらしながら歩く智衣を、直樹とエリ子は追いかけた。
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　一人の女性教師が、治ち水すい高校の廊ろう下かを歩いていた。小こ柄がらな体型に可か愛わいらしい顔立ち。制服を着ていたら高校生と間ま違ちがえられることだろう。


　彼女の名前は平山里り佳か。治水高校の英語教師だ。


　もちろん言うまでもなく吸血鬼。しかもこの村が吸血鬼の村になった時からの初期メンバーなのだ。


「平山ちゃん！」


　唐とう突とつに後ろから声をかけられた里佳は、足を止め振ふり向く。こちらに向かって走ってくる三人の生徒の姿に目を細めた。


「あら、利と根ね崎ざきさん達。どうかしたの？」


「実は平ひら山やまちゃんにちょっと聞きたいことがあってさ。とりあえず一いつ緒しよに来てくれよ」


　里り佳かの腕うでに自分の腕を絡からませると、そのまま引っ張っていく。少し離はなれた渡わたり廊ろう下かの隅すみまで連れていった。あまり人が通らない静かな場所だった。


「こんな所に連れてくるなんて、もしかして高たか村むら君関係のことかな？」


　里佳が茶目っ気のある表情で囁ささやく。


　実は里佳は直なお樹きがまだ人間のままでいることや置かれている状じよう況きようを知っているのだ。もっとも、秘密を漏もらしたり血を要求してきたりするようなことはしないから問題ないのだけど。


「もしかして、吸きゆう血けつ鬼きになった報告に来てくれたの？」


「そ、そんなんじゃありません。僕はまだ人間のままだし、まだ誰だれかに嚙かまれるつもりは」


　直樹が慌あわてて首を横に振ふると、里佳は残念そうに息を吐はき出した。


「魅み力りよく的な女の子達に囲まれてるのにまだ決心がつかないなんてね。高村君、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな男の子はそのうち愛あい想そを尽つかされちゃうわよ。もし吸血鬼になることに不安を感じてるなら大だい丈じよう夫ぶ。うちの旦だん那な様だって数日で慣れて今は楽しく過ごしてるんだから」


　彼女の夫は、つい先日まで人間だった。結婚式の場で里佳が嚙かみ付き吸血鬼となったのだ。その光景は直樹も参列者として見ている。


「そうだぜ、直樹」


　里佳と直樹の会話に、智衣が首を突つっ込んでくる。


「もうそろそろＯＫしてくれたっていい頃ころだぜ。何、心配すんな。なるべく痛くないように嚙み付いてやるからよ」


「ちょっと待ってくださいよ。どうして利根崎センパイが嚙む気満々なんですか!?　高村センパイに嚙み付くのはエリだって決まってるんですから」


　負けじとエリ子が主張する。


「そんなこといつ決まったんだよ？」


「高村センパイとエリが出会った時からです」


「勝手なこと言うなよ！」


「勝手言ってるのは利根崎センパイじゃないですか！」


　睨にらみ合う二人。バチバチと火花が散りそうな勢いだ。


　そのままだと吸血鬼の姿になり引っ搔かき合いでも始めそうだったから、直樹が慌てて二人の間に割って入る。


「落ち着けって！　平山先生に聞きたいことがあって来たんだろ？」


「あ、そうでしたね」


「エリ子が妙みようなこと言うからつい熱くなっちまったぜ」


　本来の目的を思い出し、二人は視線を里り佳かへと向けた。


「平ひら山やまちゃん、教えて欲しいんだ」


　そう前置きをしてから、智とも衣いはその病名を口にした。


「吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようってのは、一体どんな病気なんだ？」


「吸血鬼の眠り病……ね」


　里佳が小首を傾かしげる。


「吸血鬼がかかる病気だとは思うんですけど……」


「ごめんなさい、聞いたこともないわ」


　初期メンバーであるはずの彼女が知らないのだ。他ほかの誰だれに聞いたって答えは出ないだろう。


　落らく胆たんする直なお樹きとエリ子。だけど智衣はまだ諦あきらめきれない。


「本当に知らないのか？　紅べに華かは知ってるみたいなんだぞ」


　智衣のその言葉に、里佳が少しだけ眉まゆをひそめる。


「神楽かぐらさんが知ってるってことは、エリオット神父のノートに書かれてたことなのかもしれないわね」


「エリオット神父？」


「あ、そうね。高たか村むら君達は名前までは聞いてないわね。この村がこんなになっちゃった原因である宣教師、それがエリオット神父なの」


　六十年くらい前にこの村へやって来て、うっかり村人を嚙かんでしまった困った吸血鬼だった。


「みんなも知ってのとおり、責任を感じたエリオット神父は吸血鬼を人間に戻もどす方法を見つけるために旅に出ちゃったんだけど、その前にノートを残していったの。残された村人達に対する注意書きみたいなものね。太陽の光に注意するようにとか、ニンニクは危険だから近づいちゃダメとか」


　思い出しながら里佳が説明する。


「もしかしたら、どこかにその病気のことも書かれていたのかもしれないわ。だとしたら、神楽さんがそれを知っていても不思議はないわね。ノートは彼女の家で保管されてるはずだから、読む機会だってあるでしょうし」


「どうして紅華の家に？　みんなで回し読みすればいいじゃないかよ」


　智衣の素そ朴ぼくな疑問に、里佳は少しだけからかうように言った。


「ノートは英語で書かれてるのよ。渡わたされたって読めない人も多いでしょ？　利と根ね崎ざきさん」


「うっ」


　もう十何年も高校二年生をしているくせに英語だけはいまだ苦手な智衣が口ごもる。


「それにたくさんの人が読んだらノートがボロボロになっちゃうわ。だから、翻ほん訳やくされたものが当時の村人には配られたの。翻訳したのも神楽さんのお父さんだから、すべてに目を通したのはあの方だけでしょうね」


　でもまあそんなに気にすることはないと里り佳かは軽く笑う。


「もし本当にノートにその病気のことが書かれてたとしても、翻ほん訳やくされないぐらいなんだから大した病気ではないと思うわ」


　季き代よ実みが実際に眠ねむったままになっていると知らないから、病気のことも深刻に考えていないのだろう。


　そこで、里佳は何かを思い出し腕うで時ど計けいを一いち瞥べつする。


「いけない、職員会議があるんだったわ。それじゃ」


　ぱたぱたと足音を鳴らし、里佳が去っていく。


　残された直なお樹きらは、顔を見合わせた。


「平ひら山やまちゃんの話、どう思う？」


「エリは納なつ得とくです。きっと神楽かぐらセンパイはその元のノートを読んで病気のことを知ってたんだと思います」


　エリ子が大きく頷うなずく。


「その内容が翻訳されなかったのは、きっと何か秘密があるからです。だから神楽センパイもあんな態度だったんじゃないですか？」


　直樹も同意見だった。季代実は、紅べに華かのパワーで引っぱたかれても目を覚まさないような状態なのだ。放ほうっておける病気とは思えない。


「紅華の親おや父じに聞いたって、素す直なおに話してくれるとは思えない。となると、方法は一つだ。そのノートを手に入れるんだ」


「手に入れるって、ノートは会長の家にあるんだぞ。貸してって言って貸してもらえるもんじゃないし……まさか泥どろ棒ぼうでもしようって考えてるんじゃ」


「バカ、そんなことはしねえよ！」


　力強く否定する智とも衣いだけど、何かしょーもない悪戯いたずらを思いついたガキ大将のようなニヤニヤ笑いを浮かべながらこう続ける。


「ただ、こっそり紅華の家に忍しのび込んで、黙だまってノートを借りてくるだけだよ。読んだらまたこっそり返しておけばいい」


　考えてることは泥棒と大差なかった。


「さすがにそれはマズいよな。エリ子ちゃん」


　エリ子に同意を求める直樹だったけど、困ったことにエリ子まで同じようなニヤニヤ笑いを浮かべていた。


「エリ、美少女怪かい盗とうってのにちょっと憧あこがれてたんです。何だかワクワクしますね」


　長い年月を変わることなく生き続ける吸きゆう血けつ鬼きは、変化というものに飢うえている。だからこそ、一度火のついた好こう奇き心しんの炎ほのおを消すことは不可能に近い。


　季代実のためっていう大義名分を得て堂々と泥棒の真ま似ね事ごとができるのだ。彼女達がウズウズしないはずがないのだ。


　一年近くになるこの村での生活で分かってきた吸きゆう血けつ鬼きの習性を思い浮かべながら、直なお樹きは特大のため息を吐はき出したのだった。
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　村の名家である神楽かぐら家は高台にあった。趣おもむきのある洋風の造りのお屋や敷しきだ。かなり年季は入っているのだけど、それがまた渋しぶみをかもし出している。


　時刻は夜の八時を回った頃ころ。屋敷の門の脇わきにある茂しげみに、体を小さくして隠かくれる若者達の姿があった。


　上下ダークグレーのジャージに身を包んだ直樹と智とも衣いとエリ子、特にエリ子にいたってはトレードマークのリボンも灰色のものへと変えていた。


　そしてもう一人、新たなメンバーも加わっていた。


「どうしてわたしがこんなことを」


　泣きそうな顔で呟つぶやく新メンバーは、大きな眼鏡と大きな胸が特とく徴ちよう的な女の子。


　沢さわ田だ綾あや菜なというのが彼女の名前だ。治ち水すい高校の三年生で生徒会の書記をしている。紅べに華かとの接点も何かと多い少女だ。


「仕方ないだろ？　紅華の家の中を知ってるのはお前ぐらいなんだからよ」


「そうです。沢田センパイほど神楽センパイの家に行っている人は他ほかにいません。この計画のためには沢田センパイの協力が必要不可欠なんです」


　熱っぽく綾菜を説得する。


「それに綾菜、お前だって季き代よ実みが心配だろ？　気になって仕方ないだろ？」


「それは、確かに心配です。眠ねむったまま目を覚まさないなんて……」


　綾菜の顔が心配で曇くもる。もともと人の良い優やさしい性格なのだ。


「紅華がどうして秘密にしたがってるかは知らねえが、オレ達は友達として、季代実の病気のことを知る必要があるんだよ！」


　智衣が力説した。


　完全に納なつ得とくしないまでも、心を動かされるものはあったのだろう。綾菜は困ったような顔で頷うなずく。


「それで、綾菜。お前の話が確かなら、今晩は紅華の親おや父じは出かけるんだな？」


「はい、そうです。今日は村の役員達が集まって会議をする日なので、そろそろ出かけると思います」


「それじゃ、会長のお父さんは村の役員なのか。偉えらいんだな」


　呟く直樹に、智衣が呆あきれたような視線を向けた。


「直なお樹き、お前この村に一年近く住んでて、紅べに華かの親おや父じ、神楽かぐら剛ごう三ぞうのことを知らないのか？」


　えらく厳いかつい名前の登場だった。


「会長の親父さんのことなら僕だって少しは聞いてるよ。神楽家はもともとこの村を牛ぎゆう耳じってた家なんだろ？　だから、会長の親父さんは今でも村の運営に対して発言力があるって」


「発言力があるなんてもんじゃないんだよ。この村の陰かげのボスっていってもいいほどなんだぜ」


「特別役職にはついてないらしいんですけど、実際は村の運営のすべてに決定権を持っているそうです。まあ、村長さんをはじめ偉えらい人はみなさん、この村が吸きゆう血けつ鬼きの村になった時からの住人ですからね。会長のお父さんの言うことを聞くのも頷うなずけます」


　綾あや菜なが補足説明する。


「あ、門が開くみたいです！」


　エリ子が小さく声を上げた。


　神楽家の鉄の門が開き一台の高級車が出ていく。


　直樹と違ちがって、夜よ目めのきく智とも衣いらは確信を込めて頷うなずいた。


「よっしゃ、ボスキャラが乗ってたぜ」


「ってことは、家には神楽センパイ一人だけってことですね」


「えっ、そうなの？」


　尋たずねる直樹に、綾菜が答えた。


「会長は、お父様との二人暮らしですから。お手伝いさんもいるんですけど、夜は帰ってしまうんです」


　紅華が自分と同じ父ふ子し家庭だと知って、直樹は妙みような親近感を覚える。だけどそれに浸ひたっている時間はなかった。


「よし、行くぜ！」


　茂しげみから這はい出した智衣は、ゆっくりと閉まる門の隙すき間まから体を滑すべり込ませる。エリ子、そして綾菜も続く。


　まばらに灯あかりのついている屋や敷しきを見て、綾菜が口を開いた。


「お風ふ呂ろ場の電気がついてますね。多分、会長がシャワーを浴びてるんだと思います」


「それならゆっくりノートを探せるぜ」


　ナイスタイミングだと智衣が喜ぶ。


「だけど、どうやって家の中に入ります？」


「それならオレに任せとけ」


　電気のついていない部屋の窓へと近寄ると、智衣は右手を持ち上げた。


　智衣の瞳ひとみが真っ赤に輝かがやいた。牙きばと爪つめが吸血鬼のそれへと変わる。鋭するどく伸のびた爪をガラスに押し当て円を描えがくように動かす。キキキキキキと甲かん高だかい音がかすかに響ひびく。


「よし、こんなもんだな」


　最後に描えがかれた円の中央をコツンと叩たたくと、くりぬかれたガラスが部屋の中へと落ちた。後はそこから腕うでを突つっ込み鍵かぎを開けるだけだった。


「ほら、開いたぜ」


　全開に開いた窓を前に自じ慢まん気げに胸を張る智とも衣いを、直なお樹きは呆あきれたように見た。


「吸きゆう血けつ鬼きのパワーをそんなことに使うなんてな」


「いいじゃねーかよ。こんな時なんだからよ。それよりさっさと入るぞ」


　智衣が開かれた窓から家の中へと体を滑すべり込ませる。直樹らもその後に続いた。


「綾あや菜な、ノートがあるとしたらどこなんだ？」


「会長のお父さんの書しよ斎さいでしょうね。二階の奥の部屋です」


　ここまで来たらもう後に引けないと覚かく悟ごしたのだろう。綾菜が淀よどみなく答える。


「よし、行くぜ」


　さっさと智衣が部屋を出ていってしまう。エリ子と綾菜もそれに続く。


　困ったのは直樹だ。生なま身みの人間の直樹には、部屋が暗すぎたのだ。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ」


　一人もたつきながら三人を追いかける。家具らしきものに足の小指をぶつけたりもしたけど、どうにかして部屋を出ることに成功する。


　廊ろう下かには、西洋風のランプのような形をした電でん灯とうがともされていた。薄うす暗ぐらいけれど、視界には困らない。


　すでに智衣らの姿はない。とっくの昔に二階へと上がってしまったようだ。


　さすがに気が咎とがめたのか、その場で靴くつを脱ぬぐとそれをつまみ上げる。極力音を立てないようひょこひょことした足取りで二階を目指す。幅はばの広い階段を上り、二階の廊ろう下かを歩き始めてすぐに直樹は気がついた。シャワーの音にだ。


（風ふ呂ろ場は一階にあるものだとばかし思っていたけれど、ここがそうなのか。さすが洋風の建物は違ちがうもんだなあ）


　ついつい感心してしまったりもするけど、直樹はとんでもない事実に気がついてしまった。


　この音の先では、今現在紅べに華かがシャワーを浴びているっていう事実だ。


　全ぜん裸らなのは間違いないだろう。


　夏に嫌いやというほど見せつけられた紅華の水着姿を思い浮かべる。胸の大きさだけは綾菜に及およばないまでも、そのプロポーションはバツグンだった。腰こしもしっかりとくびれた、実にゴージャスな体型だったのだ。


　胸の青少年袋ぶくろがドキドキと鼓こ動どうする直樹。強く首を振ふり、先へと進もうとするが、予期しない悲劇が起こった。


　シャワーの音が止まったのだ。


　目標の書斎が二階の奥とは聞いているが、正確には分からない。それを探している間に紅華が出てきてしまったら大変だ。こんな場面を目もく撃げきされたら最後、どんな制裁を受けるか分かったものじゃない。


　これが和風の家だったらそんなに慌あわてはしなかっただろう。普ふ通つうに体を拭ふいて服を着て出てくるまでにはある程度時間がかかる。だけどここは洋風の洒しや落れたお屋や敷しきだ。もしかしたらバスローブなんてものがあるかもしれない。


（前に外国の映画で見たけど、あれって、服に見えて実はタオルなんだよな。素す肌はだに羽織って、普通に出てきちゃうんだっけ）


　直なお樹きの悪い予感は的中してしまった。ノブがガチャリと音を立てたのだ。


（ひゃあ！）


　かろうじて悲鳴だけは飲み込むと、直樹は近くの扉とびらが開いていた部屋へと飛び込んだ。廊ろう下かの灯あかりが少し差し込む薄うす暗ぐらい部屋にソファーのシルエットを確かく認にんするとその後ろへと身を隠かくした。


　ほっと息を吐はき出したのも束つかの間ま、部屋に灯りがともされた。人の入ってくる気配がする。


　直樹は最悪の事態を悟さとった。ここが紅べに華かの部屋だったということを。


　予想していたとおり、紅華はバスローブを着用していた。髪かみの毛けは肩かたより上に巻き上げられている。シャワーで濡ぬれないようにしたためだろう。


　部屋にある大きな鏡きよう台だいの前へとやって来た紅華は、椅い子すに腰こしを下ろした。並べられた乳液なんかを手に取り顔に塗ぬり始める。


　少し離はなれたソファーの後ろでは、直樹が必死に息を殺していた。物音一つ立てないよう全身も硬こう直ちよくさせる。


　そんな直樹の鼻を、石せつ鹼けんのいい香かおりがくすぐった。


　胸の青少年袋ぶくろが再びドキドキと鼓こ動どうを始めた。ソファーの後ろに隠れているという背徳感が、余計に直樹を興奮させてしまったようだ。


（か、会長は今バスローブ一枚だけ。下手をしたらその下には何も………）


　直樹は頭の奥がカッと熱くなるのを感じた。次の瞬しゆん間かん、鼻の奥からタラリと粘ねばつく液体が流れ出る感かん触しよくがした。


　説明するまでもなく、は・な・ぢ（[image: ]）だった。


　吸きゆう血けつ鬼きは言わば人間の天敵、捕食者だ。血の匂においを嗅かぎ逃のがすはずがない。


「!?」


　紅華の瞳ひとみが大きく見開かれ真っ赤に染まった。無言で立ち上がると、直樹が隠れるソファーへと歩み寄る。右手の一ひと振ふりで、重厚なソファーを部屋の隅すみまで弾はじき飛ばした。


　もちろんそこにいたのは、小こ兎うさぎのように怯おびえる直樹だった。必死になって鼻を押さえているけれど今となっては遅おそすぎる。


「あら、誰だれかと思ったら高たか村むらクン」


　紅べに華かが目を細めた。


「こんな時間に一人でわたくしの部屋にやって来るなんて……、もしかしてわたくしに嚙かまれる決心がやっとついたということかしら？」


　全力で首を振ふる直なお樹きに一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんそうな顔をする紅華だけど、すぐにその顔に笑えみが浮かぶ。


「だったら、わたくしを襲おそいに来たってことになりますわ。ならば逆に襲われたとしたって文句はありませんわよね」


　微笑ほほえむ紅華の口くち端はしからは、真っ白い牙きばがその頭を覗のぞかせていた。指先には尖とがった爪つめが現れている。真っ赤に染まった瞳ひとみがギラギラと輝かがやいていた。最高のご馳ち走そうを前にした猛もう獣じゆうの瞳だった。


　何とか誤ご魔ま化かそうと言い訳を考える直樹。だけど頭脳回路はうまいこと働いてくれない。吸きゆう血けつ鬼き化した紅華に対する恐きよう怖ふもあるけれど、一番の理由は紅華の格好だ。


　バスローブ一枚の紅華。胸むな元もとは少しはだけて谷間が大いに自己主張している。ひょいと覗のぞき込めばそれこそ、豊満な胸のすべてが見えてしまいそうだ。


　鼻血の量が増した。鼻を押さえる指の隙すき間まからダラダラと流れ出る。それがさらに紅華の吸血鬼としての本能をかき立たせてしまう。


「高たか村むらクン、気持ち良くしてさしあげますわよ」


　息も荒あらく飛び掛かかってくる紅華に向かって、直樹は絶ぜつ叫きようした。


「ノートを探しに来たんです！　神父さんが残したっていうノートを！」








　　　　５




　神楽かぐら家の応接間にて、バスローブ姿の紅華が腕うでを組み仁に王おう立だちになっている。


　見下ろす先にいるのは、しおらしく正座する不法侵しん入にゆうの四人だ。


　直樹の白状をきっかけに、全員まとめて一いち網もう打だ尽じんにされてしまったのだ。


「綾あや菜なさん。まさかあなたまで一いつ緒しよだなんて、驚おどろきましたわ」


「す、すみません」


　綾菜は泣きそうな顔でうなだれた。


「仕方ないだろ？　お前が何も教えてくれないんだからよ」


　智とも衣いが半ば挑ちよう戦せん的に唇くちびるを尖とがらせる。


「オレ達だって季き代よ実みのことが心配なんだ。お前ん家ちにあるノートに病気のことが書かれてるかもしれないって聞いたらじっとしてられないだろ!?　友情がオレ達を突つき動かしたんだよ」


　そう力説する智衣を、紅華は冷ややかに見つめた。


「まあ、そうでしたの？　わたくしはてっきり、川かわ澄すみさんを口実に泥どろ棒ぼうごっこを楽しんだだけだと思ってましたわ」


　八割がた当たっていたから、智とも衣いはもごもごと口ごもる。だけど、声を大にして反論した。


「そりゃ、少しはそういうのもあるさ。だけど季き代よ実みが心配だってのは噓うそじゃないんだぜ！」


「そうです、神楽かぐらセンパイ！　教えてください！　川かわ澄すみセンパイはどうしちゃったんですか？　吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようって一体何なんですか!?」


　エリ子も真しん剣けんな瞳ひとみで尋たずねる。


　紅べに華かは大きく息を吐はき出した。


「とりあえず、着き替がえてきますわ。いつまでもこんな格好でいても仕方ありませんものね」


　応接間を出ていく。


「くれぐれも、逃にげたりしないように。いいですわね」


　そんな言葉を残して。


　張り詰つめていた緊きん張ちようが緩ゆるみ、智衣が正座していた足を投げ出した。


「ったく、直なお樹きのせいだぜ。お前が紅華に見つからなかったらこんなことにはならなかったし」


「みんなが真っ暗な部屋に僕を置いてったせいだろ？　こっちは何も見えなくて難なん儀ぎしたんだからな」


「見つかったら見つかったで、もう少し時間稼かせぎできなかったのか？　オレ達はようやくノートがしまってありそうな金庫を見つけたとこだったんだぞ」


「あと一秒でも白状するのが遅おそかったら、僕は今いま頃ごろこの村の正式な一員になってたよ！」


　それが紅華に血を吸われていたという意味だと察した智衣は、不満気ながらも直樹への文句を止やめた。


　智衣だって直樹の血が吸いたくてたまらないのだ。それを紅華に取られていたかもしれないと聞けば、直樹が白状したのだって責められない。


「ええい、仕方ない」


　覚かく悟ごを決めたとばかしに、智衣はその場にあぐらをかいた。


「逃げるなって言ったぐらいだから、紅華の奴やつ、きっと朝まで説教するつもりなんだ。こうなったらとことん聞いてやろうじゃないかよ」


　一同も、半ば覚悟を決めた時だった。着替えを終えた紅華が戻もどってくる。高級そうなネグリジェにガウンを羽織ったっていう格好だ。大人っぽい魅み力りよく、色いろ香かを漂ただよわせている。


　ソファーに腰こしを下ろした紅華は、手にしていたものをテーブルの上に置いた。それは古ぼけた一冊さつのノートだった。


「これが、エリオット神父のノートですわ」


　その言葉に、直樹らは驚おどろきの声を上げる。


「べ、紅華。どういう風の吹ふき回まわしだよ！　そいつを引っ張り出してくるなんて！」


「エリ達、そのノートを見ちゃってもいいんですか!?」


　大おお騒さわぎする智衣とエリ子に、紅華がやれやれと息を吐き出す。


「仕方ありませんわ。川かわ澄すみさんのことでやきもきする気持ちも分かりますし。それに、またこそこそと家に忍しのび込まれたら迷めい惑わくですもの」


　紅べに華かは艶つやっぽい流し目を直なお樹きへと向けた。


「もっとも、高たか村むらクンは大だい歓かん迎げいですわ。いつでも忍び込んでかまいませんのよ。さっきみたいにわたくしに襲おそい掛かかってくれて」


「ちょっと待て！　直樹！　お前そんなことしたのか!?」


　智とも衣いが吠ほえる。


「鼻血を出してたから怪あやしいと思ったんです！　不潔です！　高村センパイのケダモノです！　エロエロ魔ま人じんです！」


　エリ子も直樹を強く非難する。


「会長のバスローブ姿は魅み力りよく的ですものね。仕方ないことは分かります。だけど、ちょっと高村さんにはがっかりです」


　綾あや菜なまでもが軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくる。


「ちょ、ちょっと待てって！　会長の冗じよう談だんに決まってるだろ！　沢さわ田だセンパイ、そんな目で見ないでください！」


　必死になって無実を主張する直樹の姿に、紅華がプッと吹ふき出した。


「ちょっとからかっただけですわ。高村クンにはそんな度胸ありませんものね」


　誤解は解けて嬉うれしいのだけど、そう言われると男としては馬ば鹿かにされたみたいで素す直なおには喜べない。もっとも、本当にそんな度胸はないのだけど。


「さ、川澄さんの病気のことが知りたいのでしょ？　ここですわ」


　紅華がノートを手に取りぱらぱらとページをめくる。そして開いたノートを直樹らに向かって突つき出した。


　四人はノートににじり寄ってそこに書かれた文字を見つめる。


　最初に敗北宣言を上げたのは智衣だった。


「ううう、何て書いてあるのかまるで分からんぞ」


　ノートにビッシリと書かれてたのは英語、しかもクセのある筆記体だ。


「エリも……、英語はちょっと……」


　続いてエリ子が敗北宣言する。


「直樹、お前はどうだ？」


「聞かなくたって分かるだろ？　僕の英語の成績を考えれば」


　お手上げとばかしに、直樹は首を振ふった。


　ただ一人、綾菜だけが真しん剣けんな顔でページを食い入るように見つめている。文字列を追いかけるように、眼鏡の向こうの瞳ひとみが左右に動いていた。


「ノートを拝借しに忍び込んだくせに、誰だれ一人読めないなんてお間ま抜ぬけすぎるからな。綾菜、頼たのんだぞ」


　自分勝手な期待を綾あや菜なに向ける智とも衣い。


「そんな……、それじゃ季き代よ実みさんは……」


　ページを読み終えた綾菜が、かすれた声で呟つぶやく。


「おい、どういうことなんだ？　綾菜、教えてくれよ!?」


「沢さわ田だセンパイ！　川かわ澄すみセンパイはどんな病気なんですか!?」


　智衣とエリ子が綾菜に詰つめ寄る。直なお樹きも真しん剣けんな顔で綾菜を見つめた。


「吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びよう。それは、吸血鬼がごくごく稀まれにかかる奇き病びようなんだそうです。その原因は不明、予防方法も不明。一度かかると、吸血鬼は深い眠りについてしまいます。治ち療りようされない限り、二度と目覚めない眠りなんです」


「二度と目覚めないだって！」


　表情を強こわ張ばらせる智衣。だけど隣となりのエリ子が希望を込めて言う。


「でもでもでも、治療を受けない限りはっていうんですから、治療法があるんですよね。どうすればいいんですか？　すごく難しいことなんですか!?」


「治療法は、そんなに難しいことじゃないんです。その、キスなんです」


　キスという思いがけない言葉の登場に、智衣とエリ子、直樹は思わずポカンとしてしまう。


「異性の吸血鬼のキス。それだけが吸血鬼の眠り病から目覚めさせる特効薬なんです。発病から一週間以内にそれがなされればいいんです」


　常識外れな治療法だけれども、吸血鬼って存在自体が常識から逸いつ脱だつしている。こういったおとぎ話のような治療法だってありえないことではない。


「つまり川かわ澄すみの場合は、一週間以内に誰だれか男の吸血鬼がキスすれば目覚めるってことなのか」


　直樹は、クラスの男子が眠る季代実にキスしている光景を思い浮かべた。途と端たんに、胸がモヤモヤとしてくるのを感じる。


（ん、どうしたんだ？　治療法が分かって嬉うれしいはずなのに。どうして僕はこんな面おも白しろくない気分なんだ？）


「川澄センパイは気の毒ですよね」


　季代実に同情するようにエリ子が呟く。


「でもま、それしか方法がないんだから仕方ないだろ。季代実には、のら犬に嚙かまれたと思って諦あきらめてもらうしかない。あくまで治療なんだからな。それっきりさ」


　軽く笑う智衣だけど、綾菜が悲しそうに続ける。


「それっきりで、すまないのが問題なんです」


「え？」


　注目が綾菜に集まる。綾菜は困ったような顔を紅べに華かに向けた。話してもいいものなのか逡しゆん巡じゆんしている様子だ。


　紅べに華かが無言で頷うなずくのを見てから、綾あや菜なは口を開いた。


「吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようから目覚めた人は、自分を目覚めさせた相手の虜とりこになってしまうんです。そしてその恋心は永遠に消えることはありません」


「な、何だって!?」


　直なお樹きが大声を上げた。


「それじゃ、川かわ澄すみが目覚めるには、誰だれかの虜にならなくちゃならないってことなのか？」


「はい、そのとおりです」


　こっくりと頷く綾菜。


「はるか昔、吸血鬼は嚙かみ付いた相手を僕しもべとする能力を持っていたそうですわ。今は退化してしまったその能力の残ざん滓しが影えい響きようしてしまうのだろうとノートには書かれていました」


　紅華が力なく首を振ふった。


「これで、わたくしが川澄さんの病気のことを秘密にした訳が分かりましたわね？　もしこの病気と治ち療りよう法が広く知れ渡わたってしまったら、頭の悪い男子連中が川澄さんにむらがるに違ちがいありませんわ。幸いこの病気のことを知っているのは村でもごく一部の人間だけ。わたくし達は、絶対に秘密が漏もれないようにしなければなりません。いいですわね」


「でも、紅華よ。タイムリミットは一週間なんだろ？　どうするんだ？」


　智とも衣いの質問に、紅華は苦く汁じゆうを吐はき出すように言った。


「どうするもこうするも、それまでに決めるしかありませんわ。川澄さんにキスし、彼女の愛を永遠に受ける人物を」


　ため息交じりに、紅華はこう締しめくくった。


「一体誰にするか、思案のしどころですわね。川澄さんのためにも、少しでも素す敵てきな方を選びませんと」
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　すっかり暗くなった治ち水すい村の夜の道を、直樹と智衣、エリ子と綾菜はとぼとぼと歩いていた。


　紅華の家を出た時にはすでに夜の十時を回っていたから、もう十一時近いだろう。


　四人はひたすら無言だった。ザッザという足音だけが暗い中、響ひびいている。


「しかしまあ、季き代よ実みの奴やつも厄やつ介かいな病気にかかったもんだぜ」


　沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか、智衣が静かな夜の空気をかき混ぜた。


「ああ、本当だよ。キスされないと目覚めない。されたらキスした相手の虜になるなんて、まるでおとぎ話のお姫ひめ様さまだよ」


　直樹が呟つぶやく。


「一週間しかないんですよね。一体誰が川澄センパイの王子様に選ばれるんだろ？」


「会長がじっくりと厳選すると言っていたので、ちゃんとした方が選ばれるとは思うんですけど………」


「ちゃんとした男子……か。少なくとも、うちのクラスの連中じゃないことだけは確かだろうな」


　智とも衣いがフンと鼻を鳴らした。


「利と根ね崎ざきセンパイがキスしたらどうです？　男っぽいんですから案外うまくいくかもしれませんよ」


「それはオレも考えたさ。だけどもしそれで目覚めても、オレには季き代よ実みの愛を受け止められねえからな」


　エリ子の冗じよう談だんにも、智衣は真ま面じ目めな顔つきで答えた。


「そこなんですよね。いくらちゃんとしてたって、もう奥さんがいたり彼女がいたりするような人じゃ駄だ目めですから。ちゃんと季代実さんと恋人になってくれるような人じゃないとお互たがいに悲劇です」


「つまり、今現在フリーで、季代実と恋人になってもいいって男か」


「学校には、一いつ杯ぱいいそうですけどね。川かわ澄すみセンパイって美人だし。実は男の子からの人気もあるんですから」


「問題は、馬ば鹿かばかりだってことか」


　智衣が特大のため息を吐はき出す。会話に割り込むようにして直なお樹きが質問した。


「なあ、今の話だけどさ。川澄ってモテるのか？」


「何だよ直樹、お前気づいてなかったのか？」


　智衣が呆あきれたように直樹の顔を見る。


「あいつ、けっこうモテるんだぜ。男子のファンだって多いしな」


「でも、川澄ってわりと無愛想だろ？　それなのに」


「高たか村むらセンパイ、分かってないですね。ああいったクールな女の子が好きって男の子もたくさんいるんですよ」


　ちょっと大人ぶった様子で、エリ子が説明する。


「季代実さんがこの村の住人になったばかりは大変だったんですよ。下げ駄た箱ばこにはいっつもラブレターが入ってたし、放課後になると告白しに来る男子が列になってたんだそうです」


「それを、片かたっ端ぱしから冷たく断っていったもんだから、今はみんな脈なしだって分かって大人しくしてるんだよ。うちのクラスの馬鹿男子連中だって、何人もアタックしてたんだぜ。特に熊くま谷がいとか」


　馬鹿男子の代表格たる名前を智衣は例に挙げた。


「そんなだから、もし季代実の病気のことが知られたら大おお騒さわぎになるぞ。紅べに華かの言うとおり季代実の唇くちびるを求めて馬鹿男子がむらがることになる。絶対に秘密にしなきゃならない。いいな!?」


　智とも衣いの言葉に、一同はこっくりと頷うなずく。


「あ、エリの家すぐそこですから。これで失礼します。それじゃ、おやすみなさい」


　ペコリと頭を下げると、エリ子がぱたぱたと夜の闇やみの中へと消えていく。


「私も、こっちの道なので。おやすみなさい」


　続いて綾あや菜なが去る。


　さらに少し歩いた先の分かれ道で、智衣が足を止めた。


「どうする？　直なお樹き。暗くて不安なら家まで送ってくぜ？」


「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。月が明るいし、家までなら問題ない。じゃあな」


　ピラピラッて手を振ふって夜道を歩き出す直樹の背中に、智衣が声を飛ばす。


「直樹、もしオレが季き代よ実みと同じ病気にかかったら、その時は……」


「え？」


　振ふり向く直樹に、智衣は慌あわてて両手を振る。


「何でもないよ。何でも。ちゃんと寝ねろよ！」


　半ば叫さけぶようにそう言うと、智衣は自宅のある役場通りを駆かけていく。


「何だろ？」


　小首を傾かしげてから、直樹も自宅へ向かって歩き始めた。


　街がい灯とうが数えるぐらいしかない村だ。夜歩くのは不便で仕方がないけど、幸い今晩は雲一つなく月の光が射している。


　それに、こうやって夜道を歩くのにも大分慣れてきていたから、直樹は問題なく自宅へとたどりついた。


「ただいま」


　村の外れにある古い一いつ軒けん家やの玄げん関かんを開けた直樹は、小声でそう言った。


「おっ、帰ったか」


　ヨレヨレの作さ務む衣えを着たヒョロッとした中年男性が居間から顔を出す。直樹の父親の高たか村むら直なお太た郎ろうだ。職業は売れないＳＦ小説家。締しめ切きりがとうに過ぎているのにもかかわらずのんびりと晩ばん酌しやくをしていたようだ。顔が赤い。


　もっとも、今の直樹にはそれに対するつっこみを入れる元気はなかった。


「父さんは嬉うれしいぞ。お前もやっと人並みに夜遊びをするようになったんだな」


　そんな的外れなことを言って喜ぶ父親をきっぱり無視すると、直樹はギシギシ音を立てる階段を上り二階にある自分の部屋へと向かう。広い畳たたみの部屋の片かた隅すみに置かれたパイプベッドにゴロンと横になった。


　頭は、季代実の病気のことで一いつ杯ぱいだった。一体誰だれが選ばれるのか、直樹としても気になって仕方ない。


（ないとは思うけど、うちのクラスの男子なんかが選ばれたりしないだろうな？）


　グラビア雑誌を眺ながめては奇き声せいを上げている男子達を思い浮かべる。


（あいつらの虜とりこになったりしたら大変だぞ。きっと、あんなことやこんなことを要求されるはずだからな）


　無理矢理にスクール水着を着せられている季き代よ実み。


　猫ねこ耳みみを付けられにゃんにゃんポーズをさせられる季代実。


　ストッキングを履はいた足で、顔を踏ふみつけさせられている季代実。


　メイド服を着せられ、わざと紅茶をこぼすよう命令されている季代実。


　そんな姿が頭に思い浮かぶ。


　さらに想像はエスカレートした。十八歳さい未満には聞かせられないようなかなりハードな『あんなことやこんなこと』まで、頭に浮かんでしまう。


　顔を真っ赤にして直なお樹きは叫さけんだ。


「そ、そんなになるぐらいだったら、僕がキスした方がマシだよ。少なくとも僕なら、あんなことやこんなことを要求したりはしないからな」


　病気を治すには、異性の吸きゆう血けつ鬼きがキスしなければならない。今現在、直樹は人間のままだけど、なろうと思えば吸血鬼なんて簡単になれる。


（智とも衣いかエリ子ちゃんか沢さわ田だセンパイか会長に頼たのんで、ガブッとやってもらいさえすれば……）


　だけど、直樹は強く首を振ふった。


（僕は何てことを考えてるんだよ。川かわ澄すみの気持ちも考えないで）


　季代実とはわりと仲良くしている自負はあったけれど、だからって季代実が自分に特別な好意を抱いだいているなんて直樹は思っていなかった。


　そう思ったってバチは当たらないぐらい一いつ緒しよにいたり世話を焼かれたりしているのだけど、自然とブレーキがかかってしまうのだ。


　原因はこの村に来たばかりの時の思い出だ。好かれていると思い込み天てん狗ぐになってうかれていた結果、血を求めて追いかけられたっていう悲劇がトラウマになってしまっているのだ。


（そりゃ、嫌きらわれてはいないだろうけど。あれこれ世話を焼いてくれるのは僕の血が吸いたいってのが一番の理由なんだし。そんな僕がキスしようだなんておこがましいにも程ほどがあるよ。川澄の本心を無視してるじゃないか）


　キスしてしまえば虜になってしまうんだから本心なんて気にしなくてもいい。そんな考えが一いつ瞬しゆん頭を過よぎるも、直樹は強く首を振った。


　季代実には本当に世話になっている。感謝もしているし信しん頼らいもしている。いつも冷静な彼女のおかげで何度もピンチを救われている。自分のピンチだけでなく、東京からやって来た友人達だって助けてもらっている。


　季代実の機転がなかったら、直樹だけならず遊びに来た友人達も血を吸われ吸血鬼にされていたはずだ。


　だからこそ、季き代よ実みの気持ちを無視したくはなかった。


「キスする人が、たまたま偶ぐう然ぜんに川かわ澄すみの好きな人だったら問題ないのにな」


　何気なく呟つぶやいた直なお樹きは、そこでガバッと起き上がる。


　瞳ひとみを大きく見開き、直樹は力強く叫さけんだ。


「そうだよ！　その手があったじゃないか！　川澄が好きな人を見つけて、そいつにキスしてもらえばいいんだ！　そうすれば気に入らない相手の虜とりこになるってことにはならないじゃないか！」


　自分で言ったものの、なかなか困難なミッションに思えた。季代実の性格からして、自分の好きな人を誰だれかにペラペラと話しているとは考えられない。


　わりと頻ひん繁ぱんに一いつ緒しよにいる直樹だって聞いたことがないし、そんな素そ振ぶりさえ見たことがなかった。


　本人が眠ねむってしまっていて直接聞けない今、果たして見つけ出すことができるのか？


　そんな不安も少しはあるけれど、直樹は全力でそれをねじ伏ふせる。


「絶対に見つけるんだ。川澄のために」


　拳こぶしを握にぎり締しめると、直樹は決意を込めて呟いた。
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　そして、翌日の放課後。


　直樹がやって来たのは演劇部の部室だった。すでに声がかけられていた数名の部員達が集まっている。全員女子ばかりだ。


「どうしたんですか？　高たか村むらさん。部室に集まって欲しいだなんて」


　一人の部員が言う。


「もしかして、とうとう入部する気になったとか？」


「あ、それいいですね。部長も喜びますよ」


　季代実に頼たのまれてしょっちゅう大道具の修理なんかを手伝わされている直樹だったから、部員達ともすっかり顔馴な染じみなのだ。


　華やいだ声を上げる部員達だけど、一人が思い出したように直樹に質問した。


「そういえば、部長さんって今日は休みなんですよね。ちょっと予算のことで相談があって教室を訪ねたけどいなかったもの。高村さん、聞いてます？」


「えっと、何か家の手伝いがあるとか言ってたっけな？　何日か休むとか何とか」


　直樹は明後日あさつての方向を見るとそらっとぼけた。病気で眠ねむったままでいるなんて彼女達にだって言えない。


　さらにあれこれ質問されてボロを出す前にと、直なお樹きは口を開いた。


「みんなに集まってもらったのはちょっと聞きたいことがあったからなんだ」


「聞きたいこと？」


「ああ、川かわ澄すみはクラスの連中といる時よりもここにいる時の方がよく話してるような気がする。だから聞くんだけど」


　そう前置きをしてから、直樹はこれでもかってくらい深刻な顔で尋たずねた。


「川澄の好きな人って、知ってたりするか？」


　一いつ瞬しゆん押し黙だまる部員達だけど、その顔にニヤニヤとした笑えみが浮かんでくる。


「ははは、そういうことなんですね」


「直樹君、部長に告白するつもりなのね。それで、気になって仕方ないんだ」


「でも、そんなこと気にしてたら駄だ目めだと思うな。誰だれが好きだろうと関係ない！　俺を好きになれってぐらいの勢いで押していかないと」


「わあ、孝たか子こってば男らし～～～」


　きゃあきゃあと盛り上がる部員達に、直樹はあたふたと手を振ふる。


「いや、誤解だって。そういうことじゃなくって」


「じゃあどういうことなんですか？」


　と聞かれてしまうともう答えようがない。


「う、ううむ」


　口をもごもごさせる直樹に、部員達は頷うなずいてみせた。


「大だい丈じよう夫ぶです。私達、誰にも言いませんから」


「そうそう、もちろん部長にだって高村君の気持ちは秘密にしておくわ」


　真実を告げずに誤解を解くにはどうしたらいいのか？　直樹は少しだけ考えたけど答えは出なかった。


（仕方ない。とりあえずそういうことにしておこう）


　そう決め込むと、直樹は深く頭を下げた。


「頼たのむ！　教えてくれ！　気になって仕方がないんだ！」


　直樹の真しん摯しな態度に、部員達が顔を見合わせる。


「ねえ、誰か知ってる？　部長の好きな人って」


「私は知らないわ。そんな話もしたことないから」


「私もです。前に部長に聞いたことがあるんですけど、ちっとも乗ってこないっていうかはぐらかされちゃうっていうか」


「プライベートなことはあまりしゃべらない人だからね」


　部員達も腕うでを組み考え込む。


「ただ、強しいて心当たりを挙げるとしたらやっぱりあの人かな？」


「そうですね。やっぱりあの人しか考えられませんよね。そうじゃなかったとしたら特に好きな人はいないっていう結論しか考えられません」


　部員達が頷うなずき合う。


「教えてくれ、そのあの人ってのは一体誰だれなんだ？」


　必死の形ぎよう相そうで身を乗り出す直なお樹きを、部員達はニヤニヤと見つめている。


「ヒントをあげるとしたら、部長がいつも気にかけている人物です」


「部長の一番近くにいる男子って言っても過言じゃありません」


「噂うわさで聞いたんですけど、部長って一ヶ月に一度はその人の家に遊びに行ってるとか？」


「ここまでくれば、もう分かりますよね？　さあ、誰？」


　クイズ番組の司会者のように直樹にファイナルアンサーを求めてくる。


「川かわ澄すみがいつも気にかけていて、一番近くにいる男子で、一ヶ月に一度はその人の家に遊びに行ってる……か」


　うーむと考え込んでから、直樹は呟つぶやく。


「一体誰なんだ？」


　その途と端たん、部員達の顔つきが変わった。完全無欠の呆あきれ顔がおとなったのだ。


「鈍にぶい鈍いとは思ってましたけど、ここまで鈍いなんて」


「教えてあげる気にもなりません。思う存分一人で悩なやんでください。それじゃ、私達ちょっと打ち合わせがあるので」


　直樹はあっさりと部室を追い出されてしまう。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ。教えてくれって！　こっちは今非常事態なんだから！」


　いくら直樹が声を張り上げても、閉じられた扉とびらの向こうからは返事もしない。しかも鍵かぎまでかけられてしまったようだ。


「う～～～む、一体誰のことを言ってたんだ？」


　直樹はもう一度じっと考えてみる。


（川澄がいつも気にかけていて、一番近くにいる男子で、一ヶ月に一度はその人の家に遊びに行ってる）


　その言葉を繰くり返すが、答えはやっぱり出ない。


「川澄とはわりと一いつ緒しよにいるはずなのに、ちっとも気づかないなんてな。僕の鈍どん感かんさにも呆れたもんだよ」


　直樹が真しん剣けんに嘆なげいている時だった。


「ちょっとあなた、演劇部の人でしょ？」


　いきなりそんな声をかけられる。三名の女子生徒が直樹を睨にらみつけていた。


　先頭に立っていた一番気の強そうな女子生徒がつっけんどんに尋たずねてくる。


「部長の川かわ澄すみさんを出して頂ちよう戴だい！」


「川澄なら今日は休みだけど。それに僕は演劇部の部員じゃ……」


　直なお樹きの言葉なんか聞かず、女子生徒は自分勝手にテンションを上げた。


「休み!?　わざわざ話に来てやったっていうのに」


　プリプリと怒おこる。


「それじゃあなた、彼女に伝えといて！」


　やっぱり直樹の返へん事じなんか聞かず、女子生徒は早口に言った。


「相あい場ば先せん輩ぱいと仲良くなりたかったら、ちゃんとファンクラブに入るようにってね。今度勝手に応おう援えんに来たりしたら承知しないからって！」


　クルリと背を向け歩き去ろうとする女子生徒を、直樹は全力で呼び止めた。


「ちょっと待ったあああ！」


「何よ!?」


　不ふ機き嫌げんそうに女子生徒が振ふり向く。


「今の話、詳くわしく教えてくれ？　相場先輩って誰だれなんだ？　川澄はその人のことが好きなのか？」


「サッカー部のキャプテンでエースストライカー、相場和かず也や先輩を知らないなんてあなたどうかしてるわね。すごくハンサムで格好いいんだから」


　女子生徒がうっとりとする。


「先週末に、青年団とのサッカーの試合があったのよ。もちろん私達ファンクラブは応援に行ったわ。そこに川澄さんの姿もあったのよ。試合終わった後で図ずう々ずうしくも相場先輩と話なんかしちゃって。あ～～～もう、許せないったらないわ」


　地じ団だん太だを踏ふみかねない勢いだ。


「さっき言ったこと、ちゃんと伝えるように。いいわね！」


　叩たたきつけるようにそう言うと、女子生徒達はその場から去っていく。


「これは思いがけず重要な情報を聞いてしまったぞ。川澄がサッカーの応援に行ってたなんてな」


　季き代よ実みがサッカー好きだなんて聞いたことがないから、ただ試合を観みに行ったとは考えにくい。となると……。


「川澄の好きな人は、そのエースストライカーの相場先輩って人かもしれないな」


　直樹は目を細めると、軽く頷うなずいた。


「どんな人なのか、ちょっと見てくるか」
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　校庭では、野球部とサッカー部と陸上部が放課後の部活に勤いそしんでいた。それでも狭せま苦くるしく感じないのは、さすがは広い校庭を持つ田舎いなかの学校だ。


　直なお樹きはサッカー部の方へと足を運ぶ。部員達が二チームに分かれ練習試合をしていた。


　一人の男子生徒が、ドリブルしていたボールを力強くシュートした。かなりのロングシュートだったが、それは鮮あざやかに決まる。


「キャー、相あい場ば先せん輩ぱい！　ステキ！」


　女の子の黄色い声が直樹の耳に飛び込んでくる。見ると、先さき程ほど演劇部の部室前で直樹を睨にらみつけていったあの女子生徒達だ。


（今シュートしたのが相場って人なのか）


　直樹は目を凝こらしその人物を観察した。


　おそらく一つ上の学年だろう。背が高く均きん衡こうの取れた体型だ。なるほど、騒さわがれるだけあって顔立ちもすこぶるいい。まるでテレビのアイドルのようなハンサムボーイだ。


　自分に声せい援えんを飛ばしてきた女の子達に、相場は軽く右手を上げ笑ってみせる。きっとこれがアニメだったら、白い歯が太陽の光に反射しキラリと輝かがやいただろう。そんなさわやかさを感じさせる笑みだった。


「相場和かず也や……か。くそっ、本当に格好いいじゃないかよ」


　少し面おも白しろくない気分で直樹が呟つぶやいた直後だった。ゴールキーパーが蹴けったボールが、大きくカーブして直樹の足元へと転がってくる。


「悪い、こっちに蹴ってくれないか？」


　相場が直樹に向かって大きく手を振ふった。


　距きよ離りは二十メートル弱、軽く蹴れば十分に届く距離だろう。だけど、直樹の右足には無意識に力が込められる。


「ていや！」


　蹴られたボールはわずかに宙に浮き相場目め掛がけて飛んでいく。相場はボールを踏ふみつけるようにして止めると、ヒュウと軽く口笛を吹ふいた。


　それから、ボールを抱かかえると直樹の前へとやって来る。


「確か、高たか村むら直樹君だったよね」


「えっ!?」


　自分の名前を知っていたことに驚おどろく直樹に、相場は軽く笑って言う。


「君は、昨年の夕ゆう月げつ祭りのターゲットだからね、名前ぐらいは知っていて当然だよ」


　一年に一度、七月に行われる夕月祭り。その実態は、村に招いた哀あわれな生いけ贄にえを追い掛かけ回す吸血祭りだ。直なお樹きはその時に嚙かまれ吸きゆう血けつ鬼きになったことになっている。


「足が速いとは聞いてたけど、ボールのコントロールも悪くない。もしかして、サッカーやってたのかい？」


「やってたって程ほどではないですけど、たまに助すけっ人とで試合に出るぐらいで」


「だったら、面おも白しろそうだ」


　相あい場ばが微笑ほほえむ。


「嫌いやでなかったらでいいんだけど、ちょっとドリブルシュートを見せてくれないかな？」


「僕がですか？」


「そ、あっちのゴールに」


　相場が先程自分がボールを蹴けり入れたゴールを指差す。


「少しディフェンスもさせるけど、かまわないかな？　あ、もちろん吸血鬼の力は使わせないよ。それが村のルールだからね」


　どうだろうと尋たずねる相場に、直樹は静かに答えた。


「別に、いいですけど」


「よし、それじゃ決まりだ」


　部員にその旨むねを指示すると、相場は抱かかえていたボールを直樹の足元に転がした。


「いつでも、好きに始めてよ」


　直樹は無言で頷うなずくと、走り出すと同時にボールを蹴飛ばした。


　ドリブルをしながらゴールを目指す。途と中ちゆう何人ものサッカー部員がボールを奪うばおうと立ちはだかるが、華か麗れいなボールさばきでその脇わきをすり抜ぬけていく。


　二人同時にスライディングで迫せまられた時には、ボールをつま先で軽く蹴り上げジャンプで避さけるなんて芸当もやってのけた。


　毎回ピンチのたびに季き代よ実みらに助けられ、どうにも情けない印象のある直樹だけど、それは吸血鬼のパワーには負けてしまうというだけのこと。


　人間として見れば、実は運動神経は悪くないのだ。種目によっては、すぐにレギュラーを狙ねらえるぐらいのプレイを見せることだってできる。


　すべてのディフェンスを突とつ破ぱした直樹は、相場に負けないくらいのロングシュートでボールをゴールに叩たたき込んだ。


「よし、こんなもんだな」


　誇ほこらしげに息を吐はき出す直樹だったけど、すぐにハッとする。


「い、いかん。僕は何をこんなに熱くなってるんだよ」


　理由は単純だった。相場に妙みような対たい抗こう心を抱いだいてしまったのだ。


（いくら川かわ澄すみが好きかもしれない相手だっていったって、僕がヤキモキする必要なんてないじゃないかよ）


　反省猿ざるのようにしおらしく反省する直なお樹きのもとに、相あい場ばが駆かけ寄ってくる。


「やっぱり思ったとおりだ、やっぱり君いいよ。かなりいいよ」


　直樹の肩かたをがっちりと押さえる。


「高たか村むら君、君サッカー部に入らないか？」


「えっ？」


「それだけのテクニックを持っていながら何の部活もしていないなんてもったいなすぎるよ」


　熱っぽく相場が勧かん誘ゆうしてくる。


「べ、別に僕はサッカーなんて興味ありませんから」


　直樹はつっけんどんにそう言うとプイッとそっぽを向く。


「そっか、それは残念だな。でも、考える時間はたっぷりあるんだ。それこそ永遠にね。気が変わってくれることを期待してるよ」


　直樹の肩をポンポンと叩たたくと、相場は部員達に向かって言う。


「よし、少し休きゆう憩けいしよう」


　部員達と一いつ緒しよに、相場が校庭脇わきのベンチへと向かっていく。


　残された直樹は、そんな相場の後うしろ姿すがたを見つめていた。


　さっきの直樹の失礼な態度にもかかわらず相場は嫌いやな顔一つしなかった。男の直樹から見たって好感の持てる相手だ。


　格好いいし、サッカー上手だし、リーダーシップもあるし、さわやかだし、季き代よ実みが好きになったっておかしくはない。


　だけど、直樹の中の何かがまだそれを認めるのを拒こばんでいた。なまじ完かん璧ぺきな男子なだけに、どうにも面おも白しろくないのだ。


「た、確かに可能性が高いことは分かった。だけどまだ断定はできないよ。何かこう動かぬ証しよう拠こってのがないと」


　自分で言ってるけど、動かぬ証拠ってのがどんなものかなんてまるで想像できていない。


（う～～む、川かわ澄すみがあの相場って人を好きって証明できる何か。そんなものが存在するんだろうか？）


　腕うでを組み考え込む直樹に、その声は届いた。


「す、すごいです！　高たか村むらさん！」


　小走りに駆かけ寄ってくるのは綾あや菜なだった。直樹の前までやって来ると、興奮した口調で言う。


「高村さんって、サッカーがお上手なんですね！　わたし見ていて感激してしまいました！　すごく、すごく格好良かったです！」


　綾菜は陸上部の方へと目を向けた。


「利と根ね崎ざきさんはいないようですね。残念です。きっと見てたら大喜びしてたはずですよ」


　残念そうに眉まゆをひそめる綾菜だけど、


「いえ、でも良かったのかも。高たか村むらさんの格好いい姿をわたしだけが見れたんですから。あ、何でもないんです何でも」


　喜んだり悲しんだり恥はずかしがったりと大おお忙いそがしの綾あや菜なだ。


「あ、本題を忘れてました。会長に頼たのまれて高村さんを探してたんです。クラスの方が校庭にいるのを見たって言ってたのでそれで」


　綾菜は辺りに話を盗ぬすみ聞きするような人がいないのを確かく認にんすると小声で囁ささやく。


「季き代よ実みさんにキスするのは誰だれがいいのか、会長が何人かピックアップしたから男の高村さんの意見も聞かせて欲しいって」


　直なお樹きはあまりよく聞いていなかった。動かぬ証しよう拠こってのについてずっと考えてたのだ。


「沢さわ田だセンパイ！」


　不意に大きな声を出すと、直樹は綾菜を見つめ言う。


「好きな人っていますか!?」


「え!?」


　驚おどろいたのは綾菜だ。


「い、いきなりそんなことを聞くなんて。わたし、びっくりしてしまって」


　顔を真っ赤にしモジモジしてから、綾菜は頷うなずいた。


「はい、好きな人。います」


　横目でチラチラと直樹を見るけれど、そんな視線の意味に気づくような直樹じゃない。


「その証拠ってありますか？」


「証拠？」


「おかしなこと聞いてるとは思います。だけど、参考までに教えて欲しいんです。関係のない第三者が見ても、沢田センパイがその人が好きって分かる証拠っていうか何ていうか、そんなのってありますか？」


　こういう意味不明の質問にも、真しん剣けんに考えてくれるのが彼女のいいところだ。綾菜は人差し指を唇くちびるの下に当て考える。


「証拠、証拠、証拠………あ！」


　綾菜が声を上げた。


「証拠、あります。日記です」


「日記!?」


「はい、わたし、ずっと日記をつけてるんです。好きな人のことは誰だれにも言ってないんですけど、日記には書いてるんです。だからその日記が証拠っていえなくもないですよね」


　確かにそれは決定的な証拠といえよう。あくまで、季代実が日記を書いていてそこに好きな人のことも書かれていたらの話だけれども。


「ちなみに、女の子ってみんな日記を書いてたりするものなんですか？」


「どうでしょうか？　わたしの友達にも数えるぐらいしかいませんけど。だけど、日記とまではいかなくても好きな男の子の写真をこっそりしまってる女の子は多いと思いますよ」


　探してみる価値は十分にありそうだった。


　そのためには、向かう場所はただ一つ。季き代よ実みの自宅に他ほかならない。


「高たか村むらさん、わたしの日記が読みたいなんて言いませんよね。その、もし高村さんが本気でそう思ってくれるなら、わたしはそれでもかまいません。自分で言う勇気もないし、いっそ読んでいただいた方が」


　顔を真っ赤にしてまたもじもじし始める綾あや菜なだけど、気の毒に直なお樹きはよく聞いていない。


「すみません、沢さわ田だセンパイ。僕、ちょっと用事があるんで失礼します。ありがとうございました！」


　それだけ言うと、直樹は校門の方向へと走り出した。
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　学校を後にした直樹は、そのまま田舎いなか道を軽快に走る。二十分程ほど走った後、一いつ軒けんの家の前で足を止めた。こじんまりとはしているが、新しく奇き麗れいな家だ。今時のデザインで、都会の住宅地にある建売住宅によく似ている。


　お洒しや落れな表札には、ローマ字でＫＡＷＡＳＵＭＩと書かれていた。そう、ここが季代実の家なのだ。


「着いたぞ」


　全力で走ったため切れた息を整えてから、直樹は改めて作戦を反はん芻すうする。


（動かぬ証しよう拠こを見つけるためには、まずは川かわ澄すみの部屋に入らなくちゃな。会長に頼たのまれて様子を見に来たって言えば部屋に入らせてくれるだろう）


　直樹はインターホンのボタンを押した。場所こそ知っていたけれど家を訪ねるのはこれが初めてだ。


　少しすると、向こうから女性の声が聞こえてくる。


『はい、どちら様でしょうか？』


「あ、すみません。川澄の……じゃなくって、季代実さんの同級生の高村っていいます」


『えっ、もしかして、同じクラスの高村直樹君!?』


　驚おどろいたような声が聞こえる。


「はい、そうですけど」


　数秒もしないうちに家の扉とびらが開かれた。


　優やさしそうな顔をした年配の女性だ。すぐ後ろには男性の姿もある。おそらく季代実の養父母だろう。季代実はこの夫ふう婦ふに養女として引き取られたのだ。そして、一昨年おととしの夕ゆう月げつ祭りで嚙かまれ吸きゆう血けつ鬼きとなった。


　だけど、季き代よ実みは生いけ贄にえのためだけに村に呼ばれたんじゃない。夫ふう婦ふは本当に子供が欲しくて季代実を選んだ。この家だって季代実のためにわざわざ新築したものらしい。


「は、始めまして。高たか村むら直なお樹きです」


　季代実の養父母とちゃんと会うのはこれが初めてだったから、直樹は背筋を正すと折り目正しく挨あい拶さつする。


　そんな直樹の腕うでを、いきなり男性が摑つかんだ。そのまま家の中へと引っ張り込まれる。連れていかれたのは応接間だ。すぐに直樹の前にグラスに入った牛乳が運ばれてくる。


「いや、君が高村直樹君か。前から一度会いたいとは思っていたんだよ」


　男性が顔をほころばせ言った。


「本当ね。季代実にも、一度家うちに連れてくるように言ってたのよ」


　女性も、笑え顔がおで応じる。


「はあ……」


　思いがけないおもてなしに呆あつ気けに取られる直樹に、女性は優やさしく説明した。


「高村君のことは、季代実からよく聞いているの。演劇部の手伝いをしてくれたりして助かってるって。何度もお家にお邪じや魔まさせてもらってるみたいだし。本当にありがとね」


「いえ、そんな」


　正体がバレそうになるたびに助けてもらっている。散さん髪ぱつだってしてもらってる。世話になりっぱなしの直樹はこんな風にお礼を言われてしまうと恐きよう縮しゆくしてしまう。


「本当に、君のことはよく話してくれるんだよ」


　女性に代わり、男性が口を開いた。


「物静かで無口な娘むすめだろ？　家族になってから一年ぐらいは口数も少なかったんだ。嫌きらわれているわけではないと分かってはいたのだけど、何だか寂さびしくてね。だけど、去年の夕ゆう月げつ祭りで君が村の住人になってからは、家でもよく君のことを話してくれるようになってね。やっぱり、自分が嚙かみ付いて吸血鬼にした相手だから気になっていたんだろうな」


　そんな設定になっていたことを直樹は思い出した。


「それなのに、こんな病気にかかってしまうなんて」


　女性が沈しずんだ声を出す。


「ああ、本当だ。神楽かぐらさんのお嬢じようさんから病気のことを聞かされて、目の前が真っ暗になってしまったよ。お嬢さんは、責任を持ってちゃんとした男性を選ぶとは言ってくれたけど、どうにも不安でね」


　力なく首を振ふった男性だけど、何な故ぜか安心したような瞳ひとみで直樹を見る。


「だけど良かったよ。君が来てくれて」


「本当よね」


　女性にいたっては、感激して涙なみだぐんでたりもした。


「実は、妻とも話していたんだ。君が選ばれてくれたらいいなって」


「他ほかの誰だれよりも、いつも気にかけていたあなたなら季き代よ実みにとってもいいんじゃないかって。そう思ったの」


「ちょっと待ってください。な、何を言ってるんですか？」


　焦あせる直なお樹きに、二人はキョトンとする。


「何をって、季代実にキスするために来てくれたんだろう？」


「ちっ、違ちがいます！　そ、そんなんじゃありません！」


　直樹は全力で否定した。


「僕は、会長に頼たのまれて川かわ澄すみの様子を見に来ただけなんです！」


　直樹の言葉に、二人は落らく胆たんの色を見せる。


「何だ、そうだったのか」


「てっきりあなたが選ばれたのだと思ったのだけどね」


　沈しずみ込むようなため息をついてから、二人は立ち上がった。


「季代実は二階の部屋で眠ねむっている。案内するよ」








　案内されたのは二階の南に位置する部屋だった。よく整せい頓とんされているせいか広々と感じる。乱雑に物が散らかった自分や智とも衣いの部屋とは大おお違ちがいだ。


　部屋のベッドでは、静かに眠り続ける季代実の姿があった。保健室で見た時と同じだ。呼吸もなく時間が止まっているかのように眠っている。


「変わらないだろ？　ずっとこのままなんだ」


「ひょっとしたら目を覚まさないかなと思って、揺ゆさぶったり耳元で声をかけたりしたんだけどね」


　悲しそうに首を振ふってから、女性は急に調子っ外れた声を出した。


「あら、あなた。そういえば裏庭の草取りまだだったわね。暗くなるまでにやっちゃわないと」


「お前、こんな時に何を言ってるんだ？　第一、私達なら暗くたって」


　ぶつぶつ言う男性を女性が見つめる。何かを訴うつたえる瞳ひとみだった。


「あっ」


　男性は察したとばかしに頷うなずくと、同じような声を出す。


「おっと、そうだったね。裏庭の草取りをしなくては。よし、一いつ緒しよに行こう」


「高たか村むら君、そういうことだからちょっと失礼するわ。この部屋で、ゆっくりしててね」


「そうそう、ゆっくり季代実の寝ね顔がおでも眺ながめていてくれ」


「神楽かぐらさんのお嬢じようさんに選ばれてないからって、遠えん慮りよしなくてもいいのよ」


「ああ、私達はちっともかまわないからな」


「それじゃあなた」


「そうだな、後は若い二人に任せよう」


　お見合いの場でよく聞くような台詞せりふを言うと、二人は部屋を出ていく。


「ひょっとしてあの二人、僕にキスするよう促うながしてたんじゃ？」


　親としてそれはどうなんだと呆あきれてしまうが、それだけ認められているのは悪い気分ではなかった。


　直なお樹きは季き代よ実みの寝ね顔がおに顔を向けた。保健室でもそうだったように、素す直なおに可か愛わいいと思ってしまう。


　つい魔まが差してしまいそうになるのを、直樹は両足を踏ふん張って耐たえた。


「何をしに来たんだよ。これじゃ痴ち漢かんと同じじゃないか。それに、僕がキスしたところで効き目なんかないんだから」


　パシリと両頰ほおを叩たたく。


「さ、目的を果たさなきゃな」


　直樹は部屋の勉強机へと歩み寄った。


「川かわ澄すみ、悪い。これもみんなお前のためなんだからな」


　そう弁明をして後ろめたさに踏ん切りをつけてから、直樹は机の引き出しに手をかけ引っ張った。


　ノートや予備の文ぶん房ぼう具ぐなどが並べられている。直樹には真ま似ねのできない奇き麗れいさだった。


　直樹は机の中をかき混ぜながら、証しよう拠こ探しに没ぼつ頭とうする。だけど日記帳らしきものは見当たらない。


　たっぷり時間をかけてすべての引き出しを調べたけれど、証拠は発見されなかった。


「どうやら、不発だったようだな」


　がっかりな息を吐はく直樹だったけど、少し安心している自分に気づく。


「ち、違ちがうぞ！　決定的な証拠が見つからなくて、ホッとしてるわけじゃないんだからな」


　そう言い訳しながら引き出しを元通りにしてる途と中ちゆうだった。正面に設置された机と一体型の本ほん棚だなにふと目を止める。教科書や辞書が並ぶ中、一冊さつの大学ノートが混じっているのに気づいたのだ。勉強で使っている大学ノートとは少し色味が違っている。


　ノートを手に取り開いた直樹は、それが勉強で使っているものではないと知る。


　書かれていたのは、人の名前と台詞。それとトと書がきだった。


「川澄、自分で台本なんかも書いてるのか。大したもんだな」


　感心しながらパラパラとノートをめくるうち、挟はさまれていた一枚の写真が机の上に落ちる。そこに写った人物に、直樹は大きく目を見開いた。


　頭の中に綾あや菜ながひょっこりと顔を出し、笑え顔がおでこんなことをインフォメーションした。


『日記とまではいかなくても好きな男の子の写真をこっそりしまってる女の子は多いと思いますよ』


「証しよう拠こ、見つけたぞ」


　望んでいたはずなのに、後頭部をハンマーでガツンと殴なぐられたような感じだった。全身から力の抜ぬけた直なお樹きは、勉強机の椅い子すに腰こしを下ろす。


「やっぱり、川かわ澄すみの好きな人は、この人だったんだ」


　直樹が手に取った写真。そこに写っていたのは、つい先さき程ほど会ったばかりの人物、相あい場ば和かず也やだった。


　ゴールを決めた直後なのだろう、ユニフォーム姿で喜んでいる姿が華はな々ばなしく写っている。


「決定的な証拠も見つけたんだ。もう迷うことはない。川かわ澄すみのためにも、僕が取る行動は決まってるじゃないか」


　直樹は自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、眠ねむっている季き代よ実みへと顔を向けた。


「待ってろよ。お前の王子様。僕が説得してやるからな。それが、僕がお前にできる最初で最後の恩返しだ」








　　　　10




　相変わらずの曇くもり空ぞらが広がる翌日の昼休みだった。


　三年Ｄ組の教室で牛乳を飲んでいた相場に、クラスメイトが声をかける。


「おーい、相場。廊ろう下かに客が来てるぞ。ほら、去年村に来た新入りだよ。名前は何ていったっけ？」


　首をひねるクラスメイトはそのままに、相場は急ぐようにして廊下へと出る。


　そこで待っていた後こう輩はい、高たか村むら直樹に、相場はさわやかな笑えみを向けた。


「高村君。わざわざ僕を訪ねてくれるなんて。もしかして、サッカー部に少しは興味を持ってくれたとかかい？」


　直樹は、いつになく真しん剣けんな顔で相場を見つめ言った。


「相場先せん輩ぱいに、頼たのみたいことがあるんです」


「僕に頼み？」


「はい、すごく重要で大変なことなんです。ここでは話せないんで、もう少し人のいない所に」


「ちょっと待ってくれ」


　先立って歩き出そうとする直樹を相場は呼び止める。


「僕に……頼みね」


　顎あごに拳こぶしを当て少し考えてから、相場は目を細め頷うなずいた。


「分かった。それじゃちょっとしたゲームをしようじゃないか。食後の運動をしたいと思っていたところだしね」


　思いがけない相あい場ばの言葉に、直なお樹きは思わずポカンとしてしまった。





　そして……十分後。





　相場と直樹の姿は校庭にあった。


「お互たがいボールを奪うばい合いながらゴールを目指す。最終的に相手のゴールにシュートを三回決めた方が勝ちだ」


　用具倉庫から持ってきたサッカーボールを足で弄もてあそびながら、相場は説明する。


「言うまでもないけど吸きゆう血けつ鬼きの力を出すのは禁止だ。ルールはこんなとこだな。何か質問はあるかい？」


　直樹は、念を押すように尋たずねた。


「本当に、この勝負に僕が勝ったら頼たのみを聞いてくれるんですね？」


「どんな頼みかは分からないが約束しよう。ただし、もし君が負けたらサッカー部に入部する。それでいいね？」


「……分かりました」


「そうこなくっちゃだよ」


　相場がコートの中央地点にボールを置いた。お互いに後ずさりボールとの距きよ離りを開ける。


「３スリー・２ツー・１ワン・ＧＯで始めよう。いいね」


　直樹に確かく認にんしてから、相場はゆっくりと数える。


「３・２・１・ＧＯ！」


　ボール目め掛がけて、二人は同時に走り出した。先にボールを獲かく得とくしたのは直樹だった。そのまま相場の脇わきをすり抜ぬけゴールを目指す。


　だけど相場も、いつまでも直樹の独走を許してはくれない。直樹に追いつくとボールを奪った。何とかボールを取り戻もどそうと迫せまる直樹を翻ほん弄ろうしつつ走り抜き、ゴール手前で強きよう烈れつなシュートを放つ。無防備なゴールに、ボールは吸い込まれていった。


「まずは１点先取だ」


　相場が誇ほこらしげに笑った。


「高村君。今度は君からいいよ」


　ボールを回収し中央までやって来た直樹は、勢いよく蹴けり出した。


　ドリブルをしながらゴールを目指す直樹に追いついた相場が、積極的にボールを奪い取ろうとする。だが先さき程ほどと同じようにはいかなかった。


　直樹は一度ボールを止めて相場を前のめりにさせると、その隙すきをついて抜けた。追いつかれる前にゴールに向かってシュートを決める。


「１対１か。面おも白しろくなってきたよ」


　相あい場ばが、少しだけ表情を強こわ張ばらせた。








　昼休みに暇ひまを持て余している生徒は少なくない。特に、終わることのない高校生活を送る生徒だらけの治ち水すい高校ならなおさらだった。


　校庭で突とつ然ぜん始まったこの勝負に、次から次へと見物客が集まってくる。いつの間にかちょっとしたギャラリーが出来上がっていた。


「なあ、何やってるんだ？」


　たまたま通りかかった生徒が尋たずねる。


「サッカー部の相場さんと二年の高たか村むらが勝負してるんだよ。どうやら３点先取で勝ちらしい」


「はは、高村も馬ば鹿かだな。かないっこないのに」


「いや、それが意外にもいい勝負をしてるんだ。あいつ、あんなに運動神経良かったんだな」


　通りかかる生徒達も加わり、ギャラリーの数はさらに膨ふくれ上がった。








　所変わってこちらは治水高校の生徒会室。


　紅べに華かと綾あや菜なが顔をつき合わせリスト作成作業に追われていた。


　このリストを一言で説明するならば、『王子候補リスト』だ。季き代よ実みにキスする男子を誰だれにするのか、考えているのだった。


「とりあえず、高校の中ではこれぐらいですわね。あとは二十代ぐらいで真ま面じ目めそうな男性のリストも作る必要がありますわ」


「会長、先生方や村役場の方々には相談しないんですか？」


　綾菜の質問に、紅華はゆっくりと首を振ふった。


「お父様とも相談しましたけど、あまり話を広めない方がいいとのことですの。どこから情報が漏もれるか分かりませんものね。村長さんと校長先生だけには知らせてありますが、基本的にわたくしが決定するということで納なつ得とくしていただいていますわ」


　紅華が、深刻な顔で続けた。


「だからこそ、間ま違ちがいのないようにいたしませんと」


　と、その時だった。窓の外から歓かん声せいが聞こえてくる。


「何ですの!?　人が真しん剣けんに考えている時に」


　不ふ機き嫌げんそうに紅華が窓に顔を向ける。


「校庭にみなさん集まっているみたいですね」


　立ち上がり窓まど際ぎわへと向かった綾菜は、窓ガラス越ごしに校庭の様子を見る。


「サッカーをしているみたいです」


「サッカー部が練習試合でもしてるってこと？」


「いいえ、制服のままですし、普ふ通つうの試合じゃないみたいですよ。二人でボールを取り合ってて……」


　そこで、綾あや菜ながあっと声を上げる。


「た、高たか村むらさんです！　あれって高村さんですよ！」


　綾菜が窓を開けて身を乗り出す。


「相手は、Ｄ組の相あい場ばさんです！」


「サッカー部の相場クンが相手ですの？　そんなの高たか村むらクンじゃ勝負になりませんわね」


「いいえ！　そんなことありません！」


　一笑する紅べに華かに、綾菜は真しん剣けんな顔で否定する。


「高村さん、サッカーがすごく上手なんです！　昨日だって、サッカー部の人達を相手に一歩も引かなかったんですから！」


　少しは興味を覚えたのだろう。紅華が重い腰こしを上げると窓まど際ぎわへとやって来る。綾菜と同じように身を乗り出し校庭を見下ろした。


　直なお樹きと相場が、激しい攻こう防ぼう戦を繰くり広げているところだった。ボールが二人のもとを行ったり来たりしている。


「高村クン。結構やりますのね」


　紅華が、少し驚おどろいた様子で息を漏もらした。


　直樹が華か麗れいなスライディングで相場からボールを奪うばい取るのが見えた。そのまま立ち上がり一気にゴールまで走りシュートする。


　途と端たん、歓かん声せいが沸わき起こった。


「やった！　高村さんすごいです！！！」


　綾菜が飛び跳はねんばかりに喜ぶ。顔は満面の笑えみだ。


「足は速い方だと思ってましたけど、これは意外な才能ですわね」


　感心する紅華だけど、すぐに怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


「だけど、どうして高村クンはサッカーなんてやってますの？」


「さあ、分かりません」


　綾菜が首を振ふる。


「ふうん」


　紅華は、呆あきれたような顔になると鼻をフンと鳴らした。


「川かわ澄すみさんが大変な状じよう況きようだっていうのに呑のん気きですわね。高村クンはもっと友達思いだと思ってましたけど、違ちがっていたようでしたわ」


　直樹が他ほかでもない季き代よ実みのためにサッカーをしているなんて、紅華にも、その隣となりで困ったような顔をしている綾あや菜なにも分かるはずもなかった。








　直なお樹きの挑ちよう戦せんは終しゆう盤ばんを迎むかえていた。点数はお互たがいに２点ずつ。次にゴールを決めた方の勝ちとなる。


「さすがに、君がここまでやるとは思ってなかったよ」


　中央にボールを置いた相あい場ばが呟つぶやく。かろうじて笑えみは浮かべているけれど、それはひどくぎこちないものだった。


「こんなにも人が集まってるし、サッカー部の部長としては負けられない戦いになってしまったね」


　相場が目つきを鋭するどくした。


「行くぞ！」


　これまでにない荒あら々あらしい口調でそう叫さけぶと、一気にボールを蹴けり出す。


「キャー！　相場先せん輩ぱい！　そのままいっちゃって！」


「そんな人に負けないで～～～！」


　黄色い歓かん声せいが巻き起こる。昨日の自じ称しようファンクラブの女子生徒達だ。


「部長！　負けないでください！」


「俺達の仇かたきを取ってください！」


　部員達も集まったのだろう。一いつ致ち団結して声せい援えんを送っている。


　だからって、直樹への応援が皆かい無むということはない。


「高たか村むら君、がんばって！」


「高村、お前の力を見せてやれ！」


　集まってきたクラスメイト達が、直樹に向かって声を飛ばす。


「高村センパーイ！」


　人ごみをかき分け先頭までやって来たエリ子が、手でメガホンを作ると元気よく叫んだ。


「エリ、一いつ所しよ懸けん命めい応援してます！」


　そんな応援を受け止める余よ裕ゆうは直樹にはなかった。というか、そんなにもたくさんのギャラリーが集まっていることにも気づいてはいなかった。


　いくら相場が吸きゆう血けつ鬼きの力を使っていないとはいっても、生なま身みの人間である直樹と違ちがって疲つかれ知らずなのだ。十五分近くずっと走りっぱなしで疲ひ労ろうがたまってきている直樹。限界はもうすぐそこまで来ている。


　ドリブルしながら走る相場の背中を追いかけるも、どうしても距きよ離りを縮めることができない。


（ここまで、なのか……）


　意識がすうっと遠くなりかけるのを直樹は感じた。そのまま倒たおれそうになるけど、力強く奥歯を嚙かみ締しめる。


（こんなところで倒たおれてどうする！　川かわ澄すみに、川澄に幸せになってもらうためなんだ！！！）


　もう感覚のなくなった足をフルスロットルで動かし、直なお樹きは相あい場ばに追いついた。神がかり的なテクニックでボールを奪うばうと反対側がわのゴールへ向かって爆ばく走そうする。


「待て！！！」


　怒いかりすら感じさせる顔つきで背後から追いかけてくる相場。その瞳ひとみがうっすらと赤く染まっていく。ルール違い反はんである吸きゆう血けつ鬼きの力を発動したのだ。


　人間離ばなれした速度で移動し、相場が目の前に立ちはだかる。しかしその時にはすでに射程圏けんまで到とう達たつしていた。


「でっりゃあああ！」


　最後の力を振ふり絞しぼり、直樹はサッカーボールに足を叩たたきつけた。ボールは相場の脇わきを掠かすめゴール目め掛がけて飛んでいく。


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ギャラリーから盛大な歓かん声せいが沸わき起こった。


「すごいです！　高たか村むらセンパイ！」


　駆かけ寄ってきたエリ子が直樹の右腕うでにしがみつきピョンピョンと飛び跳はねた。


「高村センパイがあんなにサッカーが上手だったなんて……。エリ驚おどろきです！　そして感激です！」


　直樹を応おう援えんしていたクラスメイト達も笑え顔がおで集まってくる。その時になって、直樹はこんなに自分達が注目を浴びていたことに気づいた。


　嬉うれしいような照れくさいものを感じるが、今はそんな気分に浸ひたってはいられない。


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている相場へ歩み寄る。


「相場先せん輩ぱい、僕の勝ちですよ。頼たのみ、聞いてもらえますね」
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「僕を含ふくめた数人しか知らないことなんですが、川澄は今、病気にかかっているんです」


　直樹は、ひそめた声でそう言った。


　治ち水すい高校の校舎裏だ。もう午後の授業開始が迫せまっているせいで人の姿はなかった。


　さすがにギャラリーが騒さわいでいた校庭で話をすることもできず、こうやって人ひと気けのない場所までやって来たのだ。


「吸血鬼の眠ねむり病びようという病気です。これにかかった吸血鬼は、眠ったまま目を覚まさなくなってしまうんです。治ち療りよう方法はただ一つ、一週間以内に異性の吸血鬼がキスをすることだけ。だけど、その代だい償しようとして、目覚めた後、自分にキスをした人物の虜とりこになってしまうんです」


　一気に説明をしてから、直樹は相場をまっすぐに見つめた。


「相あい場ば先せん輩ぱい、お願いです。川かわ澄すみにキスしてやってくれませんか？」


「!?」


　相場は驚おどろいたように目を大きくした。


「僕が？　一体どうして!?」


「川澄は……川澄は」


　胸がチクリと痛んだが、直なお樹きは力を込めて言う。


「川澄は、相場先輩のことが好きなんです。病気の治ち療りようのためとはいえ、好きでもない男の虜とりこにならなくちゃならないなんて川澄が気の毒すぎます。だから……」


「それで、彼女を目覚めさせる役を僕に頼たのみたい……と？」


「はい、そうなんです」


　神しん妙みような顔つきで直樹は頷うなずいた。


「無理にとは言いません。川澄がタイプじゃないとか、もう将来を誓ちかい合った女子がいるとか、そんなだったら諦あきらめます。だけどもしそうじゃなかったら……。川澄のことを好きになれるんだったら、どうかお願いします！」


　深々と頭を下げる直樹をしばし無言で見下ろしてから、相場は口を開いた。


「彼女が僕の虜になっても、君はそれでいいのかい？」


　直樹の胸にモヤモヤとしたものが膨ふくれ上がる。だけど全力でそれをねじ伏ふせた。


「それで……いいんです。川澄が、好きな人と結ばれるなら。僕は満足です」


「そうか、それが、君の望みなんだね」


　相場は唇くちびるの端はしっこで軽く笑った。


「よく分かったよ。後は僕に任せてくれ」


「それじゃ……」


「ああ、彼女みたいな可か愛わいい女の子が相手で文句なんてあるはずがない。幸い僕には特定のガールフレンドもいないしね。君は校庭での勝負に勝ったんだ。ちゃんと約束は守るよ」


「ありがとうございます。川澄は自宅の部屋で眠ねむっています。会長から頼まれて来たって言えば、部屋に通してくれるはずです」


　相場は直樹の肩かたに手を置いた。


「明日を、楽しみにしていてくれ」


　それだけ言うと、相場が校舎裏を去っていく。


「終わった……んだな」


　直樹は静かに呟つぶやいた。今になってドッと疲ひ労ろう感が襲おそってくる。全速力で校庭を走り回っていたのだから当然だろう。


「これで、川澄は好きだった相場先輩にキスされて目を覚ます。そして二人は結ばれる。


　おとぎ話だとしたら最高のエンディングだと直樹は思った。


　だけど……びっくりするぐらい気分は晴れなかった。


（これが一番の解決方法だってのに、納なつ得とくして頑がん張ばったってのに、僕はどうして？）


　直なお樹きが自問自答している時だった。その声は響ひびく。


「あっ！　直樹！　こんなとこにいやがったのか！」


　次の瞬しゆん間かん、目の前に一人の女子生徒が飛び降りてくる。浅黒い肌はだの活発少女、智とも衣いだ。


「智衣じゃないか……」


　直樹は頭上を見上げた。三階の窓が開いているのが見える。


「なあ、智衣。いくら近道だからって、三階から飛び降りてくるのは感心しないぞ。いつか人間に戻もどった時、このクセが残ってたらどうするんだよ。骨折どころじゃすまないかもしれないぞ」


　やんわりとした忠告なんかキッパリ無視して、智衣は直樹の肩かたを摑つかみ前後左右に振ふりたくった。


「おい！　直樹！　聞いたぜ！　校庭で大だい活かつ躍やくだったそーじゃねーか!?　サッカー部の相あい場ば相手に勝負してあいつの鼻をへし折ってやったんだって!?」


　智衣は直樹の頭をヘッドロックするとぐいぐいと締しめ上げる。


「どうして！　このオレに何も言わずそんな大勝負なんかすんだよ！　見逃のがしちまったじゃねーかよ！」


　どうやら、直樹の活躍を見られなかったことに憤いきどおりを感じているようだ。


「高たか村むらセンパイ格好良かったんですよ～！　利と根ね崎ざきセンパイにも見せてあげたかったですね～。なんてエリ子に自じ慢まんされるオレの気持ちが分かるか!?」


「分かった、分かった、僕が悪かったよ。次にあんな勝負をする時はいの一番に智衣に知らせるから！　応おう援えん団長を頼たのむから！」


　必死にそう訴うつたえる直樹に、智衣の怒いかりのテンションも幾いく分ぶん下がったようだ。


「まあ、分かってくれりゃいいんだけどよ」


　ヘッドロックを外した智衣が、少しだけ心配そうに続けた。


「しかし直樹よ。勝負するにしても相手が悪かったんじゃねーか？　しばらく気をつけた方がいいと思うぜ」


「えっ、気をつける？」


　直樹はキョトンとしてしまう。何に気をつけるのかさっぱり分からなかったからだ。


「相場だよ相場。たくさんギャラリーがいる前でサッカーであいつを負かせちまったんだろ？　きっとすごく根に持ってると思うぜ」


「まさか、相場先せん輩ぱいはそんな人じゃないだろ」


　軽く笑う直樹だけど、智衣は真しん剣けんな顔つきだ。


「いや、あいつはそんな奴やつなんだよ。運動部の中でも有名なんだぜ。自己顕けん示じ欲が強いっていうか、目立ちたがり屋っていうか、自分が一番でなきゃ気がすまないタイプなんだ」


「だけど、相あい場ば先せん輩ぱいは僕をサッカー部に誘さそってくれたんだぞ」


　昨日の放課後の出来事も含ふくめて、直なお樹きは智とも衣いに説明する。


「それで、相場先輩にちょっと頼たのみたいことがあって行ったら、サッカーの勝負をしないかって言われたんだ。もし僕が勝ったら頼みを聞いてくれるって。逆に僕が負けたらサッカー部に入部するように」


「なるほどね、そんなことがあったのか。相場の奴やつ、目立つためにお前を利用するつもりだったんだな」


　分かったとばかしに智衣が苦笑する。


「サッカー部って、相場以外の連中って大したことないんだよな。村の青年団や中学校のサッカー部との試合でもなかなかいいパスが来ないって相場は嘆なげいてたらしいし。で、自分を最大限に目立たせてくれるアシスト役としてお前に白羽の矢を立てたんだろ。校庭の試合だってギャラリーが集まることを想定してたんだと思うぜ。目立てて、なおかつお前が手に入る。一石二鳥だと考えたんだろうな」


　智衣は、何な故ぜか自じ慢まん気げに笑う。


「まさか、お前に負かされるなんて思ってもみなかったんだろうけど」


　言われてみれば、少しだけ思い当たる節もあった。


　最初はさわやかな雰ふん囲い気きだった相場が、直樹が点を取るたびに険しい表情に変わっていったこと。そして最後の最後には、反則であるはずの吸きゆう血けつ鬼きの力まで発揮し勝ちに行こうとしたこと。


（僕が思っていたような人じゃなかったってことか……）


　少し心が不安で揺ゆれる直樹だけど、慌あわてて打ち消す。


「いや、些さ細さいな問題だ。川かわ澄すみの気持ちが一番なんだから」


「えっ、季き代よ実み？」


　智衣がポカンとしてから、なるほどと頷うなずく。


「もしかしてお前、相場を季代実の王子様にって推すい薦せんするつもりだったのか？　そりゃお前、人選ミスもいいとこだぜ。あんな女グセの悪い奴」


「女グセが悪い!?　だって、相場先輩は特定のガールフレンドはいないって」


「ああ、特定のガールフレンドはいないだろうな。ただ、不特定多数のガールフレンドはいるんだぜ。この高校だけじゃない。役場のお姉さんなんかとも噂うわさがあるぐらいだぜ」


　智衣の言葉に、直樹は愕がく然ぜんとする。


（な、なんてことだ！　相場先輩がそんな男だったなんて！　さわやかオーラにすっかり騙だまされてた！）


　いくら季代実が好きな相手といったって、そんな女性にだらしのない男を季代実の相手として認めるわけにはいかなかった。


　数々のピンチを救われた者としてはなおさらだ。


「キャンセルだ！　早くキャンセルしなくっちゃ！」


　直なお樹きが走り出す。


「おい、直樹！　どうしたんだよそんなに慌あわてて！　おい、直樹」








　三年の相あい場ばの教室目め掛がけて直樹は走った。途と中ちゆう始業のチャイムが鳴ったが授業になんか向かってられない。


　相場がいつ季き代よ実みの家に向かうか分かったものじゃないのだ。早く会って先さき程ほどの頼たのみをキャンセルしなくてはならなかった。


　廊ろう下かの向こうに相場の背中が見えた直樹は、タックルしかねない勢いで駆かけ寄る。


「あ、相場先せん輩ぱい」


「高たか村むら君か。そんなに急いでどうしたんだ？　もう授業が始まるよ」


「さ、さっきの話なんですけど……キャンセルでお願いします！」


「さっきの話っていうと、川かわ澄すみ君へのキスのことか」


「こっちが頼んでおきながら、勝手だと思ってます。だけど、川澄には何もしないでください！」


　平身低頭で謝る直樹に、相場がフンと鼻を鳴らす。


「それはどういうことだい？　僕では彼女の相手としてふさわしくないとでもいうことか？」


「いや、そういうことじゃなくって」


　実はそうなんだけど、さすがにハッキリとは言えない。もごもごと口ごもる直樹に、相場が軽く笑う。


「心配いらないよ。僕は最初からキスするつもりはなかったからね」


「え？」


「さっきの君の話を聞いたら、とてもキスなんかする気にはなれないよ」


（もしかしたら、相場先輩は僕の心の奥底のモヤモヤとしたものを感じ取ってたってことなのか？）


　なんてことを考える直樹だったけど、その予想は丸っきり外れていた。


「だって、そんなことをしたら君の思いどおりになったみたいで気分が悪いじゃないか」


　さわやかさなど微み塵じんも感じられない、怒いかりに満ちた声で相場は言った。


「サッカー部のキャプテンが部員でも何でもない奴やつに負けたんだ。これから僕はどんな顔をして部活をすればいいんだ？　僕にあれだけの恥はじをかかせてくれた君を満足させるつもりはないよ」


　相あい場ばは、智とも衣いの言うとおりの人間だったようだ。


「さらに僕は考えたんだ。君にとってどうなるのが一番耐たえられない状じよう況きようなのかをね。君は川かわ澄すみ君のことを大切に思っているようだから、彼女が好きでも何でもない男、むしろ好きになれそうもない男の虜とりこになってしまったらどう思う？　それこそ、彼女にあんなことやこんなことをしそうな男だ。これはなかなかこたえるだろう」


「相場先せん輩ぱい……まさか、川澄のことを誰だれかに話すつもりじゃ……」


「話すつもり？　それは違ちがうよ」


　相場は、勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべ言った。


「もうとっくの昔に話したさ。血の気の多い男子達にね。授業どころじゃない。今いま頃ごろ、彼女の家を目指しているはずだよ」


「何てことをするんだ！！！」


　直なお樹きの怒いかりの鉄てつ拳けんが相場の頰ほおへと飛んだ。殴なぐられた相場はニヤリと笑うとその瞳ひとみを真っ赤に染める。鋭するどく尖とがった牙きばを見せ笑った。


「ケンカならルールは不要だな。僕の方が吸きゆう血けつ鬼き歴は長いんだ。さっきのようにはいかないぜ」


　吸血鬼の力を解放した相場とのケンカ。さすがに直樹に勝ち目はない。少し表情を強こわ張ばらせる直樹の後ろからその声は響ひびいた。


「直樹！　どけ！！！」


　智衣だった。吸血鬼の力全開で廊ろう下かを走ってきた智衣は、勢いよく床ゆかを蹴け飛とばすと相場に向かって強きよう烈れつな飛び蹴りを食らわす。


「ぐええええええ！」


　相場は悲鳴を上げ、廊下の突つき当あたりまで飛んでいった。


「直樹、さすがにケンカはヤバいって。勝てっこないんだからな」


　それから、智衣は尋たずねる。


「で、一体何がどうなってるんだ？　いきなり走ってったと思ったら、相場の奴やつにケンカを売ってるなんて。利用されそうになったのがそんなに気に入らなかったのか？」


「そんなんじゃない。そんなんじゃないんだ！」


　地に足がつかない様子で、直樹は早口に叫さけんだ。


「智衣！　川澄の家に行くぞ！　あいつの唇くちびるが狙ねらわれてるんだ！」
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　川澄家のインターホンが押された。


「こんにちは、会長に頼たのまれて来ました」


　少年のその声に、扉とびらが開かれる。


「君が……」


「選ばれた、男の子なの？」


　季き代よ実みの養父母の問いかけに、坊ぼう主ず頭の少年は元気よく答えた。


「はい、そうです！　同じクラスの熊くま谷がいといいます！」


　キスさえしてしまえば季代実は自分の虜とりこになる。そんなことを聞いた熊谷が、大人しく午後の授業に出るはずがなかった。


　即そく座ざに季代実の家を目指すのも、仕方のないことだろう。


　二人は、引きつった顔で熊谷を見る。それもそのはず、その顔には下心ってのがべったりと貼はり付いてたのだから。


「しかし、神楽かぐらさんのお嬢じようさんが決めたことだからな」


「そうね、きっと間ま違ちがいはないのでしょうね」


　諦あきらめの境地で頷うなずく。


「川かわ澄すみは？」


「二階の部屋で眠ねむっているけど」


「そうですか、それじゃお邪じや魔ましま～す」


　どうぞも言われていないのに、熊谷は図ずう々ずうしく家に上がり込んだ。さらには階段まで上って二階へと向かう。


　風通しをよくするためかドアが開かれていた。熊谷はすぐに季代実の部屋を見つけ足を踏ふみ入れる。


　ベッドの上で横たわっている季代実を前に、熊谷はヨダレを垂たらさんばかりのニヤけた顔になった。


　季代実が自分の虜になったらどうしよう？　そんなバラ色の想像が膨ふくらんでしまったのだ。


　欲望を現実とするために、熊谷はベッドの脇わきにしゃがみ込む。


「川澄、この俺がお前を目覚めさせてやるからな。だから、この俺の虜になってくれよ」


　むちゅーって唇くちびるを突つき出し、季代実の顔へと自分の顔を近づける。


　と、階下からがやがやと騒そう々ぞうしい音が聞こえてきた。


「えっ、神楽さんのお嬢さんから言われて来たって？」


「ちょ、ちょっと待ってください。すでにもう一人来ていて」


　次の瞬しゆん間かん、ダダダダダと階段を上ってくる音が響ひびく。部屋に飛び込んできたのは見知った男子だ。


「あっ、熊谷！　お前どうしてこんなとこいるんだよ！」


「福ふく井い！　お前こそどうして!?」


　クラスは違ちがうけれど、趣しゆ味みが近いせいかわりと仲良くしている間あいだ柄がらだ。二人で隣となり町まちまでエロ本を買いに行ったことだってある。この間は、共に綾あや菜なを追いかけた仲だ。（四巻参照）その時は、ニンニク臭しゆうを消すため銭せん湯とうに入り、二人で背中を流し合ったほどだ。


「俺は相あい場ば先せん輩ぱいから季き代よ実みのこと聞いたから、俺の愛の力で目覚めさせてやろうと思って」


「何を言う！　川かわ澄すみを目覚めさせるのは俺の役目なんだ！」


　友情なんてどこ吹ふく風、一歩も引かぬと睨にらみ合う二人。


　と、さらに部屋になだれ込んでくる二人組がいた。彼らも同じく背中を流し合った仲だ。


　四人が狭せまい部屋の中で睨み合う。


「お前らなんかに川澄は渡わたせないぞ！　きっと良からぬことを企たくらんでるに違ちがいない！」


　熊くま谷がいが言うと、三人はもごもごと言い訳する。


「べ、別にスクール水着を着せようなんて思ってないからな！」


「猫ねこ耳みみをつけてにゃんにゃんポーズをしてもらおうなんて思ってないぞ！」


「こんな日のために通販で買ったメイド服、着てもらおうなんて思ってないからな！」


「やっぱりな、そんなことを考えてたのか」


　軽けい蔑べつの目つきで熊谷が三人を見る。


「熊谷、そう言うお前だって何か考えてただろ？　ストッキングを履はかせて踏ふんでもらおうとか」


「馬ば鹿か野や郎ろう！　マイブームはニーソックスなんだよ！」


　どうしようもない連中の集まりだった。


　季代実の養父母が助けに来ないことを責めてはいけない。実は同じような連中が大挙をなして押しかけてきていて、それを押し止とどめるのに必死だったのだ。


　見知った仲だからこそ四人は分かっていた。話し合いなんて無意味だということを。


　次の瞬しゆん間かん、四人は一いつ斉せいに季代実に襲おそい掛かかった。押し合いへし合いしながら唇くちびるを奪うばおうとする。


「てめえら！　いい加減にしやがれ！」


　そんな声と共に窓から飛び込んできたのは智とも衣いだった。


「利と根ね崎ざき！！！」


　驚おどろいたように目をぱちくりさせてから、熊谷はなるほどと手を打った。


「前々から思ってたけど、やっぱりお前って女が好きな性せい癖へきだったんだな」


「やかましい！」


　怒いかりの鉄てつ拳けんが熊谷を殴なぐり飛ばした。残り三人も巻まき添ぞえになりドアを抜ぬけ廊ろう下かの壁かべに叩たたきつけられる。


「誰だれが、女好きだよ。オレは普ふ通つうに男が好きなんだぞ」


　憮ぶ然ぜんと、少し恥はずかしそうに呟つぶやく智衣。と、その表情を強こわ張ばらせる。どやどやという物音が聞こえてきたのだ。


　季代実の両親が押し止めるのにも限界が訪おとずれたのだろう。バリケードを破った男子達が一いつ斉せいに家の中になだれ込んできたのだ。


　さすがの智とも衣いも、大量の男子相手では季き代よ実みを守り続ける自信はない。


「季代実、行くぞ」


　ベッドの季代実を担かつぎ上げると、そのまま智衣は窓の外へと飛び出す。ほぼ同時になだれ込んできた男子達が、歯は軋ぎしりをして悔くやしがった。


「あれは二年の利と根ね崎ざき！　男っぽいとは思ってたが、あいつ女が好きだったんだな!?」


「もし利根崎が川かわ澄すみにキスなんかしたら、川澄はそっちの道に!?」


　異性のキスじゃないと駄だ目めという部分がどうやらあいまいに伝わっているようだ。


「季代実ちゃんをそっちの道に進ませるわけにはいかない！　追いかけるんだ！」








（川澄、頼たのむから無事でいてくれよ！）


　一心にそう念じながら直なお樹きが走ることしばらく。前方からこっちに向かって走ってくる智衣が見えた。その腕うでには季代実を抱かかえている。


「良かった、間に合ったようだな」


　安あん堵どした直樹は、その場に足を止め大きく深呼吸した。


「間かん一いつ髪ぱつだったぜ。もう熊くま谷がいと福ふく井いと前まえ田だと海え老び沢さわが部屋に来てたんだからな」


「熊谷に福井に前田に海老沢だって!?」


　直樹が背筋を震ふるわせる。


「あんな連中にキスされたら川澄の人生は終わっちまうよ。相あい場ば先せん輩ぱいもまたとんでもない人選をしたもんだな」


「まったくだな。だけど直樹、元を正せばお前の責任でもあるんだぜ。あんな奴やつに季代実のことを話すから」


　智衣が非難する。一いつ緒しよに学校を飛び出す際、智衣には事ことの次し第だいを説明しておいたのだ。


「季代実の好きな男にキスさせようって思いつきは悪くないと思うが、だったらちゃんとオレ達に相談してくれよな」


「ああ、それに関しては反省してるよ」


　しおらしく直樹は謝る。


「とにかく、今は季代実をあの連中から隠かくさなくちゃな。オレの家じゃすぐにバレるだろうし、直樹、お前の家へ連れていこう」


　走り出そうとする智衣だけど、その足が止まる。吸きゆう血けつ鬼きの聴ちよう覚かくがその音を捉とらえたのだ。


「ちっ、囲まれたか」


　辺りの茂しげみをかき分けて、男子達が姿を現した。しかもその数はかなりのものだ。高校の生徒だけではない。中学生らしき男子も見受けられる。


　いや、それどころかもっと年上もいた。村の青年団の男達だ。


　彼らのギラギラした目つきと口元に浮かんだイヤらしい笑えみを見れば、その目的は明らかだった。


　季き代よ実みの唇くちびるに間ま違ちがいないだろう。


「川かわ澄すみの病気のことがこんなにも広がってるなんて」


「ああ、まったくだぜ」


　歯は嚙がみする智とも衣いだけど、ふと呟つぶやく。


「それにしても、季代実ってモテるんだな。もしこれがオレだったら、こんなに男達が集まるのか？　なあ、直なお樹き。どう思う？」


　直樹に答えている余よ裕ゆうはなかった。じりじりと飢うえた男達が迫せまってきているのだ。


「智衣、どうする？」


「どうするもこうするも、突とつ破ぱするしかないだろ」


　智衣が走り出そうとした瞬しゆん間かんだった。けたたましいクラクションと共に一台の軽自動車が飛び込んでくる。何人か男達を撥はね飛ばしたけれど、全員吸きゆう血けつ鬼きだから心配はいらないだろう。


「利と根ね崎ざき！　高たか村むら！　車に乗るんだ！」


　直樹らの目の前で急ブレーキをかけ停とまった車の窓から、大おお柄がらな体型の男性が顔を出す。


　治ち水すい高校の体育教師、大おお河内こうちだった。何かと理由をつけては生徒を怒ど鳴なりつけることを生きがいとしているような教師で、当然のごとく生徒からの人気はない。というか毛虫並みに嫌きらわれている。


　直樹だってつい先日の体育の授業中、靴くつ紐ひもが解けかけているというだけで怒鳴られたばかりなのだ。


「何をしている！　早くしろ！」


「は、はい！」


　直樹が後部座席のドアを開ける。そこに季代実を抱かかえた智衣が乗り込んだ。直樹もその後に続く。ドアを閉めるのとほぼ同時に大河内はアクセルを踏ふんだ。車が加速し、立ちはだかっていた男子達を撥ね飛ばす。


　智衣がふうと息を吐はき出した。


「助かったぜ、大河内先生。サンキューな」


「ありがとうございます、大河内先生」


　直樹もお礼を言う。正直、大嫌いな教師だったけど、この一件で株はぐぐんと上じよう昇しようした。今は手を合わせて拝みたい気分だった。


「噂うわさは聞いた。このままでは川澄が危険だ。私の家でかくまおう。彼女の人生をあんな連中に委ゆだねるわけにはいかないからな」


　ハンドルを握にぎる大河内がそう言う。


「オレ、大おお河内こうち先生のこと誤解してたぜ。オレ達に怒ど鳴なり散らしてストレス発散してるような最低の野や郎ろうだと思ってたけど、実は生徒思いのいい先生だったんだな」


　じーんと感動している智とも衣いだったけど、隣となりの直なお樹きは青ざめる。


　大河内のギラギラとした瞳ひとみと、口元に浮かんだイヤらしい笑えみを見逃のがさなかったのだ。


「智衣！　ダメだ！　早く車を降りよう！」


「えっ、何言ってんだよ。せっかく大河内先生が助けてくれたってのに」


「助けられたんじゃないんだよ！　先生もあいつらと同じなんだ!?」


　直樹が声を張り上げた直後だ。急ブレーキが踏ふまれ車が停止する。


　肩かた越ごしに振ふり向いた大河内は、ぐふぐふと気味の悪い声で笑った。


「教師と生徒の恋愛だって、珍めずらしくないだろう」


　鋭するどい爪つめが伸のびた手を季き代よ実みに向かって伸のばしてくる。


「このエロ教師が！　一いつ瞬しゆんでも見直したオレが馬ば鹿かだったぜ！」


　智衣がその腕を摑つかみ応戦するも、撃げき退たいするには至らない。


「直樹！　ボヤボヤしてたらさっきの連中が来ちまう！　お前は季代実を抱かかえて逃にげろ！」


　必死に大河内を押し戻もどしながら智衣が叫さけんだ。


「ああ、分かった！」


　後部座席のドアを開けると、直樹は季代実を抱え外へと出た。人目を避さけようと木の生おい茂しげる林の方へと走り出す。


　見かけよりも瘦やせているのか、思ったよりは季代実の体は重くなかった。それでも、生なま身みの人間である直樹には抱えての逃とう亡ぼうはかなりキツイものがある。


　もういい加減疲つかれが足にきていたけれど、止めるわけにはいかない。


「やっぱり（ゼーハー）こういう場面になると（ゼーハー）吸きゆう血けつ鬼きのパワーには（ゼーハー）かなわない（ゼーハー）ぞ（ゼーハー）」


　思えば、夕ゆう月げつ祭りをはじめとし、幾いく度どとなくこうやって逃げ回ってきたような気がする。いい加減うんざりするぐらいだ。


　直樹は林の奥へと進んだ。


　もちろん、飢うえた男子吸血鬼達を相手に、完全に逃げきれる自信なんてなかった。


（時間さえ稼かせげば、会長達が助けに来てくれる。それまで何とか持ちこたえるんだ！）


　必死になって走る直樹だったけど、その逃亡にもついに終しゆう焉えんが訪おとずれる。


「み～～～つけた」


　世にもイヤらしい声が響ひびいた。枝から枝へとまるで忍にん者じやか猿さるかのように飛び移りながらやって来たのは、熊くま谷がいだった。


　立ちはだかるように直樹の前に着地した熊谷は、ギラつく瞳ひとみで言った。


「高たか村むら、川澄を渡わたせ」


「熊くま谷がい、気持ちは分かるが我が慢まんしてくれないか？　こんな方法で川かわ澄すみの心を手に入れたってむなしいだけじゃないか！　男として卑ひ怯きようじゃないか！」


　何とか説得を試みるけれど、


「お前に俺の気持ちが分かるか！　川澄には幾いく度どとなく告白したのに、生理的に受け付けないって理由で断られ続けた俺の気持ちが！」


　と、涙なみだすら浮かべて熊谷が訴うつたえる。


「卑怯だろうが何だろうが俺はやるぞ！　ニーソックスが待ってるんだからな！」


「そうだ、熊谷！　僕が持ってるゲームをみんなやるぞ！　それでどうだ!?」


　手段を買収に切り替かえるけれど、目先のエロにはゲームも勝てない。


　地面に季き代よ実みを置いた直なお樹きは、熊谷と対たい峙じした。相手は吸きゆう血けつ鬼き、こちらは生なま身み。勝負して勝てる相手じゃない。しかも、向こうは直樹を同じ吸血鬼だと思ってるから容よう赦しやはしないだろう。命にかかわる大おお怪け我がをおうかもしれない。


　それでも直樹は怯ひるまなかった。


「高たか村むら！　邪じや魔まするなら容赦しないぞ！」


　牙きばを剝むき出して襲おそい掛かかってくる熊谷。猪ちよ突とつ猛もう進しんといったところだ。


　そして、そこが直樹の狙ねらい目めだった。


　ギリギリまで熊谷を引き寄せてから、直樹は体を逸そらしその突とつ撃げきを避さける。と同時に、右足を熊谷の足に引ひっ掛かけた。なまじスピードがあった分、その反動は大きい。


「うわっ！」


　バランスを崩くずした熊谷は転てん倒とうしごろごろと転がっていく。その先には崖がけが待ち受けていた。


「あ～～～～～～～れ～～～～～～～～！」


　落下していく熊谷の悲鳴が山に木こ霊だまする。まあ、吸血鬼の体だからどうってことないんだろうけど。


「熊谷、安らかに眠ねむってくれ」


　一応手を合わせてから、直樹は季代実へと歩み寄る。相変わらず眠ったままだ。


「川澄、お前のせいで大変なことになってるんだぞ」


　そうぼやいてみるけど、当然ながら返事はない。


「まあいい、とにかくどこかに身を隠かくそう」


　直樹が季代実の体を抱だきかかえようとした瞬しゆん間かんだった。その声は響ひびいた。


「いたぞ！　川澄だ！」


「季代実ちゃんだ！」


「俺がキスするんだ！」


「いいや、僕だ！」


　大量の男子達だった。怒ど濤とうのごとく迫せまっている。さらに……。


「た～～～か～～～む～～～ら～～～、よくもやってくれたな！」


　熊くま谷がいまでもが崖がけから這はい上がってくる。吸きゆう血けつ鬼きの回復力にしたって早すぎる。エロパワーの為なせる業わざだろう。


　絶体絶命のピンチだった。


　直なお樹きがどうあがこうが、誰だれかが季き代よ実みの唇くちびるを奪うばってしまうだろう。そして、季代実はその人物の虜とりことなってしまう。


　強い怒いかりが直樹の胸の中で膨ふくれ上がった。


（お前らみたいなのに、川かわ澄すみは渡わたさないからな！）


　直樹は、自分が吸血鬼になっていないことを悔くやんだ。


（吸血鬼になってたら、僕が川澄にキスするのに！　そうすればこいつらだって大人しく……）


　そこで、直樹は閃ひらめいた。その手があるってことに。


「お前ら、よく見るんだ！」


　そう叫さけぶと、直樹は横たわる季代実に覆おおいかぶさった。


（川澄、お前を守るためなんだ。ちょっとだけ我が慢まんしてくれ！）


　心の中でそう謝罪すると、季代実の唇に自分の唇を押し当てる。


　文句なしの、キスだった。


　保証書つきの、キスだった。


「だあああああああああああああああああああ！！！」


　男達から絶望の声が上がる。


「そんな、季代実ちゃんが、高たか村むらの虜になってしまうなんて……」


「くそ～、もうちょっとだったのに」


　その場に膝ひざをつき嘆なげき悲しむ男達。


　直樹が吸血鬼じゃないなんて知らないから、これで季代実争そう奪だつ戦の決着がついたと誤解してくれたのだ。


（助かったぞ）


　一いつ瞬しゆん安あん堵どする直樹だけど、それは甘かった。


　確かに季代実の唇は守られた。問題は直樹だった。


「せっかくのチャンスだったのに！」


「た～～～か～～～～む～～～ら～～～！」


　怒いかりの矛ほこ先さきが直樹に向けられた。牙きばをガチガチと鳴らし、爪つめの生えた指をわしわしと動かし、直樹に迫せまってくる。


「ま、こうなって当然か」


　諦あきらめたように、直樹は肩かたを落とした。


（このまま、僕はこいつらに襲おそわれるんだな。で、怪け我がをして血が出て人間だってことがバレて、嚙かみつかれるに違ちがいない）


　不思議と抵てい抗こう感はなかった。心の片かた隅すみで、誰だれかが小声で囁ささやいた。


（そうなったら、川かわ澄すみにキスして目覚めさせられるんだから）


　運命を受け入れたように瞳ひとみを閉じる直なお樹き。と、


「そこまでですわ！！！」


　鋭するどい声が響ひびき渡わたる。やって来たのは紅べに華かと綾あや菜な、智とも衣いにエリ子の姿もある。


「川澄さんの病気のことを知って、これ幸いと唇くちびるを奪うばおうとするなんて。恥はじを知って欲しいですわ！　これ以上、馬ば鹿かな真ま似ねをするというのならば、わたくしが相手ですわよ！」


　吸きゆう血けつ鬼きの瞳を見せる紅華に、男子達は背筋を震ふるわせる。


「心配しなくても、もうしないよ」


「高たか村むらに、先を越こされちまったからな」


「さ、学校に帰ろうぜ」


「くそっ、高村の奴やつ！」


　ぞろぞろと男子達が戻もどっていく。


「まったく、困った人達ですわね」


　ふうと息を吐はき出した紅華が、直樹へと顔を向けた。


「まあ、事のあらましは智衣さんからざっと聞きましたわ。高村クン、あなたの不用意な行動のせいですわね」


「すみません」


　しおらしく頭を下げる直樹に、智衣が急せき込み尋たずねる。


「なあ、直樹。高村に先を越されたって言ってたけど、あれってどういうことなんだよ!?　まさかお前、まさかお前」


「考えるまでもありませんわ。川澄さんにキスして見せたのでしょう？」


　紅華が正解を口にした。


「あなたにしてはうまい手で切り抜ぬけましたわね。みんなそれで病気が治ったと思い込んだようですわね。まさか高村クンが人間のままなんて知らないでしょうから」


　笑う紅華だけど、笑えない人達もいた。紅華を除のぞいた三人だ。


「いや、仕方がないのは分かる。分かるけどよ」


「ううう、エリ、ちょっとうらやましいです」


「わたし達が、もっと早く駆かけつけていれば」


「さ、何をぶちぶち言ってますの。これですべて解決したわけではありませんのよ。川澄さんはまだ眠ねむったままなのですから」


　仕切り直すように紅華が声を出す。


「そのことを知られる前に、川澄さんを安全な場所へ。わたくしの家がいいですわね。それから改めて王子様探しをいたしませんとね」


　吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようを治せるのは異性の吸血鬼のキスのみ。直なお樹きがキスをしたところでどうしようもない。残り数日の間に、王子様役を選び出しキスしてもらわなければならないのだ。


　それを考えると、直樹の胸が再びモヤモヤとする。いや、ズキリと痛むと言った方が正しいだろう。


　気がつくと、直樹は口を開いていた。


「頼たのみがある」


　いつにない直樹の深刻な雰ふん囲い気きに、四人が注意を向ける。


「頼み？　何だよ直樹？」


　これが最善なのか分からなかった。ただ、そうしないではいられなかった。


「四人一いつ緒しよでかまわない。僕の……僕の血を……」


「ん～～～～」


　思いがけない場所から、その声が聞こえた。横たわっていた季き代よ実みからだ。


「えっ!?」


　一同が息を飲む中、季代実はむっくりと起き上がる。眠ねむそうに目をしょぼしょぼさせる。


「もしかして私、居眠りしてたのかしら」


　目を擦こすってから、季代実は直樹らに顔を向けた。そして、心底不思議そうに尋たずねる。


「みんな、どうしたの？　幽ゆう霊れいでも見たような顔をして」


「ええええええ！」


　一同のどよめきは、林の木々を揺ゆらすほどだった。
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「まさか、僕のキスがそんなことになってたなんてなあ」


　直樹がしみじみと呟つぶやいたのは、治ち水すい高校の屋上だった。


　あれから数時間が経過し、今はもう放課後の時間だ。騒そう動どうも落ち着き、学校はいつもの様子を取り戻もどしている。


　季代実を追いかけていた生徒達は、午後の授業に参加することなく学校の裏山の草むしりをさせられることになった。裏庭ではなく裏山というところが何と壮そう大だいな草むしりだろう。


「そんなことになってたなんてなあ」


　もう一度しみじみと呟きながら、直樹は思い浮かべる。奇き跡せきの瞬しゆん間かん直後の出来事をだ。








「ええええええ！」


　林の木々を揺ゆらすほどのどよめきの後、智とも衣いが季き代よ実みに駆かけ寄る。


「き、季代実！　お前、本当に目を覚ましたんだよな!?　寝ね相ぞうが強きよう烈れつに悪いってオチじゃないよな!?　寝言を言ってるだけってことないよな!?」


「何を言ってるの？」


　不思議そうに眉まゆをひそめる季代実。どうやら本当に目を覚ましたようだ。


「どうして、川かわ澄すみセンパイが目を……」


　ハッとしたエリ子が直なお樹きの顔を向ける。


「もしかして高たか村むらセンパイ。あの騒そう動どうの中、誰だれかに嚙かまれて吸きゆう血けつ鬼きに!?」


「いや、そんなはずはないぞ。僕は無傷のままだ。誰にも嚙まれちゃいない」


　全力で否定する。


「それじゃ、どうして季代実は目を覚ましたんだ？　異性の吸血鬼のキスでしか目を覚まさないはずじゃねーか。ノートに書かれてたのが間ま違ちがってたのか？」


「吸血鬼の神父が村人のために残したノートですよ。間違ったことなんて書かないと思います」


　エリ子の意見ももっともだった。


「わたしちょっと思ったんですけど、ひょっとして季代実さんは吸血鬼の眠ねむり病びようにはかかっていなかったんじゃないでしょうか？」


　綾あや菜ながおずおずと言うけど、


「ただ眠りこけてたってだけなのか？　そうだとしたら目を覚まさなすぎだぞ！」


「そうです！　あの眠りっぷりは間違いありませんって！」


　答えは出そうになかった。


　智衣とエリ子と綾菜があーだこーだと議論する中、紅べに華かが真しん剣けんな顔つきで思案する。


「もしかしたら、高村クンが特別だったせいかもしれませんわね」


「えっ、僕は特別なんかじゃ。まだまだ普ふ通つうの人間だし」


　戸と惑まどう直樹に、紅華はゆっくりと首を横に振ふる。


「いいえ、高村クンは特別ですわ。だって、一度吸血鬼になったことのある人間ですもの」


「あっ、あの時の」


　綾菜が思い出したように目を大きくする。


　そう、確かに直樹は前に一度吸血鬼になったことがある。父親からもらったどこぞの呪じゆ術じゆつ師が作ったというおまじないの人形の力で、綾菜と入いれ替かわりという形で吸血鬼化したのだ。


「あの体験のせいで、高村クンは吸血鬼の眠り病を治す素質を得たのではありません？　かなりご都合主義だとは思いますけど、他ほかに考えようがありませんわ」


　確かに、ご都合主義だとは思う。だけど他に考えようがないのは本当だった。


「仮にそうだったとしてだ」


　核心的な部分を、智衣が口にする。


「季き代よ実みは、直なお樹きの虜とりこになっちまってるのか？」


　一同が季代実へと目を向ける。


「何、どうかしたの？」


　キョトンとしている季代実。とても直樹の虜になっているようには見えない。


「吸きゆう血けつ鬼きになった経験があるとはいっても、今現在高たか村むらクンは吸血鬼ではない。したがって、川かわ澄すみさんにも妙みような力の影えい響きようはない。そう考えて間ま違ちがいないようですわね」


　紅べに華かはにっこりと微笑ほほえみ、結論を口にした。


「高村クンのキスは、副作用も何もない最高の特効薬ですわ」








「つまり、保健室で僕が人工呼吸をしてたら、川澄は普ふ通つうに目を覚ましてたってことなのか」


　そんなことを考えると、ここ二日ばかしの苦労が非常に馬ば鹿からしいもののように思えてくる。


　ぐったりと脱だつ力りよくするも、落ち込んでても仕方がないから前向きに考えることにした。


（とにかく、川澄が無事に目を覚まして良かったじゃないか。僕もまだ人間のままでいられるし）


　直樹は、季代実が目を覚ます直前の出来事を思い出す。


　紅華達に、自分を嚙かむように言おうとしたことだ。


（僕はあの時、確かに覚かく悟ごを決めてたんだろうな。四人に嚙まれて吸血鬼になることを）


　その目的は一つ、季代実を目覚めさせることだった。


　季代実が、しょーもない男子の虜になるなんて我が慢まんがならない。ずっと世話になってきた友人として、認めるわけにはいかない。


　そう自分で納なつ得とくしてきたけれど、人間を卒業するまでの覚悟をしたことを考えるとそれだけではなさそうだ。


（本当は、誰だれであろうと僕は納得できなかったんじゃないのか？）


　ゴクリと、喉のどを鳴らす。


（ひょっとして、僕は川澄のことを……）


　思考回路が、禁断の扉とびらを開こうとした時だった。後ろからその声はかけられる。


「直樹君」


　振ふり向くと、季代実が立っていた。


「わ！　わ！　か、川澄！」


　考えていたことがことだから、直樹はあたふたと慌あわてた。


「どうしたの？　そんなに慌てて」


「いや、何でもないよ。何でも」


　取り繕つくろうように笑う直樹に、季代実は言った。


「会長から、いろいろと話は聞いたわ。何だか、すごくお世話になっちゃったみたいで。その、ありがとね」


「いや、お礼なんて。いいんだ。それよりも」


　コホンと咳せき払ばらいをすると、直なお樹きは少し言葉をまごつかせながら小声で謝る。


「仕方がなかったとはいえ、悪かったな」


「何が？」


「何がって、ほら。あれだよあれ。眠ねむっている川かわ澄すみに、その……」


　自分のキスのおかげで季き代よ実みは目を覚ますことができた。しかも虜とりこになるなんていう副作用もなしでだ。とてもいいことをしたのだと直樹は分かっている。幸運だっていってもいい。


　だけど、季代実を守るためとはいえ眠っている彼女にキスしたことに、どうしても後ろめたさを感じてしまうのだ。


　直樹が何を謝っているのか悟さとった季代実は、軽く笑った。


「私にキスしたことね。謝る必要なんてないわ。もしそのタイミングで直樹君が何もしてくれなかったら、今いま頃ごろ私、熊くま谷がい君達の内の誰だれかの虜になってるわ。恥はずかしいコスプレ衣い装しようなんて着せられてるかもしれないわね」


　かもしれないではなく、確実にそうなっていただろう。


「第一に、直樹君のキスのおかげで、私はこうやって目を覚ますことができたんだから。感謝こそすれ怒おこったりなんかしないわよ」


「そっか、そう言ってくれるとありがたいよ」


　直樹はホッと胸を撫なで下ろす。


「ところで直樹君。私、ざっとした状じよう況きようは聞いたのだけど、まだよく分からないことがあるのよ」


　不可解そうな顔で、季代実が質問する。


「私の病気のことがみんなに広まったのは、直樹君がサッカー部の相あい場ば先せん輩ぱいに話しちゃったからって聞いたんだけど。どうしてそんなことしたの？　そもそも、直樹君と相場先輩って知り合いでも何でもなかったでしょ？」


「ああ、そのことか」


　直樹は渋しぶい笑えみを浮かべる。


「それは、相場先輩に頼たのんだからだよ。川澄にキスしてくれないかって。重要性を伝えるには、病気のことだって話さなきゃならないだろ？」


「私にキスするように頼んだ？」


　季代実が怒ったように直樹を見る。


「ちょっと、直樹君。どうしてそんなこと頼むのよ」


「どうしてって、決まってるじゃないかよ」


　そっぽを向くと、直なお樹きは呟つぶやく。


「だって、川かわ澄すみの好きな相手だから」


「え？」


　キョトンとする季き代よ実みに向き直り、直樹は熱っぽく言った。


「だけど、あの男は駄だ目めだぞ。サッカーで僕に負けた腹いせにって、川澄の病気のことを言いふらしたんだからな。川澄が誰だれを好きになろうと別にかまわないけど、あの男だけは駄目だ。駄目ったら駄目だ」


　頑がん固こ親おや父じのように連呼する直樹に、季代実がきっぱりと言う。


「それ直樹君の勘かん違ちがいだから」


「へっ？」


「直樹君の勘違いなの。私は相あい場ば先せん輩ぱいのこと特別好きでも何でもないわ」


　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、直樹はいやいやいやと首を振ふる。


「知ってるんだぞ。サッカー部の練習試合の応おう援えんに行ってたとか、試合後に相場先輩と楽しそうに話してたとか。それに、ノートに相場先輩の写真が挟はさんであったじゃないか」


「私の机まで調べたのね」


　呆あきれたように息を吐はき出してから、季代実は説明を始めた。


「私、今演劇の台本に挑ちよう戦せんしてるの。部活をテーマにした台本よ。で、その取材のためにいろいろな部活を回ってたの。サッカー部の練習試合を見学に行ったのもそのためよ。別に応援に行ったわけじゃないわ。試合後だって、相場先輩が話しかけてきたから普ふ通つうに答えただけ。少なくとも楽しくはなかったわね」


　その証言をしたのは、一方的に嫉しつ妬との炎ほのおを燃やしていた女子達だ。彼女達の目には楽しそうに見えてしまったのかもしれない。


（確かにあのノートには台本らしきものが書かれてたけど、わざわざ写真を持ってる理由にはならないんじゃないか!?）


　そんな疑問を覚えるけれど、その答えも季代実の口から語られる。


「演劇部の後輩で、相場先輩の大ファンがいるのよ。ぜひモデルにって押しつけられたから預かっただけ。平ひら井いさんよ。彼女に聞いてみて」


　ここで季代実が噓うそを言う理由もない。どうやら本当に直樹の勘違いだったようだ。


「そうだったのか」


　校庭でサッカーの試合までしたのは、すべて徒労だったようだ。


　追おい討うちをかけるような脱だつ力りよく感に見舞まわれると思いきや、直樹の心は何な故ぜか晴れやかになる。


「何だ、そーだったのか。僕はてっきり、川澄もああいったハンサムボーイが好みなんだと思って。そーだったのか」


　明るく笑う。


「ま、とにかく良かったよ。副作用なしで川かわ澄すみの病気が治って。本当に良かった」


　満面の笑えみの直なお樹きに、季き代よ実みが囁ささやくように尋たずねる。


「本当に、副作用がなかったって思ってる？」


「え？」


「そんな素そ振ぶりを見せてないだけで、本当は私が直樹君の虜とりこになってる可能性だってあるんじゃないの？」


　潤うるんだ瞳ひとみ、上気した頰ほお。そんな乙おと女めのリーサルウエポンを抱かかえ、季代実がゆっくりと直樹に歩み寄ってくる。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ川澄。ほ、本当なのか？　本当に副作用が出ちゃってるのか？」


　あたふたと慌あわてふためく直樹の姿に、季代実はプッと吹ふき出した。


「冗じよう談だんよ。心配いらないわ。おかしな副作用なんてないから」


「な、何だよ。驚おどろかすなよ。冗談にしたって質たちが悪いぞ」


　直樹が唇くちびるを尖とがらせた時だった。屋上にやって来た綾あや菜なが直樹に向かって声を出す。


「高たか村むらさん大変です！　草むしりから戻もどってきた男子の方達が高村さんを探してます！　みなさん怒おこってるようです！」


「えええ！　ちゃんと会長が説明してくれたんじゃないんですか？」


　吸きゆう血けつ鬼きがキスをしたら眠ねむりから目覚め虜になる。そんな噂うわさが広まってしまったのだ。目覚めた季代実がいつもどおりだったら、直樹が不ふ審しんに思われてしまうだろう。


　さらに、直樹が季代実を虜にしたと信じ込んだ男子達が直樹に怒いかりをぶつけやしないかという心配だってある。


　そう判断した紅べに華かは、実は季代実は吸血鬼の眠り病でも何でもなく、ただ普ふ通つうに寝ね不ぶ足そくで深い眠りについていただけだと説明したのだった。


「川澄は僕の虜になんかなってないって分かってて、どうして？」


「関係ないのに季代実さんにキスをしたってことで、怒ってるようなんです。中には間接キッス目的で高村さんの唇くちびるを狙ねらってる人物もいるって噂も……」


　恐おそろしい話だった。直樹の顔が蒼そう白はくになる。


「とにかく、今は生徒会室に避ひ難なんしてください！」


「は、はい！　分かりました！」


　怒りをぶつけられるのも、唇を奪うばわれるのもまっぴら御ご免めんだった。慌あわてた様子で返事をすると、直樹は季代実に顔を向ける。


「それじゃな、川澄。本当に目を覚ましてくれて良かったよ」


「高村さん、早く！」


「はい！」


　綾あや菜なを追い屋上を後にする直なお樹き。


　季き代よ実みはそっと胸に手を当てる。目を細め、軽く微笑ほほえんだ。


「この気持ちは、副作用なんかじゃないわよね」


　演技ではなく、頰ほおが少しだけ上気する。


「だって、ずっと前からだから」


　誰だれにも聞こえないぐらいの小さな小さな声で、季代実は囁ささやいたのだった。
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　校庭では、いつもどおりに陸上部が練習をしていた。


　ジャージ姿の智とも衣いももちろんそれに加わっているのだけど、何な故ぜか身が入らない様子だった。


　どうにも晴れない気分のせいだろう。


（まあ、めでたしめでたしだってのは分かってるよ。季代実は無事に目を覚ましたし、副作用もなかったし。だけど……）


　本音が智衣の口から漏もれる。


「季代実の奴やつ、うらやましいぜ」


　仕方がなかったとはいえ、季代実に直樹がキスしたことに納なつ得とくがいっていないのだ。


　もちろんそれがなかったら季代実が困った連中の虜とりこになってしまっていたこと、そのキスがあったからこそ副作用なしに目覚められたこと。それらは重々承知している。


　だけど、だからってモヤモヤなしに納得できるほど乙おと女め心は単純じゃない。


（いや、あれは治ち療りようなんだ。キスとは違ちがうんだ。紅べに華かの言ってたとおり直樹のキスは最高の特効薬なんだから）


　自分に言い聞かせるように繰くり返す智衣は、ふと気づく。


（待てよ。直樹のキスが副作用なしの特効薬だとしたら、今後吸血鬼の眠ねむり病びようにかかる女子が出たらまず間違いなく治療は直樹担当になるってことだよな）


　智衣の口元に笑みが浮かぶ。文字にするなら、『にへら～』って感じの笑みだ。


　何かを企たくらんだ時なんかによく見られる類たぐいの笑みだった。


「そーだよ、その手があったじゃねーか。うんうん、やっぱり季代実だけってのは不公平だもんな」








　所変わって一年の教室。


「そうです！　その手がありました！　川かわ澄すみセンパイだけってのは不公平すぎます！」


　そう言うエリ子も、智衣と同じような笑みをその顔に貼はり付けている。


　しつこいようだけど、何かを企たくらんだ時なんかによく見られる類たぐいの笑えみだった。


　二人の口にしている『その手』ってのがどんな手なのか？　それが明らかになるのは翌日の朝のことだった。
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「ふわああ」


　大きな欠伸あくびをしながら、いつもと同じように登校する直なお樹き。と、ギラギラとした視線に気づく。見ると、下げ駄た箱の陰かげからこちらを睨にらみつける男子生徒の姿があった。


　季き代よ実みの唇くちびるを奪うばったことを、一部の男子が根に持っているのだ。その件で直樹にちょっかいを出したら厳げん罰ばつだと紅べに華かが強く言ってあるからいいものの、そうでなかったら直樹は囲まれていただろう。


　中には間接キッスを求めて直樹の唇を狙ねらっている輩やからもいるとのことだ。


　想像しただけでもおぞましくて、直樹ばブルルッて背筋を震ふるわせる。


（ほとぼりが冷めるまで注意しなくちゃな）


　逃にげるように直樹が早足で廊ろう下かを歩いていた時だった。


「あ、高たか村むらさん！」


　いつになく慌あわてた様子で、綾あや菜なが直樹に駆かけ寄ってくる。


「沢さわ田だセンパイ、おはようございます。どうかしたんですか？」


「それが……」


　訳を話そうとした綾菜だけど、他ほかの生徒が気になるようだ。


「と、とにかく一いつ緒しよに来てください」


　直樹が連れてこられたのは保健室だった。ドアを閉め大きく深呼吸した綾菜は、真しん剣けんな顔を直樹へと向けた。


「大変なんです。どうやら、吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようにかかってしまったみたいなんです！」


「えっ、また川かわ澄すみが？」


「いいえ、季代実さんじゃありません」


　綾菜は保健室の奥へ行くと、カーテンを開いた。二つのベッドに横になっているのは智とも衣いとエリ子の二人だった。


「朝、わたしが登校すると玄げん関かんで智衣さんに会ったんです。少し話していたら智衣さんが急に眠くなったと言って。その場で倒たおれて眠ってしまったんです。わたしは慌てて保健室に運んだんですが」


　泣きそうな顔で綾菜が続ける。


「どうしたらいいか分からなくて、もし会長が登校していたら相談しようと保健室を出たらそこで鳩はと羽ばさんと会ったんです。彼女もやっぱり急に眠ねむいと言い出して……」


　その結果が、二人仲良くベッドに横たわっている状じよう況きようらしい。


「本当に吸きゆう血けつ鬼きの眠り病なんですか？　ただの居眠りってことは？」


「そんなはずありません！」


　綾あや菜なが強く主張する。


「わたし、確かく認にんするために何度も声をかけました。くすぐってみたりもしたんです。それなのに目を覚まさなくって」


　涙なみだ目めになりながら、綾菜は直なお樹きにすがる。


「会長はまだ学校に来てないみたいだし、どうしていいか分からなくて。でも、高たか村むらさんが来てくれて助かりました。お願いです！　二人を治ち療りようしてください！」


「治療って、それってつまり……僕が二人に」


「はい！　それしかありません！」


　懇こん願がんするように直樹を見つめる。


「わたしだって、本当はして欲しくありません。だけど他ほかに方法がないんです。副作用も何もない高村さんのキスだけが頼たよりなんです！」


　いきなりのことで直樹としても動どう揺ようを隠かくせない。だって、智とも衣いとエリ子にキスするってことなのだ。


　それでも、二人を目覚めさせる方法が他ほかにないならば覚かく悟ごを決めるしかないだろう。


　直樹はベッドの二人へ歩み寄った。


「これは治療なんだ。治療なんだからな」


　何度もそう繰くり返すけど、胸のドキドキは止まらない。


（こうやって見ると、智衣とエリ子ちゃんも可か愛わいいんだよな）


　果たしてこの治療を完かん遂すいできるのか？　直樹が自分の心臓の耐たい久きゆう力りよくに不安を覚えた直後だ。


　慌あわてた様子で紅べに華かが保健室に飛び込んでくる。


「綾菜さん！　生徒会室の置おき手て紙がみを見ましたわ！　また吸血鬼の眠り病って本当ですの!?」


　ベッドを見た紅華が、驚おどろいた様子で目を大きくする。


「えっ？　智衣さんとエリ子ちゃんの二人なの？」


「はい、そうなんです。もしかしたら、あの病気は伝染するんじゃ？」


「そんなはずはありませんけど……」


　紅華はベッドに歩み寄り智衣とエリ子を詳くわしく観察する。おやっとばかしに眉まゆ根ねをひそめる。


「二人は、眠る前に何か言ってたりしました？」


「えっと」


　綾菜が記き憶おくを散策する。


「確か、これは吸血鬼の眠り病に違ちがいないから、高村さんに治療を頼たのんで欲しいみたいなことをしきりに繰くり返していたような」


「なるほどね。そういうことでしたの」


　すべて了りよう解かいしたとばかしに紅べに華かが頷うなずく。その顔に笑えみが浮かんだ。


　昨日の智とも衣いとエリ子が浮かべた、『にへら～』という笑みとは違ちがうけれど、何か面おも白しろいことを思いついたような笑みだった。


「高たか村むらクン、治ち療りようの必要はありませんわ」


「え!?　だけど」


「いいから、ここはわたくしに任せるように。いいですわね」


　それだけ言い残すと、紅華は保健室を出ていく。


　しばらくして、校内放送のチャイムが鳴った。


『おはようございます。神楽かぐら紅華ですわ。実は、二年の利と根ね崎ざき智衣さんと一年の鳩はと羽ばエリ子ちゃんが、吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようという病気にかかってしまいました。これは吸血鬼のキスでしか目覚めることができない特とく殊しゆな病気ですわ。二人の王子様になりたい方は、すぐに保健室へ向かってください』


　次の瞬しゆん間かん、ドドドドドドという足音が廊ろう下かから聞こえてくる。保健室のドアが蹴け破られ、大量の生徒達が飛び込んできた。


「エリ子ちゃんを目覚めさせるのは僕だ！」


「いいや、この僕だ！」


「何を言う！　この私に決まっているだろう！」


　妹キャラが大好きって男子達だった。


「鳩羽！　先生が目覚めさせてやるからな！」


　なんて叫さけぶ教師も混じっている。


「利根崎先せん輩ぱいの王子様は私です！」


「智衣先輩には私がキスするの！　あんたらなんか引っ込んでなさいよ！」


「お姉様の唇くちびるは私のものよ！」


　智衣を慕したう女子生徒達だった。


「きゃあ！」


「うひゃああ！」


　悲鳴を上げてベッドから飛び上がったのは智衣とエリ子だ。


「冗じよう談だんじゃねーよ！」


「冗談じゃありません！」


　そのまま保健室の窓から逃とう亡ぼうする。


「あ、待つんだ！　エリ子ちゃん！」


「お姉様！　待って！」


　二人とも目を覚ましてるのに、関係なしに追いかけていく集団。


　まるで嵐あらしが去ったような静けさが保健室に訪おとずれる。


「どうなってるんでしょうか？」


　綾あや菜なの問いにも、直なお樹きは困ったように首をひねることしかできない。


　戻もどってきた紅べに華かが、目を細め言う。


「仮け病びようのお二人へのささやかな罰ばつですわ」


「えっ、仮病だったんですか!?」


　綾菜が驚おどろいたように声を上げる。


「ええ、一目で分かりましたわよ。まったく、下らないことを考えたものですわね」


　フフフと笑ってから、紅華は呟つぶやいた。


「でもまあ、こんな仮病まで使うぐらいですから、お二人とも病気といえば病気なのですわね。お医者様でも草くさ津つの湯でも治せないような」


　紅華が直樹を横目で見る。


「高たか村むらクン、あなたも罪作りな方ですわね」


　もちろんその言葉の意味なんて、鈍どん感かん街かい道どうを爆ばく走そうする直樹には百万分の一だって理解できなかったのだった。
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　治ち水すい牧場の朝は早い。


　もう朝の六時ともなれば、牧場主の山やま田ださんをはじめとするスタッフの皆みなさんが精力的に働いている。


　寝ねぼけ眼まなこの牛達にたっぷりとした朝食を取らせた後、朝の搾さく乳にゆうへと突とつ入にゆうする。


「さあ、今日もたっぷり出しておくれよ」


　優やさしく牛の背中を撫なでてから、ミルカーと呼ばれる自動乳ちち搾しぼり機きを牛の乳にゆう房ぼうに装着。


　山田さんはいつもと同じようにスイッチをＯＮにした。


　ミルカーの稼か動どう音が響ひびく。続いて大量の牛乳が搾しぼり出される……はずだった。


「おや？」


　不可解そうに山田さんが首を傾かしげる。牛乳がちっとも搾れていないのだ。


　装置の不具合かとチェックするも、どうやらそういうことではなさそうだ。


「まあ、たまには調子の悪い日だってあるだろう」


　山田さんはさほど気にしない様子でそう呟つぶやくと、ミルカーを外し次の牛へと移行する。その牛は、牛乳の出が良いことでは定評のある花はな子こだった。


「お前なら大だい丈じよう夫ぶだろう。六十年間、牛乳生産量では無敗のクイーンなんだから」


　誇ほこらしげに言いながら、花子に装着したミルカーのスイッチをＯＮにする。


　結果は、一頭目と同じだった。装置は間ま違ちがいなく正常に作動している。にもかかわらず、牛乳は出てこない。


「おかしいぞ」


　さすがに山田さんの表情も強こわ張ばる。


　かれこれ六十年近くこの牧場で牛達の世話をしているが、花子の牛乳の出が悪くなったことなど一度としてなかったのだ。


　この村にとっては、この牛達が出す牛乳こそが生命線だ。吸きゆう血けつ鬼きである村の住人は、この白い液体でしか栄養補給ができないのだから。


　山田さんの胸にドス黒い不安のようなものが膨ふくれ上がる。


「だ、大丈夫さ。まだ牛は五十頭近くいるんだ。一頭二頭調子が悪くたって問題ないさ」


　不安を拭ぬぐい去ろうと無理矢理に笑うと、山田さんは次の牛へとミルカーを着け替かえる。


　山田さんの顔が絶望のそれへと変わるのに、さほど時間はかからなかった。
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　相変わらずの曇くもり空ぞらの下、直なお樹きは自宅の裏庭にいた。椅い子すに座り首から下には散さん髪ぱつ用のビニールケープを着用している。


　何をされているのかといえば、答えは散髪以外の何ものでもなかった。後ろに立った季き代よ実みが、髪かみ切きりバサミを動かしている。チョキチョキという小気味のいい音が響ひびいていた。


「いや～～～、いつも悪いなあ」


　取って付けたような口調で、直樹がお礼を言う。


「せっかくのゴールデンウィークだってのに、こんな面めん倒どうなことさせちゃって」


「別にいいわ。いつものことだもの」


　襟えり足あしの部分を切りそろえながら、季代実が答える。それから、少しだけからかうように言った。


「それに、直樹君は私を眠ねむり病びようから目覚めさせてくれた恩人だもの。これぐらいのことしなくちゃバチが当たっちゃうわ」


　直樹は居い心地ごこちが悪そうに身をよじる。季代実にキスしたことを思い出しどうにも照れ臭くさくなってしまったのだ。


　あの騒そう動どうからすでに一週間が経過している。紅べに華かがキツく言っておいたとはいえ、季代実の唇くちびるを奪うばった直樹への敵意の眼まな差ざしはなかなか消えるものじゃなかった。


　休み時間の呼び出しや放課後の待まち伏ぶせなんかもあった。間接キッスを狙ねらって直樹の唇を求めてくる連中だっていた。


（良かった。無事にＧＷを迎むかえられて）


　しみじみと直樹は心の中で呟つぶやく。さすがに連休明けにはほとぼりも冷めていつもの学園生活に戻もどることだろう。


　それにしてもと、直樹は口を開いた。


「川かわ澄すみ、僕は知らなかったよ。お前って結構モテモテだったんだなあ」


「そう？　別に興味ないけど」


　さっぱりした口調で季代実がそう答える。本当に興味がないようだ。


「それよりも、直樹君の方がモテモテじゃないの？　最近放課後になると運動部の人達が、直樹君に会おうとたくさん押しかけてきてるじゃない」


「ああ、あれね」


　直樹は苦笑する。


　相あい場ばとのサッカー対決にて意外なスポーツの才能を披ひ露ろうしてしまったせいで、あっちこっちの運動部から入部の誘さそいが来るようになってしまったのだ。


　放課後ともなれば運動部の勧かん誘ゆうが直なお樹きを追いかけるという光景が続いている。こちらもＧＷ明けには収まっていることを願うしかない。


「そうそう運動部になんか入れないよ。うっかり怪け我がでもしたらその場で正体がバレるに決まってる。皆みなと違ちがってこっちは怪我してもすぐには治らない体なんだからな」


「それもそうね。直樹君は演劇部の手伝いぐらいで丁ちよう度どいいかもしれないわね」


「そっちだって、好きでやってるわけじゃないんだけどな」


　苦笑いを浮かべてから、直樹は思い出したように口を開いた。


「そうそう、演劇部で思い出したんだけどさ。僕、川かわ澄すみの好きな人は誰だれなのか調べようと、最初に演劇部の連中に聞いたんだよ。そしたら、多分あの人じゃないかってヒントだけ教えられたんだ。結局、その後は相あい場ば先せん輩ぱいとの一件でうやむやになっちまったんだけど」


　直樹はゴクリと喉のどを鳴らすと、努めてさりげなく尋たずねる。


「あれって、一体誰のことなんだろーな？」


「どんなヒントを言ってたの？」


「えっとだな」


　記き憶おくの海で手て探さぐり漁りようをする必要もなかった。わりと鮮せん明めいに記憶に残っていた。


「川澄がいつも気にかけてて、一番近くにいる男子で、一ヶ月に一度はその人の家に遊びに行ってるって」


「それで、直樹君は誰なのか分からなかったの？」


「ああ、分からなかったんだ。情けないよな。川澄とはわりと一いつ緒しよにいるはずだから気づいたっていいのに」


　真しん剣けんに嘆なげく直樹に、季き代よ実みはやれやれと息を吐はき出す。


「ねえ、直樹君。こうやって私が髪かみの毛けを切るのってどれぐらいの頻ひん度どかしら？」


「そーだな。大体一ひと月つきに一度ぐらいか」


「私、そのたびにここに来てるわよね」


「ああ、散さん髪ぱつしてるとこなんか人に見られたら大変だし、となると僕の家が一番安全かなって」


　そこで、直樹はあっと声を上げる。


「そうか、そういうことなのか！　演劇部の連中は、僕のことを言ってたんだな!?」


　あの時、演劇部の女の子達が浮かべていた妙みような種類のニヤニヤ笑いの意味がやっと理解できた瞬しゆん間かんだった。


「気にかけてるのも近くにいるのも僕の血を守るため。一ヶ月に一度家に来てるのは遊びにじゃなくて散髪なんだ。それを知らないから妙な勘かん違いなんかしやがって」


　それでも、悪い気はしないから不思議だ。


「いや～～～、まいったもんだ」


　ヘラヘラと笑う直樹の後ろで、季代実が小さく呟つぶやく。


「それだけじゃないんだけどね」


「え？」


「何でもないわ。さ、動かないで。最後の仕上げなんだから」


　直なお樹きの両こめかみを押さえ固定してから、季き代よ実みはもみあげにハサミを入れた。チョキンチョキンと二度音を響ひびかせてから、満足気に息を吐はき出す。


「うん、これで完かん璧ぺきだわ」


　直樹はビニールケープの中で持っていた手鏡を持ち上げた。顔を映す。どちらかといえば少し長めの無造作なボサボサヘアー。いつもの直樹の髪かみ型がただ。


　左右に首を動かし確かく認にんする。問題はまったくない。


「そう、これだよこれ。サンキュー」


　直樹がお礼を飛ばした直後だった。裏庭に面しているガラス戸が開き、相変わらずヨレヨレの作さ務む衣えを着た直なお太た郎ろうが顔を出す。


「やあやあ、ご苦労だね。一息入れたらどうだい？」


「あ、もう終わったとこなんだ」


　ビニールケープを外し、細かい毛を払はらう直樹に、直太郎がニヤニヤして言った。


「しかし直樹、お前って奴やつは何て幸せ者なんだ。川かわ澄すみさんのような美人の女の子が髪の毛を切りに来てくれるんだからな。しかも無料でだ。普ふ通つう、こんなことありえないぞ」


「いいんです。私がお願いしてやらせてもらってるんですから」


　季代実が、演技力全開の笑え顔がおを向ける。


「練習ができて、私すごく助かってるんです」


　さすがに同級生の女の子が髪の毛を切りに来てくれるなんてシチュエーションは不自然だから、季代実は実は美容師志望で練習のために直樹の髪の毛を切っているということにしているのだ。


「しかし直樹。どうせならもっと別の髪型を注文したらどうなんだ？　いつも代かわり映ばえのしない髪型じゃないか。川澄さんだっていろいろな髪型に挑ちよう戦せんしたいだろうし」


「いいんだよこれで」


　ぶっきらぼうに直樹が答える。正確に言えば、これじゃなきゃ駄だ目めなのだ。


「それよりも父さん。しつこいようだけどこのことはこれだからな」


　直樹が唇くちびるの前で人差し指を立てて見せた。


「知られたら、学校でからかわれて大変なんだから」


「大だい丈じよう夫ぶだ。父さんを信じなさい。直樹一人が恥はずかしいだけなら別にかまわないが、川澄さんにも迷めい惑わくが及およんでしまうんだ。死んだって口になんかするものか」


　芝しば居いがかった口調で直太郎が断言する。


　直樹が恥ずかしい思いをするのはかまわないって部分はどうにも納なつ得とくがいかないけれど、とりあえず秘密にはしてくれそうだ。


「さあさあ、川かわ澄すみさん。家の中へどうぞ。何もないけどどうぞゆっくりしていってくださいな」


　猫ねこ撫なで声ごえを出してから、直なお太た郎ろうは直なお樹きに顔を向ける。


「直樹、冷蔵庫に牛乳があるから出すように。戸と棚だなのお菓か子しもな。父さんはちょっと出かけるから、川澄さんをちゃんとおもてなしするんだぞ」


「分かってるよ」


　うんざりといった様子で直樹は答える。季き代よ実みが来るたびに直太郎はこの調子なのだ。


「で、どこに行くの？」


「ちょっと山やま田ださんの所までな」


　この村には、山田という苗みよう字じは一人しかいない。治ち水すい牧場で牧場主をしている山田さんだ。


「えっ、牧場まで行くの？」


　少し驚おどろいたように言う。治水牧場は村の外れの山中に位置している。ここからだと徒歩とバスとでそれなりに距きよ離りがある。散歩のついでに寄れるような場所じゃなかった。


「ビデオを借りてたんだよ。言っておくがエロいのじゃないからな。健全なＳＦ映画だ」


　季代実に誤解されたら困るとばかしに強く言う。


「もう随ずい分ぶんと長い間借りていたし、次のも借りたいしな。それに、今構想している新作ＳＦの舞ぶ台たいが牧場なんだ。その取材も兼かねてるんだ」


　牧場とＳＦなんて、まるで関係ないじゃないかと思う直樹だったけど、すぐにそれが間ま違ちがいだと気づく。


　牛といえば、ＵＦＯにトラクタービームで吸い込まれるものとしてあまりにも有名だ。アメリカでは、周りに民家のない郊こう外がいの牧場の人間ほど、宇宙人にさらわれる確率が高いという統計だって出ていると昔どこかで読んだことがある。


　ものすごく久しぶりに父親の仕事に興味を覚え、直樹は好こう奇き心しんをぶつけてみる。


「それって、どんな話なのさ？」


「世界に通用するようなＳＦなんだぞ。とある牧場に宇宙からＵＦＯが飛来するんだ。そして、牛をさらってしまおうとトラクタービームを照射する。だけどたまたまそこに車のトラクターが置かれていて、間違ってトラクターを持ち上げてしまうんだ。トラクタービームでトラクターをゲット。でもって大だい爆ばく笑しようする宇宙人達」


　ろくな話じゃなかった。


「他ほかにも、昔虎とらを食べたことがあるビームさんという人がさらわれるという話も考えたぞ。トラクタービームで虎食ったビームさんが……」


　本当にろくな話じゃなかった。まずまともな編集者なら拡かく声せい器きで絶ぜつ叫きようするだろう。


『ボツ！！！』　って。


　親切な編集者なら、迷わず転職をすすめるはずだ。


　完全無欠に直なお樹きが呆あきれている時だった。家の電話がけたたましく鳴り出す。


「はいはいはいっと」


　電話に出るため、直なお太た郎ろうが家の奥に引っ込んでいく。


「ねえ、直樹君のお父さんって、前に自分で本格ＳＦ小説を書いてるって言ってたけど」


　おずおずと季き代よ実みが言う。


「もしかして、路線が違ちがうんじゃないかしら？」


「もしかしなくても路線が違うんだよ。いや、根本的に作家って時点で大きく路線から外れてるのかもしれん」


　ため息交じりに直樹が答える。


（今からでも転職させた方がいいかもしれないぞ。カレー屋か秘境の部族専門の通訳に）


　半ば真しん剣けんにそんなことを考えていた時だった。家の奥から直太郎が顔を出す。


　作さ務む衣え姿ではなかった。ヨレヨレという点は同じだけれども一応背広を着ていた。髪かみの毛けだって整せい髪はつ料をベッタリとつけ七しち三さんに分けている。小こ脇わきに抱かかえているのは年季の入った旅行鞄かばんだ。


　この格好が何を意味するのか、直樹にはすぐに分かった。


「父さん、出版社からの電話だったんだね。カンヅメになりに東京に来いって。あれだけ僕がハッパをかけてたのに、また締しめ切きりを破ったんだな」


　直樹の言葉に、心外とばかしに直太郎が眉み間けんにシワを寄せる。


「馬ば鹿かを言うな。今回は締め切りをちゃんと守ったさ。ただ、原げん稿こうが全ボツになってしまいもう一度書き直すハメになっただけだ」


　どうだと胸を張るけれど、ちっともエバれない内容だ。


「そういうわけだから、留守を頼たのんだぞ。あ、机の上にあるビデオ。連休が終わるまでにできたら牧場に返しに行ってくれ。山やま田ださんによろしくな。川かわ澄すみさん、ゆっくりしていくんだよ。何だったら、泊とまっていってくれたってかまわないんだ」


　直樹に向かって親指を持ち上げて見せる。


「しっかりやるんだぞ！　息子むすこよ！」


　それだけ言うと、直太郎は東京へ向かって旅立っていった。


「何が、しっかりやるんだぞ、だよ」


　やれやれと、直樹は特大のため息を吐はき出した。


「悪い、川澄。父さんが妙みようなこと言って」


「気にしなくていいわ。楽しかったから」


　クスリと笑ってから、季代実が直樹へと顔を向ける。


「それより直樹君。私からちょっと提案があるんだけど」


「提案？」


「そう、せっかくのＧＷなんだし、少しいつもと違うことをしてもいいと思ってるの。だから」


　季き代よ実みの言葉を、直なお樹きは最大限に心臓をドキドキさせながら聞いていた。


（も、もしかして今晩泊とまりたいなんて言うんじゃないだろうな？　だとしたらどうしよう!?）


　ゴクリと喉のどを鳴らす。


（父さん、僕はしっかりできるんでしょうか？）


　旅立った父親へ、何な故ぜか敬語でそう問いかけた。
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　一台のバスが、治ち水すい村の外れの山中で停車する。錆さびたバス停の看板には、『治水牧場前』と書かれていた。


　バスから降りたのは直樹と季代実だった。走り去るバスを見送ってから、少し先に見える牧場入り口へと顔を向ける。


「なるほどね、提案ってのはこういうことだったんだな」


　どこか残念そうに呟つぶやくのは直樹だった。


「僕はてっきり……」


「てっきり何なの？」


　真顔で覗のぞき込まれるようにそう尋たずねられる。もちろん本当のことなんか言えない。


「い、いやあ、別に。多分牧場に遊びに行くってことだと思ってたよ」


　頭の後ろに手を回すと、わざとらしく笑ってみせた。


「丁ちよう度ど直樹君のお父さんに頼たのまれた用事もあるし。たまには牧場でのんびり過ごすのも悪くないでしょ？　搾しぼりたての牛乳をご馳ち走そうしてもらえるかもしれないしね」


　そう言うと、季代実が牧場へ向かって歩き出す。


（確かに川かわ澄すみの言うとおりか。ずっと家でゴロゴロしてるよりはよっぽど健康的かもしれないぞ。それに、もし『てっきり』の方だったとしてもそれはそれでえらいことだろうな。僕が平常心で過ごせるとは思えないし、一人で興奮して鼻血なんかを出した日にゃあ川澄の本能だって刺し激げきされて）


　想像しただけでも背筋がゾクゾクッてした。


（それを考えると、牧場でデートってのも決して悪い話じゃ……）


　そこで、直樹はハッとする。


「いやいや、デートだなんて僕は何を言ってるんだよ。僕と川澄はそんな関係じゃなくって」


　一週間前のキスの後こう遺い症しようは思ったより根深いようだ。どうにも季代実を意識してしまうから困ったものだ。


「直樹君、何してるの？」


　呼ばれた直樹は、慌あわてて季代実のもとへと向かう。連れ立って歩き始めた。


「そういえば、直なお樹き君は少し前にもここに来てるのよね。想像吸きゆう血けつ鬼きだった時に」


「それはもう忘れてくれよ」


　直樹が世にも渋しぶい顔をする。


　うっかり自分が吸血鬼になっていると思い込んだ直樹が、東京から来た友達を連れて牧場に来たのは二ヶ月程ほど前のことだ。


　もっとも、あの時はすぐにマレットゴルフに行くことになり牧場にはほんのわずかしか滞たい在ざいしなかったのだけど。


「あら？」


　不意に季き代よ実みが足を止める。目の前に広がる意外な光景に目をしばたかせた。


「えらく閑かん散さんとしてるな」


　直樹がポツリ呟つぶやく。


　いつもなら五十頭あまりの牛達が思い思いに草を食はんでいるはずなのに、何な故ぜか牛の姿がないのだ。


「牛舎に戻もどす時間じゃないよな」


「そうよ。今は放牧の時間のはずだわ」


　直樹の牛乳嫌ぎらい克こく服ふくのためにここで手伝いをしていたことのある二人だから、大体のスケジュールも覚えていた。


「まさか、ＵＦＯがやって来てトラクタービームで牛をアダプテーションしたのでは？」


　ＳＦ小説家の息子むすこらしくそんなことを考えた直樹。


　もしそれが本当だったとして、困るのは宇宙人の方だろう。


　血液の代用品となる牛乳を出すよう呪いをかけられた牛達だ。当然普ふ通つうの牛じゃない。夜中ともなれば牛舎の天てん井じようから逆さまにぶら下がって眠ねむり、飛ひ膜まくのような翼つばさを広げ近づく人間を襲おそうのだ。


　グレイ型宇宙人が吸血牛に襲われる様を想像し、直樹は心の底から同情した。


「馬ば鹿かなこと言ってないで、牛舎の方に行ってみましょ。私達が手伝った時と変わっただけなのかもしれないし」


　牛舎に向かって歩いていく季代実に、直樹も同行する。放牧場から少し離はなれた場所に大きな建物があった。夜、牛達が眠る牛舎だ。牛特有の酸すっぱい匂においが漂ただよってくる。


　大きく開かれた入り口から中を覗のぞくと、牛達はいた。どうやら宇宙人にさらわれたわけではなさそうだ。


　ただ、いつになく元気がない様子でワラの敷しかれた床ゆかに横たわっている。そんな牛達を見ながら、深刻そうに会話する牧場の従業員達の姿があった。山やま田ださんはいないようだ。


「ああ、一体どうすればいいんですか!?」


　若い従業員が泣きそうな声を上げる。


「ええい、さっきからうるさい！　わめいたってどうにもならないだろう！」


　苛いら立だちを隠かくせず、年配の従業員が怒ど鳴なった。


「とにかく、このことは絶対の秘密だ。村の住人には絶対に知られてはならない」


　恐おそろしさすら感じさせる真しん剣けんな顔で、従業員はその言葉を口にした。


「牛が、牛乳を出さなくなったなんて」


「えええ！」


　声を上げてしまったのは直なお樹きだ。慌あわてて季き代よ実みが口を塞ふさぐけどもう遅おそい。従業員達がこっちに目を向ける。血走った異様な瞳ひとみを。


　押さえていた手が外された直樹が、あたふたと言い訳をした。


「ぬ、盗ぬすみ聞ぎきをするつもりはなかったんです。うちの父さんが山やま田ださんに借りてたビデオを返しに来ただけなんです。エロいのじゃなくて普ふ通つうの映画のです」


　殺気にも似た空気が伝わってくるもんだから、直樹は焦あせってうまくしゃべれない。


「あの、今聞いたこと誰だれにも言いませんから。安心してください。っていうか、聞いてないかもしれません。そんな、牛が牛乳を出さないなんて」


　むしろしない方がいいんじゃないかって言い訳を懲こりずに続ける直樹に、季代実が囁ささやいた。


「直樹君、少しマズい状じよう況きようみたいよ」


　季代実の言うとおりだった。従業員達は吸きゆう血けつ鬼きの瞳をギラつかせ、鋭するどい牙きばと爪つめをさらけ出している。


「逃にげるわ」


　季代実が直樹の手を握にぎり走り出した。


「待て！」


「追いかけろ！」


　従業員達が二人を追いかけ走り出す。追いかけっこの始まりだった。


　学校の部活のように、『吸血鬼の力を使うのは禁止』なんて決まりはない。容よう赦しやなくフルパワーで追いかけてくる。


「いくら直樹君の足が速くても、このままじゃ追いつかれるわね」


　季代実が瞳の色を朱しゆ色いろへと変えた。隣となりを走る直樹を摑つかむと抱だきかかえる。仕方のない状況とはいえ、直樹としてはお姫ひめ様さま抱っこをされるのは恥はずかしいやら情けないやらだ。


　そのまま山を下り逃げきろうとした季代実だったけど、先回りした従業員が立ちはだかる。


「行かせないぞ！」


　急カーブし逃のがれようとするが、そちらもすでに抑おさえられていた。


　二人を取り囲んだ従業員達が、牙をギチギチと鳴らしながら歩み寄ってくる。


「黙だまらせなければ。黙らせなければ」


「捕つかまえて倉庫にでも閉じ込めよう」


「いや、穴を掘ほって埋うめてしまった方がいい」


「いやいや、錘おもりをつけて川に沈しずめればいい。数日は出てこられないだろう」


（じょじょじょ、冗じよう談だんじゃないよ！）


　直なお樹きが心の中で悲鳴を上げる。向こうも吸きゆう血けつ鬼きが相手だと思ってるから言ってることが過激で容よう赦しやがない。


　もはや絶体絶命って時だった。木々をも震ふるわせる胴どう間ま声ごえが響ひびいた。


「この馬ば鹿か野や郎ろうが！」


　飛び込んできた山やま田ださんが、従業員をぶっ飛ばし始めた。吸血鬼のフルパワーでぶっ飛ばされたもんだから、みんな気持ちいいぐらい飛んでいく。


「し、しかし山田さん。牛のことを聞かれてしまったんですよ。黙だまらせるしか」


「だっしゃ～～～！」


　最後の一人にゲンコツを食らわし地面に胸までめり込ませてから、山田さんは言った。


「お前達の目は節穴か？　この二人が軽はずみに秘密を漏もらすような奴やつに見えるのか!?　数日とはいえ、牧場の仕事を一いつ所しよ懸けん命めい手伝ってくれた二人じゃないか！」


　山田さんの一いち撃げきを食らい、少し頭も冷えたのだろう。戻もどってきた従業員達は冷静さを取り戻していた。


「確かに、穴を掘って埋めてしまおうなんて物ぶつ騒そうだったな」


「川に沈めようなんて、我ながら恐おそろしいことを言ったものだ。吸血鬼だからいいものの、もし相手が人間だったら殺人じゃないか」


（バリバリに人間なんですけど）


　直樹は心の中で呟つぶやく。


「坊ぼう主ず、季き代よ実みちゃん、怖こわがらせてしまって悪かったな。この非常事態にこいつらも動どう揺ようしてるんだ。許してやってくれ」


　山田さんが深々と頭を下げる。


「あの、本当に牛が牛乳を出さなくなっちゃったんですか？」


　季代実の質問に、山田さんは苦く渋じゆうに満ちた顔で頷うなずいた。


「ああ、残念ながら本当なんだ。今朝、いつもどおり搾さく乳にゆうしようとしたんだが、まるで牛乳が出てこないんだ。花はな子こも美よし子こもトメ子もスミレも俊とし江えも麦むぎ代よもお静しずもお竜りゆうもエリザベスだって、誰だれ一頭として牛乳を出さないんだ」


「今までそんなことは？」


「いいや、こんなことは初めてだ。だから途と方ほうにくれているんだよ」


　ひたすら重いため息を吐はき出す山田さんだけど、その顔に無理矢理に笑えみを作る。


「でもまあ、心配はいらない。貯ちよ乳にゆうタンクに蓄たくわえはある。少しくらい牛乳が出ない日があったって村の食料は問題ないさ」


　安心させるように言う。


「ただし、知ってのとおりこの牛乳は村唯ゆい一いつの食料だ。もし一時的とはいえ牛乳が出なくなったなんて噂うわさが立ったら、村のみんなが不安に感じてしまうだろう。だから秘密にして欲しいんだ。絶対に誰だれにも言わないと約束してくれ」


　山やま田ださんが瞬まばたきもせず二人を見つめる。約束しないなんて、とてもじゃないけど言えない雰ふん囲い気きだ。


　直なお樹きと季き代よ実みはしっかりと頷うなずいてみせる。


「そうか、分かってくれたか。ありがとう」


　大きな手で二人の手を握にぎってから、山田さんは従業員を引き連れて牧場へと戻もどっていく。


「少しいつもと違ちがうことをしてもいいとは言ったけど、こんなことは予想してなかったわ」


　ふうと息を吐はき出してから、季代実は少しだけ心配そうに牧場を見やる。


「だけど、大だい丈じよう夫ぶかしら？　ちゃんと牛乳、出るように」


「心配いらないよ。だって、この村の空と同じように呪のろいのかかった特別な牛なんだから」


　牛達の特異性を肌はだ身みで体験した直樹だからこそ、実感のこもった台詞せりふだった。


「夜中に怪かい物ぶつに変身できるぐらいなんだ。牛乳なんていくらでも出せるだろ。山田さんも言ってたように、きっとすぐに元通りになってるさ」


　それでも不安そうな顔の季代実を安心させようと、直樹は軽く笑って言った。


「心配しなくたって、牛乳が水で薄うすめられることなんかないさ」
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　あっ！


　という間に、ＧＷも終しゆう了りようした。


　土日を含ふくめた合計五日間の連休だ。休みボケになるには十分な時間だった。


　直樹だって例外じゃない。昼休みになってもなお、欠伸あくびを連発している。


「何だよ直樹、欠伸なんかして。さてはＧＷは夜よ更ふかし三ざん昧まいだったみたいだな」


　そんな風に話しかけてくるのは、購こう買ばいから戻ってきた智とも衣いだった。手には二本の牛乳瓶びんを握にぎり締しめている。


「まーね。家に一人だと、ついつい夜中までテレビ観みたりゲームしたりしちまうんだよな」


　ぼやく直樹に、智衣が意外そうに聞き返す。


「えっ、家に一人って。親おや父じさんはどうしたんだよ？」


「出版社から電話があって東京に召しよう集しゆうされたんだよ。そのままずっと行ったきりなんだ。連れん絡らくもないしね」


　ため息交じりに直樹は吐き出す。


「きっとまた、半ば監かん禁きん状態で原げん稿こうを書いてるんだろうな」


「ＳＦ作家ってのも大変なんだな。監禁されたうえ原稿を書かされるなんて、オレなら耐たえられないぜ」


　智とも衣いがブルルッと身み震ぶるいする。作文が苦手な彼女にとってはさぞや耐え難がたい状じよう況きようだろう。


　だからって父親に同情される価値なんかないぞと直なお樹きは思った。だって、そうなったのも自じ業ごう自じ得とくなのだから。


「ま、これでも飲んで目を覚ませよ」


　気を取り直したように明るい声を出すと、智衣が一本の牛乳瓶びんを直樹に差し出す。


「オレのおごりだからよ」


「えっ、いいのか」


「ああ、遠えん慮りよするな。オレ、今ちょっとばかしリッチなんだよ」


　ふふんと自じ慢まん気げに智衣が言う。


「稼かせぎ時どきの連休だってことで、親おや父じが大感謝祭を開いたんだよ。全品20パーセント引きの大おお盤ばん振ぶる舞まいさ。連日連夜客が押し寄せ大盛せい況きようだったんだぜ。店の手伝いでオレの連休は潰つぶれちまったが、まあバイト料だけはしっかりもらえたから良しとしなくちゃな」


　智衣が牛乳瓶の蓋ふたを開ける。瓶に口をつけゴクゴクと豪ごう快かいに飲み干した。


　だけど、飲み終えた彼女の顔にいつものような爽そう快かい感はない。何な故ぜか微び妙みような表情を浮かべている。


「どうしたんだ？」


「いや、何て言うか……いつもよりちょっとばかし味が薄うすいような気がするんだ」


「そんなことないだろ？」


　直樹も、もらった牛乳瓶の蓋を開け口をつける。飲み慣なれたこの村の牛乳の味が口一いつ杯ぱいに広がる。だけど、どこか物足りないようなものを感じる。


　牛乳に氷を入れて飲むと、こんな味になるんじゃなかろうか？


「ま、気のせいだろうけどな」


　大して気にもしない様子で智衣は笑うと、冗じよう談だんっぽく一言付け加える。


「山やま田だのおっちゃんが牛乳を水増しなんてしないだろうし」


　智衣のその一言に、直樹の頭の中で記き憶おくがスパークした。今の今まですっかり忘れていた記憶が頭を過よぎる。


（ひょっとして、まだ牛は牛乳を出さないんじゃないか？　蓄たくわえてあった牛乳も少なくなって、仕方なしに水で薄めて提供しているなんてことに……）


「ん、どうしたんだ？　直樹。急に黙だまりこくって」


「智衣、ひょっとしたら大変なことになってるのかもしれないんだ」


　真顔で、直樹は説明する。


「連休中に、川かわ澄すみと……」


　そこで直なお樹きは慌あわてて言葉を飲み込んだ。絶対に誰だれにも言わないと山やま田ださんと約束したことを思い出したのだ。


（うっかり秘密を漏もらしたりしたら、山田さんの怒いかりの鉄てつ拳けんが飛んでくるかもしれないぞ）


　プロレスラーと見まごうばかりの山田さんの体たい軀く、筋肉に包まれた太い腕うでを思い出し、直樹はブルルッて背筋を震ふるわせる。


「連休中に季き代よ実みと何なんだ？　気になるじゃねーかよ。早く言え！」


　焦あせった様子で尋たずねてくる智とも衣いに、直樹は全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて作り笑いを浮かべた。


「大したことじゃないから、気にしないでくれ。牛乳、ありがとな」


　飲みかけの牛乳を軽く持ち上げ智衣に礼を言ってから、直樹は移動し季代実のもとへと向かう。


「川澄、ちょっと話があるんだ」


「奇き遇ぐうね。実は私も話したいことがあったの」


　季代実がそう答える。


「それって、もしかしてＧＷ中のあのことか？」


「ええ、あのことについてよ」


　二人はこっくりと頷うなずき合うと、そのまま教室を出ていく。人には聞かれたくない秘密の会話が行われるのは間ま違ちがいなかった。


　そして、それが気になって仕方のない人物がいた。


　言うまでもなく、置いてかれた智衣だ。


「一体どういうことだよ？　あのことって何なんだよ」


　この疑問を抱かかえたままじっとしているなんて、気の短い彼女には到とう底てい不可能なことだった。








　人ひと気けのない渡わたり廊ろう下かの隅すみまでやって来た直樹と季代実は、念のため辺りを確かく認にんする。幸い話を盗ぬすみ聞ぎきできそうな生徒の姿はない。


　ゴクリと喉のどを鳴らすと、直樹は手にしていた牛乳を持ち上げ尋たずねた。


「川澄、もう牛乳を飲んだのか？」


「ええ、ついさっきね。連休中のことがなかったら気づかないレベルではあったけど、確かに少し薄うすまってたみたい。直樹君が冗じよう談だんで言ってたことが本当になっちゃったわね」


　季代実が顎あごに手を当て考える。


「牛乳を薄めるなんてよっぽどのことよ。なかなか元の生産量を取り戻もどせないでいるか……。最悪、牛乳が出ないままなんてことも」


　深刻な空気の中、直樹が提案する。


「なあ、川かわ澄すみ。放課後、牧場に行ってみないか？　どうにも気になるんだ」


「そうね、行きましょ。私達が行ってどうなる問題じゃないけど、私だって気になるもの」


　コクンと頷うなずいてから、季き代よ実みは注意深く付け加える。


「だけど、他ほかの人達には知られないようにしなくちゃね。牧場なんて放課後に高校生が出かける場所じゃないんだから、私達が行くのを目もく撃げきされたら不自然に思われるわ」


「ああ、そうだな。人目を避さけなくちゃならないぞ」


　少し考えてから、直なお樹きは口を開く。


「放課後は普ふ通つうに家に帰ってから、改めて治ち水すい神社の前で落ち合おう。あそこなら人ひと気けもないだろうし」


「そうね、それがいいわ」


　放課後の計画を手短に打ち合わせた。


「それじゃ、くれぐれも私達のことを怪あやしまれないようにね。智とも衣いさんにも余計なことを言わないように」


「ああ、分かってるよ。智衣には悪いが、まだ秘密にしておかなくちゃな」


　教室に戻もどろうとする二人。だけど季代実が不意に足を止める。


「どうしたんだ？」


「ちょっとね、人の気配がしたような」


　直樹は丁てい寧ねいに辺りを見渡わたした。渡り廊ろう下かに生徒の姿はなかった。少し離はなれたところの掃そう除じ用具入れの中なんかも一応確かく認にんしたけどモップとバケツ、箒ほうきしか入っていない。


「気のせいだよ。誰だれもいないよ」


「そう……よね。神経質になりすぎてるのかしら」


　季代実もとりあえずは納なつ得とくし、二人してその場を後にした。








　残念ながら気のせいじゃなかった。


　確かに盗ぬすみ聞ぎきをしていた人物は存在したのだ。窓の外に。


　渡り廊下部分の外がい壁へきにヤモリのようにへばりついているのは智衣だった。


「とんでもないことを聞いちまったぜ」


　青ざめた顔で智衣が吐はき出す。


　ちなみに、智衣の言っている『とんでもないこと』ってのは、牛乳のことではない。ここに到とう達たつするまでに思いのほか時間がかかり、後半の会話しか聞いていなかったのだ。


「誰にも知られないように神社で会うなんて、一体どういうつもりなんだ？　オレにも秘密にしなくちゃならないなんて怪しすぎるぞ」


「本当です！　とてつもなく怪しすぎます！　怪しさのオンパレードです！」


　そんな声がすぐ脇わきで上がる。見ると、自分に負けず劣おとらずのヤモリっぷりでへばりついている大きなリボンの女の子の姿があった。


「エリ子！　お前どうしてこんなとこに!?」


「利と根ね崎ざきセンパイが壁かべにへばりついてるのが見えたからですよ。ちょっと好こう奇き心しんってのが刺し激げきされたんです。それよりも問題は高たか村むらセンパイと川かわ澄すみセンパイです」


　エリ子が親指の爪つめを嚙かむ。


「なあ、エリ子。どう思う？　あの二人何を隠かくしてるのか想像つくか？」


「さっきの二人の密談を総合的に判断すると………」


　エリ子は、認めたくない気持ちをたっぷり込め言った。


「あの二人、もしかして付き合ってるのかも」


「どええええええ！」


　ヤモリのまま智とも衣いが叫さけぶ。


「さ、さすがにそりゃないだろ？」


「分からないですよ。だって、あの一件があったじゃないですか」


　あの一件、それが連休前に起きた吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びよう騒そう動どうのことだと智衣はすぐに気づいた。


「まさか、あのキスがきっかけで直なお樹きは季き代よ実みのことを……」


「川澄センパイも、自分を助けてくれた高村センパイに恋心を覚えて……。少しだけどキスの副作用があったって考えることもできますね」


「教室で直樹が言いかけたんだ。実は連休中に季代実と……って。もしかしてあの続きは、付き合うことになった、だったりしたら」


　智衣は強く首を振ふった。


「いいや、そんなはずないぞ。だって直樹はまだ人間のままのはずだ。付き合ってるならそいつを選んだってことだろ？　血を吸われて吸血鬼になってるはずだ」


「ひょっとして、その打ち合わせをしてたんじゃ？　今日の放課後、神社で落ち合った後で……」


「季代実が、直樹に嚙かみ付く……」


　智衣が瞳ひとみに悔くやしさを爆ばく発はつさせた。


「み、認めねえ！　オレは認めねえからな！」


「エリだって、認めません。高村センパイの血はエリのものなんですから」


「いやいや、ちょっと待て。どうしてお前のなんだよ。直樹の血はオレが吸うって決まってるんだ」


「いつ誰だれが決めたんですか？　何月何日の何時何分何秒に!?」


　睨にらみ合いバチバチと火花を散らす二人だけど、実に不毛な争いだとさすがに気づく。


「とにかく、まだそうと決まったわけじゃねーんだ」


「そうですね。今は事の真相をハッキリさせることが大切ですね」


　二人は顔を見合わせ、しっかりと頷うなずき合った。
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「うんしょ、こらしょ、よいこらせっと」


　顔を真っ赤にし、そんな掛かけ声ごえを口にしながら直なお樹きが自転車のペダルを漕こぐ。牧場まではひたすら続く坂道だから、これぐらいの気合は必要なのだ。


「ねえ、直樹君」


　後ろから季き代よ実みの声が聞こえる。


「やっぱり私、降りるわ。もしくは、直樹君が後ろに乗って私がペダルを漕ぐとか」


　自転車の荷台に季代実が横向きに腰こしかけているといった状じよう況きようだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。心配するな。これぐらいの坂道、何てことないからな」


　やせ我が慢まんして声を絞しぼり出すと、あと少しとばかしに両足に力を込める。


　確かに季代実の言うことはもっともだった。吸きゆう血けつ鬼きである彼女なら、自転車に負けないぐらいの速度で走ることができる。


　逆に季代実が自転車を漕いで直樹が後ろに乗った方が、はるかに短い時間で牧場に到とう着ちやくするだろう。


　それでも直樹はあくまでこの位置関係にこだわった。


（この間は不覚にも川かわ澄すみにお姫ひめ様さま抱だっこされてしまったからな。今日はその汚お名めいを返上しなければ！）


　そんな男のプライドを胸に、ペダルを踏ふみ続けることしばらく。ようやく自転車は治ち水すい牧場へと到着する。


「つ、着いたぞ」


　前人未到の高山に登頂したぐらいの充じゆう実じつ感を味わいながら、直樹は自転車を降りた。ベットリとした疲ひ労ろう感が両足に張り付いているが、しばらくすればそれも拭ぬぐえるだろう。


「牛、いないわね」


　閑かん散さんとした牧場を見渡わたし、季代実が呟つぶやく。山やま田ださんをはじめとする従業員達の姿すら見えない。


「ねえ、何か聞こえない？」


　不意に季代実がそんなことを言う。


「え、別に何も聞こえないけど」


「ううん、確かに聞こえるわ。これ、モーツァルトの曲よ」


　吸血鬼特有の鋭するどい聴ちよう覚かくを季代実が発揮した直後だった。


「高たか村むらクン!?　川澄さん!?」


　鋭するどい声が後ろから響ひびく。振ふり向くとそこに立っていたのは紅べに華かだった。険しい顔つきで二人を見ている。


　まさかこんなところで紅華と会うとは思ってもみなかったから、直なお樹きは目を大きくし驚おどろいた。


「会長!?　どうしてここに？」


「わたくしのことはどうでもいいですわ。それよりも、今この牧場は取り込んでますの。邪じや魔まですから早くお帰りになって」


　有う無むを言わせず追い返そうとする。


「わたくしの家の車で家まで送ってもいいですわ。だから早く」


「会長。お二人なら大だい丈じよう夫ぶです」


　そう言って小走りに駆かけて来たのは綾あや菜なだった。


「山やま田ださんが言ってました。高たか村むらさんと季き代よ実みさんには、最初の日に知られてしまったって。だから、秘密にするように約束したそうです」


「何だ、知ってましたの。焦あせって損をしましたわ」


　ふうと息を吐はき出す紅華に、直樹が尋たずねる。


「それで、会長はどうして？」


「牧場主の山田さんが、一昨日おとといの夜にお父様のもとへ相談に来たんですわ」


　紅華の家、神楽かぐら家は古くからこの村を牛ぎゆう耳じってきた旧家だった。古こ参さんの住人達は何か問題が起こると役場や村長よりも前に紅華の家へ相談に行くことも少なくないらしい。


「お父様が調べ、牛達が牛乳を出さなくなった原因が判明しましたの。で、その対処のためにわたくしが来ていろいろと指示してましたのよ」


　紅華は綾菜に顔を向けた。


「綾菜さん、ごめんなさいね。わたくしの手伝いで学校まで休ませてしまって」


「いいえ、いいんです。非常事態ですから」


　真ま面じ目めな顔で、綾菜が答えた。


「牛達が牛乳を出さなくなった原因って、一体何なんですか？」


　季代実が尋たずねる。


「もしかして、誰だれかが牛に呪のろいをかけたとかですか？」


　突とつ拍ぴよう子しもない質問だけど、決してありえないことではない。もともとここの牛達は血の代用品となる特別な牛乳を出すように呪いをかけられているのだから。


「そんなオカルトな理由ではありませんわ」


　紅華がゆっくりと首を横に振ふり、正解を口にした。


「原因は、ストレスですわ」


「ストレス？」


　あまりにも馴な染じみのある言葉の登場に、直樹は思わずポカンとしてしまう。


「ええ、牛達が牛乳を出さなくなった日の前日。この牧場の上をヘリコプターが飛びましたの。村のパンフレットに載のせる写真を撮とるためですわ。村長さん自らヘリコプターに乗り込んで、納なつ得とくのいく写真が撮れるまで随ずい分ぶんと長い時間上空にいたらしいですわ」


「つまり、そのヘリコプターの音を、牛達がストレスに感じたと？」


「牛達にとっては、ヘリコプターのバリバリという轟ごう音おんは耐たえ難がたい苦痛だったようですわね。そして、牛乳を出さなくなった」


　だからって五十頭すべてがいきなり一滴てきの牛乳も出さなくなるってのは、かなり極きよく端たんなようにも感じる。だけどこの村の牛は呪のろいをかけられた特別な牛達だ。それぐらい極端でも不思議はない。


「役場の方々も困ったことをしてくれましたわね。何もそんな写真、パンフレットに載せなくたっていいのに」


　ため息交じりに呟つぶやく紅べに華かに、直なお樹きが素す直なおな疑問をぶつける。


「あの、会長。ちょっと関係ない質問かもしれませんけど、どうしてそんなパンフレットが必要なんですか？　ここって、できれば人様に知られない方がいい村なのでは？」


「基本的にはそうですわ。でも、高たか村むらクン。忘れましたの？　一年に一度だけ、外から人を招く祭りがありましたわよね」


　紅華が意味あり気な微び笑しようを口元にたたえる。


「あっ！」


　忌いまわしき記き憶おくが蘇よみがえる。この村の恐おそろしさを初めて知った昨年の夕ゆう月げつ祭りだ。


（そうだ、確か父さんのとこに村の紹しよう介かいパンフレットなんかが送られてきてたぞ）


　また今年も新たな犠ぎ牲せい者が村に呼ばれることになるのかと思うと、直樹は悪お寒かんを感じた。


「まあ、今さら文句を言っても仕方ありませんわよね。今は牛達のストレスを解消することが一番大切ですわ」


「でも、牛のストレス解消法ってどんなだろ？」


　首をひねる直樹に、紅華がふふんと笑った。


「特別に見せてさしあげますわ」


　紅華が牛舎へと向かう。引き戸を開け中へと入る彼女に、直樹に季き代よ実み、それに綾あや菜なも続いた。


　牛達はそこにいた。いつも以上にふかふかに盛られたワラのベッドに横たわっている。山田さんをはじめとする牧場の従業員が、ブラシで優やさしく牛達の体をマッサージしていた。


　牛舎のあちこちにはオーディオスピーカーが置かれ、そこからゆったりとしたメロディーが流されている。


　音源となっているのは、大きな箱型の年代物のレコードプレイヤーだった。年代物といってもただ古いという意味ではない。素人しろうと目めにもそれがよく手入れされた高級品だというのが分かる。


「わたくしの家から運んできたレコードプレイヤーですわよ。かけているレコードは、１９７８年度版のモーツァルト宗教音楽集。指揮は名指揮者と呼ばれたロバン・ガルニア氏ですわ」


　軽く瞳ひとみを閉じ、うっとりとクラシック音楽に聞きほれる紅べに華か。


「どう？　レコードなんかに馴な染じみのない高たか村むらクンでもこの音の素す晴ばらしさは理解できますでしょ？」


「はあ、確かにいい音だしいい曲だと思います。だけど……」


　直なお樹きが口ごもる。クラシック音楽が牛をリラックスさせるのかどうか？　そのあたりがどうにも謎なぞだったのだ。


　でも、自信たっぷりの紅華に向かってそんなことを言う勇気は直樹にはなかった。


「まだ結果は出ていないみたいですけど、二、三日続ければきっと牛達だってリラックスして元通り牛乳を出すようになるはずですわ」


　紅華が牛達を見た。直樹がこれまで見たこともないような、不安で一いつ杯ぱいの顔だった。


「本当に頼たのみましたわよ。これで牛乳を出してもらえないとなったら………そヽのヽ時ヽにヽはヽ」


　何か恐おそろしいことを想像したのだろう。紅華は強く首を振ふった。


「大だい丈じよう夫ぶ。必ず牛乳を出してくれるはずですわ」


　不安を拭ぬぐいさるように、紅華が強く言う。


　と、牛舎の外から一人の従業員が顔を覗のぞき込ませた。


「すみません、神楽かぐらのお嬢じよう様さま。こそこそ牛舎の中を覗いていた二人組を見つけたんで、とりあえず捕つかまえたんですけど」


　従業員に腕うでを摑つかまれ引っ張られているのは、他ほかならぬ智とも衣いとエリ子だった。これにはさすがに紅華もあんぐりと口を開ける。


「ち、違ちがうぞ。別にやましい気持ちがあったわけじゃないからな！」


「そ、そうです。ただ、高村センパイと中で何やってるのかなって、疑問に思っただけなんです」


　口々に言い訳をしてから、二人は不思議そうな目を紅華へと向けた。


「それにしても紅華。こんなとこで何してんだ？」


「皆みなさん集まって牧場だなんて、不思議です」


　この疑問をかわすのは、なかなか困難に思えた。


「仕方ありませんわね」


　やれやれといった様子で、紅華は首を振った。
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「なるほど、そーゆーことだったのか」


　智とも衣いが大きく頷うなずいたのは、牧場の外れにある従業員用のプレハブ宿舎の中。


　紅べに華からによって、事の経緯が説明された後だった。


「つまり、高たか村むらセンパイと川かわ澄すみセンパイは連休中、偶ぐう然ぜんに知ってしまい、口止めされていたんですね。それで、購こう買ばいの薄うすい牛乳に不安になって、二人で様子を見にきた」


「事が事だったから、こそこそしてたってわけか」


　智衣とエリ子は嬉うれしさを隠かくしきれない顔を見合わせる。


「良かったぜ。最悪の事態じゃなくって」


「本当です。エリ、ホッとしました」


　心の底から安あん堵どし喜ぶ二人だけど、ひどく剣けん呑のんなオーラに気づく。


　紅華が鋭するどい爪つめの生えた指をわしわし動かしながら、怒いかりの声を上げる。


「わたくし達の大切な食料である牛乳が一滴てきも出ないという状じよう況きようなのに、良かったってどういうことですの！」


「い、いや、良くないぞ。なあ、エリ子」


「は、はい、ちっとも良くありません。これは大変なことです」


　いくら傷がすぐに治るといっても、紅華に思い切り引っかかれるのは御ご免めんだった。


「しかし紅華よ。本当にあんなやり方で大だい丈じよう夫ぶなのか？　あんな音楽流したって、牛には分かんねーんじゃないのか？」


　さすがは智衣だ。直なお樹きが躊ちゆう躇ちよしたことを遠えん慮りよなく言ってのける。


「わたくしのやり方に文句でもおありですの？」


　紅華が不ふ機き嫌げんそうに智衣を睨にらむ。


「では聞きますけど、智衣さんならどうすると？」


「ストレス解消っていったらもちろんスポーツさ。あいつら全員外に出して、尻しりを引っぱたいて走らせるんだよ」


　自信たっぷりの智衣に、紅華はフンと冷笑する。


「智衣さんに任せたら、わたくし達は飢うえ死じに決定ですわね」


「何だよ。どこが問題なんだよ!?」


「問題だらけですわ！」


　半ば口ゲンカっぽくなる二人を、綾あや菜ながまあまあとなだめる。


　それから、綾菜は智衣に控ひかえ目めに説明した。


「牛に音楽を聞かせるっていうのは、ちゃんと効果が期待できるそうですよ。前にテレビで見たことがあります。音楽を聞かせると牛はいつもよりたくさんの牛乳を出すそうなんです。音楽療りよう法ほうの一種らしいんです」


「そんなもんなのか。音楽ってスゲーんだな」


　感心したように息を吐はき出しつつ智衣が見ていたのは、綾菜の胸だ。それは同性から見ても惚ほれ惚ぼれするような立派なふくらみを持っている。


　智とも衣いはからかうように言った。


「綾あや菜な、ずっと牛と一いつ緒しよに音楽を聞いてたらお前だっておっぱいが出るんじゃねーか？　どうしても牛が牛乳出さなかったらそれを牛乳瓶びんに詰つめて配れよ」


「そ、そんなの無理です～」


　顔を真っ赤にして、綾菜が胸むな元もとを押さえる。


　同じくらい、いやそれ以上に赤くなっているのは直なお樹きだ。


（想像するんじゃない。想像するんじゃないぞ。想像したら負けだからな）


　イケナい妄もう想そうをしないようにと、呪じゆ文もんのように頭の中で繰くり返した。


「とにかく、状じよう況きようは説明しましたわ。言うまでもなく、こんなことが村中に知られたら大変ですから、智衣さんもエリ子ちゃんも絶対誰だれにも言わないように。いいですわね」


「分かってるよ。オレだってそこまで馬ば鹿かじゃない。誰にも言わないさ」


「エリも大だい丈じよう夫ぶです。だって秘密を守るのには慣れてるんですから」


　自信たっぷりにエリが胸を張る。


「秘密……ああ、そうでしたわね」


　紅べに華かがクスリと笑った。


「考えてみれば、このメンバーは秘密を一年近く守り続けてましたわ。どこかの誰かさんがまだ人間のままでいるっていう、とんでもない秘密を」


「たまに、その誰かさんがヘマして秘密がバレそうになったりするけどね」


　季き代よ実みの発言に少し場が和なごんだ。


「本当、いい加減に覚かく悟ごを決めて欲しいもんだぜ。そしたらオレ達も気楽になれるのに」


「まったくです。エリ、いつも歯を磨みがいてピカピカにしてるんですからね」


　そんな物ぶつ騒そうな会話を、当事者である直樹はちっとも聞いていなかった。


　いまだ心の中で呪文を唱えるのに必死だったのだ。


（想像するんじゃない。想像するんじゃない。想像するんじゃ……）


「ま、秘密の方は何とか守られそうですわね。隣となり町まちから牛乳を買い入れる手て筈はずはしていますから、明日からは蓄たくわえてある牛乳にそれを混ぜて提供しますわ。水を混ぜるよりは気づかれにくいはずですわよ」


　紅華が一息吐はき出し、続ける。


「村のみんなが何も知らないまますべて解決するのが理想ですわね。余計な混乱は避さけたいですもの」


　一同が頷うなずく。そう、呪文を唱えている直樹以外はだ。


「ちょっと、高たか村むらクン。聞いてますの？」


　不ふ真ま面じ目めな態度に取ってしまったのか、紅華が目を吊つり上げた。


（想像するんじゃない。想像するんじゃない。想像するんじゃ……）


「あの、高たか村むらさん。大だい丈じよう夫ぶですか？　具合悪そうですけど」


　綾あや菜なが心配そうに直なお樹きの顔を覗のぞき込んだもんだからたまらない。胸の谷間がしっかりと直樹の瞳ひとみに映ってしまう。


　高村直樹、完全敗北の瞬しゆん間かんだった。


　久しぶりに、鼻血製造マシーンと化す。


「な、何ともありません！！！」


　鼻を押さえると、直樹は大声を上げて宿舎を飛び出したのだった。








　そして、翌日。


「ふう、昨日はまいったよなあ」


　なんてことを呟つぶやきながら、直樹はいつも通りに登校する。


「智とも衣いが妙みようなこと言うからいけないんだよ。いくら沢さわ田だセンパイの胸が大きいからって、牛乳の代わりに……」


　また想像しそうになり、直樹は全力で首を振ふった。こんなところで鼻血製造マシーンと化したら大変なことになってしまう。


（今は余計なことは考えないようにしよう。秘密を守り通す。そのことだけを考えるんだ）


　再び呪じゆ文もんのように頭の中で繰くり返しながら、直樹は上うわ履ばきに履き替かえ廊ろう下かを歩き始める。と、その直後だった。


「うおおおおおおお！！！」


　そんな声を上げながら、廊下をすごい勢いで走ってくる生徒がいた。その坊ぼう主ず頭には馴な染じみがある。


　何かとお騒さわがせなクラスメイト。熊くま谷がいだ。


「おい、熊谷。何をそんなに慌あわててんだよ」


　目の前を通り過ぎようとする熊谷を呼び止める。


　上履きのエッジをきかせて急停止した熊谷は、直樹に顔を向けると早口に言った。


「慌てるに決まってるだろ！　聞いて驚おどろけ！　牧場の牛が牛乳を出さなくなっちまったんだ！」


　どうだと言わんばかりに、見開いた瞳をぐるりんと回してみせる熊谷。


「えええええええええ！」


　直樹は聞いて驚いた。熊谷がそのことを知っているのに度ど肝ぎもを抜ぬかれたのだ。


「こうしちゃいられないぜ！　購こう買ばいで買えるだけの牛乳を買っとかなくちゃ！」


　再び走り出す熊谷を、直樹は慌てて追いかける。


「ちょ、ちょっと待てよ熊谷！」


　どこでその情報を聞いたのか問い詰つめなくてはと思った。また、これ以上広まらないように口止めだってしなくちゃならない。


　だけど、追いかけていった先の購こう買ばいにて、直なお樹きは口止めに関しては諦あきらめるほかないことを痛感する。


　購買に、たくさんの生徒達がむらがっていた。目の色を変えて牛乳を取り合っている。尋じん常じようでないその光景を見れば、彼らがすでに村の非常事態を知っていると考えて間ま違ちがいないだろう。


「どうして秘密が知られたんだ？」


　啞あ然ぜんとしている直樹の後ろから、智とも衣いがやって来る。


「直樹、驚おどろいただろ？　意外な人物が秘密を暴ばく露ろしちまったんだよ」


「意外な人物？　一体誰だれなんだ？」


「山やま田だのおっちゃんだよ」


　苦にが虫むしを奥歯で嚙かんだみたいに、智衣が顔をしかめて続ける。


「昨夜ゆうべ、山田のおっちゃんが家に来たんだよ。牛があんなだから飲まずにはいられなかったんだろうな。で、いつもより飲みすぎたんだ」


「まさか、酔よった勢いで牛のことをしゃべったってことなのか？」


「ああ、そのまさかなんだよ。泣なき上じよう戸ごスイッチが入ったおっちゃんは、このまま牛が牛乳を出さなかったら牧場主として村の皆みなに申し訳がないって喚わめきながら男泣きしちまってな。オレが慌あわてて口におしぼりを突つっ込んだんだが、時すでに遅おそし。店に来てた客には聞かれちまったんだな。で、その結果がこれさ」


　智衣が肩かたをすくめる。


「言っとくが、ここだけじゃないぜ。商店にも朝から人が押しかけてたしな」


「大変なことに、なっちまったんだな」


　この時の直樹には分かっていなかった。この大変さが、まだまだ生ぬるいものだってことを。
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　ビニール袋ぶくろをぶら下げて、直樹は校舎の階段を上っていた。袋からはガチャガチャとガラスとガラスがぶつかる音が響ひびいている。中身は購買で買った五本の牛乳瓶びんなのだ。


　直樹がやって来たのは校舎の最上階にある生徒会室だ。勝手知ったる何とやらでノックなしで中へと足を踏ふみ入れる。


　智衣とエリ子、そして綾あや菜なが生徒会室の椅い子すに腰こしを下ろしていた。少々気だるい様子で直樹に顔を向ける。


「あれ？　川かわ澄すみは？」


「ん？　直樹と一いつ緒しよじゃなかったのか？」


　智とも衣いが少しだけ意外そうな顔をする。


「ま、いいや。すぐに来るだろ。それより直なお樹き、早く牛乳を」


「ああ、分かったよ」


　ビニール袋ぶくろから牛乳瓶びんを取り出し、智衣達に一本づつ渡わたしていく。全員に行き渡ったところで、一同は顔を見合わせる。


「よし、それじゃ飲むぞ」


　蓋ふたを外し、牛乳瓶に口をつける。


「どうだ？　僕には区別はできないんだけど」


　尋たずねる直樹に、少女達は力なく首を振ふる。


「今日も外れだよ。こいつはこの村の牛乳じゃない」


「薄うすめるとかそういった次元じゃありません。もうほぼ百パーセント普ふ通つうの牛乳です」


「不ま味ずいってことはありませんし、一応お腹なかも膨ふくれるんですけどね。でも、いくら飲んでも元気にはなれません」


　綾あや菜なが悲しそうに呟つぶやいた。


　彼女達に必要なのは呪のろいのかかった特別な牛乳だ。普通の牛乳をいくら飲んだって栄養にならないのだ。


「普通の牛乳だってことは、まだ牛達の不調は続いてるってことだな」


　直樹は飲みかけの牛乳を見た。


　牛達が牛乳を出さなくなってから、トータルするともう十日ばかり経過している。普通の牛乳を混ぜ騙だまし騙しやってきたが、エリ子の指し摘てきのとおりもはやほぼ普通の牛乳だ。


　それは、彼女達の様子を見れば明らかだった。日に日に元気をなくしていくのだ。肉体的な変化ってのがない吸きゆう血けつ鬼きだから瘦やせてはいないようだけど、瞳ひとみからは力が失われ口数も減り動きも緩かん慢まんとなっていく。


　彼女達に限ったことではない。他ほかの生徒達、いや、村の住人すべてがそんな感じだ。曇くもり空ぞらの下ってこともあり、村の雰ふん囲い気きはどんどん陰いん気きなものへと変化している。


「紅べに華かの奴やつ、昼間は学校来ないで牧場に行ってるんだろ？　どうなってるか連れん絡らくないのか？」


　智衣の質問に綾菜が困ったように首を振った。


「それが、何の連絡もないんです」


「そうか。様子を見に行きたいとこだけど………」


　机の上にぐで～～～と顎あごを載のせ智衣が呟く。


「牧場って遠いんだよな」


　体を動かすことは大好物だったはずの智衣がこんなことを言うなんて、直樹には信じられなかった。


（それだけ、栄養が足りてないってことなんだな）


　普ふ通つうに食事し一人だけ元気でいることが、何だか申し訳ないように感じてくる。


「なあ、もしこのまま牛が牛乳を出さなかったらオレ達どうなるんだろうな？」


「どうなるもこうなるも、栄養が取れないんだからもうお終しまいですよ」


「きっと、動けなくなっちゃうんでしょうね。そしてそのまま眠ねむるように」


　栄養が足りてないと考え方もネガティブになってしまうのか、三人はそんなことを言って嘆なげき悲しんだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！」


　しんみりとした空気をどうにかしようと直なお樹きが努めて元気よく言った。


「会長だって頑がん張ばってるんだし、きっともうすぐ牛乳が出るようになるさ！」


　それが、根拠のない励はげましだってことは本人が一番良く分かっていた。


「そうだ、僕に何か頼たのみたい仕事とかあったら遠えん慮りよなく言ってくれよ。何でもやるからさ」


　少しでも力になれないかと考えた直樹はそう提案した。それが唯ただ一ひと人り元気な自分の義務のように思えたからだ。


「本当にいいのか？　陸上部のハードルが出しっぱなしになってるから倉庫に全部戻もどして欲しいんだけどよ。あと、できれば備品を磨みがいといてくれるとありがたい」


「エリのロッカーが壊こわれちゃってるんですよね。修理をお願いしてもいいですか？」


「あの、生徒会の予算ファイルを職員室から回収してきて欲しいんですけど。頼めますか？　あと、花か壇だんのお手入れも」


　体が思うように動かせないせいで、いろいろとするべきことが溜たまっていたようだ。


（思ったより多いんだな）


　ちょっと臆おくする直樹だけど、そんなんじゃいかんと気持ちを奮い立たせる。


　今、元気なのは自分しかいないのだ。ここで頑張らなくてどうする。


「分かった、それぐらい朝飯前だよ！」


　大きく頷うなずくと、直樹はドンと胸を叩たたいてみせたのだった。








　大量のファイルを抱かかえた直樹が、ひーふー言いながら階段を上る。綾あや菜なに頼まれた生徒会の予算ファイルの回収任務だ。


　頼まれた仕事は迅じん速そくに！　をモットーに、早さつ速そく動き始めたのだ。


（こういうのを、男の見せどころって言うのかもしれないぞ）


　一人で悦えつに入いりながらズッシリと重いファイルを運んでいる直樹は、廊ろう下かを歩いてきた季き代よ実みと出くわした。


「川かわ澄すみ、生徒会室に来なかったけどどうかしたのか？」


「少し、気分が悪くてね。保健室で休ませてもらおうと思って」


　そう答える季き代よ実みの顔色は悪かった。栄養不足による憔しよう悴すい度ど合あいは智とも衣い達以上のようだった。


「でも、保健室は休んでる生徒で一いつ杯ぱいだったの。だから、今日は早退することにしたわ。ちゃんと先生にも言ってきたし」


　なるほど、季代実の肩かたには学生鞄かばんが下げられている。


「で、直なお樹き君は何してるの？」


　尋たずねられた直樹は、得意気に説明した。


「智衣やエリ子ちゃん、それから沢さわ田だセンパイに頼たのまれた用事をすませてるんだよ。元気のないみんなに変わって僕が頑がん張ばろうと思ってさ。川かわ澄すみも何かあったら遠えん慮りよなく言ってくれよ。大道具の整理でも衣い装しようのほころび直しだって何でもするぞ」


「別にいいわ。とりあえず頼たのみたい仕事はないから。だけど直樹君。あんまり張り切らないようにね」


　季代実は直樹に顔を近づけると、囁ささやくようにして言った。


「誰だれが見てるか分からないんだから」


「へ？」


　キョトンとする直樹を置いて、季代実は歩き去っていく。足取りはひたすら重く頼たよりない。


「張り切ってると問題なんだろうか？」


　残された直樹が首をひねる。


　普ふ段だんの季代実だったら、ちゃんとその理由まで説明していたことだろう。実際それはしておくべきだった。


　だけど栄養が足りずヘロヘロになっていてそこまでの元気がなかったのだ。


　しばし悩なやんでから、直樹は呟つぶやいた。


「ま、いいか。大したことじゃないだろう」


　気を取り直して、直樹は再び歩き始めた。








　それから先も直樹は頑張った。


　休み時間には、エリ子のロッカーを修理。


　放課後になったらすぐ校庭へと出て、智衣に頼まれた用事をすます。出しっぱなしのハードルを倉庫にしまったし、備品のお手入れだって忘れない。


　さらに待っているのは花か壇だんのお手入れだ。教えられたとおりに雑草を抜ぬき葉についていた毛虫を取りたっぷりと水をあげた。


　すべての仕事が終わった時には、すでに日も暮れ始めていた。


「ふう、終わったぞ」


　キレイになった花壇を前に直樹は満足気に息を吐はき出す。汗あせばんだ顔には、大いなる偉い業ぎようを成し遂とげた男の笑えみが浮かんでいた。


　別に今日一日で全部やらなくちゃならないという決まりもないのだけれど、元気のない彼女達のためにも頑がん張ばりたかったのだ。


　さて帰ろうと振ふり向くと、後ろには智とも衣いとエリ子、綾あや菜なの三人が立っていた。感謝感激の表情だ。


「まさか今日一日で全部やってくれるなんてな。直なお樹き、サンキューな」


「ロッカーが直ってすごく助かりました。高たか村むらセンパイのおかげです」


「高村さん、本当にありがとうございました」


　三人が順番にお礼を言う。


「一いつ所しよ懸けん命めいに働く直樹を見てたら、オレも負けてられないぜって思ったぜ」


「エリもです。相変わらず体に力は入らないんですけど、心がちょっとだけ元気になりました」


「こんな時だからこそ、気持ちだけは負けないようにしなくちゃいけませんよね」


　自分の行動のおかげで三人が少し元気になれたかと思うと、直樹は実に嬉うれしい気分だった。








　そんな直樹を眺ながめる男子生徒達の姿があった。花か壇だんを見下ろせる窓からうつろな目つきで見つめている。


「あれって、二年の高村だっけ。よく働く奴やつだな」


「花壇をいじくる前は、陸上部の備品の整理なんかしてたみたいだぞ」


「俺、あいつが昼休みにファイル運んでるの見たな」


「休み時間にロッカー修理してたって耳にしたぞ」


　男子生徒達は顔を見合わせ、異い口く同どう音おんにその疑問を口にした。


「どうしてそんなに元気なんだ？　俺達はこんなにもぐったりしてるってのに」


「もう何日もまともな食事をしてないんだ。俺達だけじゃなく、村中の住人がヘバってるんだぜ」


「食事をしてない吸きゆう血けつ鬼きが、あんな風に動き回れるはずがない」


「あっ！」


　一人の男子生徒が声を上げる。


「あいつの親おや父じってまだ人間だったはずだよな？　ニンニクのアクが抜ぬけるまでそのままにしとこうって。もしかしてあいつ、親父の血を」


「いや、それはないはずだ」


　別の男子が首を振ふる。


「こんな状じよう況きようだからな。多少ニンニクのアクが残っててもいいから血を吸っちまおうって青年団の連中が考えたそうなんだ。だけど、留守なんだってよ。仕事で東京に行ったきりずっと帰ってきてないらしい」


「となると、親おや父じの血を吸ってるってことじゃないのか」


「だとするとあいつが元気でいられる理由は………」


　うつろだった男子生徒達の瞳ひとみに光が宿る。


　それは、エモノを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのような、ギラついた光だった。
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「ふー、いい湯だったぞ」


　ほかほかと体から湯気を出しながら、直なお樹きが風ふ呂ろの脱だつ衣い所から出てくる。冷蔵庫からよく冷えた牛乳瓶びんを取り出す。


　それを飲むと思いきや、直樹は縁えん側がわから外へと出ると犬小屋の前に立った。銀色の器に牛乳を半分ほど注ぎ入れる。


「マロ、ご飯だぞ」


　犬小屋から、のっそりとした動作で一頭の犬が這はい出してくる。瞳の上の模様が眉まゆ毛げそっくりの面おも白しろい顔の犬。


　高たか村むら家の愛犬、マロだ。


　器に顔を突つっ込み少しだけ牛乳を嘗なめたマロだけど、すぐに止やめてしまった。また犬小屋に戻もどると丸くなってしまう。


「やっぱり普ふ通つうの牛乳じゃだめか」


　心配そうに呟つぶやく。


　高村家で唯ゆい一いつ吸きゆう血けつ鬼き化しているマロだ。この食しよく糧りよう危機の影えい響きようもしっかりと受けてしまっている。最近ではぐったりとして犬小屋からほとんど出てこないほどなのだ。


　残っていた牛乳を直樹は飲み干した。普通においしいし、人間である直樹にとっては栄養的にも問題ない。


「吸血鬼って、不便だよな。呪のろいのかかった牛乳でないと生きていけないなんて」


　しんみりとそう呟いた直樹は、そこで待てよ思い直す。


（いや、違ちがうぞ。別に呪いのかかった牛乳でなくたって生きていけるんだ。血さえ吸えば）


　考えてみれば呪いのかかった牛乳というのはあくまで本来の食料である血液の代用品だ。むやみやたらに人を襲おそったらすぐに人間に見つかり大変なことになってしまうから、村人達は普段は呪いの牛乳で我が慢まんしているというのが適切だろう。


　もし牛達がずっと牛乳を出さなかったらどうなるか？　智とも衣いがそう言って心配していたことを思い出す。


　智衣にエリ子、綾あや菜なは、このまま栄養が足りず力尽つきていく自分を想像したようだけど、果たして村人全員がそうだろうか？


　生き延びるためにタブーを破る村人も多いのではないか？


　人間を襲おそうというタブーを。


　直なお樹きが背筋をブルルッて震ふるわせる。


（カンヅメが長引いてるのは、父さんにとっては幸運なことなのかもしれないぞ。今、父さんが村にいたら、格好の獲え物ものに違ちがいないからな）


　と、玄げん関かんの方から強引なノックの音が聞こえてきた。


「えっ、父さん!?」


　もしそうだったとしたら最悪のタイミングだ。すぐに村から出るように伝えなくちゃならない。


　縁えん側がわから部屋の中へと戻もどると、直樹は玄関へと向かった。焦あせっていたのだろう。外にいるのが誰だれなのか確かく認にんすることなく、直樹は鍵かぎを外し扉とびらを開く。


　そこに立っていたのは、直なお太た郎ろうではなかった。直樹と同じ年代の男子達だ。


　服装こそ私服だけど、見覚えがある男子もいる。治ち水すい高校の先せん輩ぱい達だと直樹はすぐに気づく。


「あの、何か？」


　男子達はただ無言でどやどやと家の中へと入ってきて、直樹を摑つかみ居間へと引っ張っていく。


　栄養が足りず生気の抜ぬけたような顔つきだけど、その瞳ひとみだけは異様な光を放っている。


（そっか、きっと父さんの血が目的なんだな）


　父親の幸運に感謝しつつ、直樹が説明する。


「あの、父さんはずっと東京に行ってて今は」


「そんなことは分かっているさ。俺達が用事があるのはお前の親おや父じじゃない」


　一人の男子が直樹にビシリと指を突つきつける。


「お前だよ！　高たか村むら直樹！」


「僕？」


「ああ、俺達の目は節穴じゃないぜ。お前が今日、学校で慌あわただしく働いているのを見たんだからな」


　勝ち誇ほこったようにそう言われるも、直樹にはさっぱりだった。


「それが、何か問題でも？」


「問題おおありだ。あれは、もう何日もまともな食事をしていない吸きゆう血けつ鬼きにできる動きじゃないんだよ！」


　直樹はあっと声を上げた。目の前の男子達が何を言おうとしているのか理解したのだ。


　学校中、いや、住人のすべてが栄養不足で疲ひ弊へいしている。にもかかわらず直樹はあんなにも張り切って動いていた。


　村の吸血鬼の行動としては、不自然極きわまりなかったのだ。


（川かわ澄すみが言ってた、誰だれが見てるか分からないってのはこういうことだったんだな）


　今さら反省するも時すでに遅おそい。


「分かったんだ。お前の秘密がな。だから、ご馳ち走そうになりに来たんだよ」


　鋭するどく尖とがる牙きばを見せ男子達が笑った。


（ここまでなのか……）


　絶望ってのを感じる直なお樹きに向かって、一人の男子が叫さけんだ。


「高たか村むら、お前牛乳を隠かくしてるんだろ!?」


「へっ？」


「牛乳だよ牛乳。村の牛乳をお前は隠し持ってるんだろう？　それを飲んでたからお前は元気でいられるんだ。そうに違ちがいない！」


　直樹だけピンピンしている理由が、普ふ通つうに食事のできる人間だからって発想にはならなかったようだ。


（よ、良かった。僕の血を狙ねらってきたわけじゃないようだぞ）


　ホッと胸を撫なで下ろす直樹だけど、安心するのは早かった。


「牛乳をよこせよ！」


「さっさと出せ！」


　男子達が詰つめ寄ってくるが、高村家に渡わたせる牛乳なんてあるはずもない。


　かといって、『村の牛乳を隠し持ってたりなんかしていません。普ふ通つうにご飯を食べていたから元気なのです』などとは口が裂さけたって言えない。正体を暴ばく露ろすることになる。


　苦肉の策で、直樹は声を絞しぼり出した。


「その……、ついさっき飲んじゃったんです。もう一本も残ってません」


「何だと!?　噓うそを言うな!?」


「だったら確かめさせてもらうぞ！」


　男子達がどやどやと台所へと入っていく。冷蔵庫を開けたり床ゆか下した収納や戸と棚だなを覗のぞいたり、さらには押おし入いれ、トイレや風ふ呂ろ場まで調べた。もちろん牛乳なんてない。冷蔵庫にあった普通の牛乳も先さき程ほど直樹が飲み干してしまっている。


「駄だ目めだ、どうやら本当みたいだぜ」


「空っぽの牛乳瓶びんしか残っちゃいない」


　家や捜さがしを終えた男子達が、落らく胆たんの息を吐はく。


　よほど期待していたのだろう。裏切られた想おもいは怒いかりへと発展した。


「高村、よくも最後の一本を飲んでくれたな！」


「体がだるく出歩くだけでも大変だってのに、わざわざここまで来たんだぞ！」


「許せん。許せんぞ！」


　男子達の瞳ひとみが真っ赤に染まる。口から牙、そして鋭い爪つめがニョキッと伸のびた。


　怒いかりを直なお樹きにぶつけようと飛び掛かってくる………と思いきや、男子達はがっくしと肩かたを落とす。


「駄だ目めだ。一発殴なぐってやりたいが、そんな元気ないぜ」


「こんな下らないことでエネルギーを使うのも馬ば鹿からしい。帰ろうぜ」


　ぞろぞろと家を出ていこうとする男子達だったけど、その中の一人が不意に足を止めた。


「ん？」


　直樹に顔を近づけるとフンフンと鼻を鳴らす。


「なあ、高たか村むら。お前、何だかいい匂においがしないか？」


「はあ、さっき風ふ呂ろに入ったばかりだから。石せつ鹼けんの匂いだと」


「そーじゃねーよ。もっとこう何て言うか、うまそうな匂いなんだよ」


　興味を覚えたのか、他ほかの男子達も直樹に顔を近づける。


「そうだ、かすかだけどうまそうな匂いがするぞ」


「まるで人間みたいな匂いじゃないか」


「………違ちがう。これは人間みたいな匂いじゃない」


　男子の一人が目を見開き叫さけんだ。


「これは、人間そのものの匂いだ！　間違いない！」


　直樹の頭から血の気が引いた。


（ど、どうして気づかれたんだ？　これまでいい匂いって言われたことはあっても、人間だって気づかれたことはなかったのに。ましてやこっちは風呂に入ったばかりなんだぞ）


「高村！　どういうことか分からんがお前は人間だったんだな！」


「これまで俺達を、いや、村中を騙だましてたんだな！」


「とんでもないことだぞ！　本当なら村役場に突つき出し厳重に罰ばつしてもらわなくちゃならない」


「だけど、俺達は優やさしい先せん輩ぱいだから特別に秘密にしておいてやろう」


　男子達はニヤリと笑った。


「その血を、くれるならな」


　一いつ瞬しゆんでその顔が吸きゆう血けつ鬼きのそれへと変わる。牙きばを剝むき出し、爪つめの伸のびた指をわしわしと動かした。


「逃にげるなら逃げろ！　弱っているとはいえこの人数ならお前一人追い詰つめることぐらいわけないぜ！」


「それとも、お前が人間だって村中に言いふらしてやろうか？　ただでさえ人間の血は最高のご馳ち走そうだってのに、今は村中が飢うえてるんだ。どうなるか想像してみるんだな」


　絶体絶命のピンチの中、その声は響ひびいた。


「お邪じや魔まします」


　そう言って家の中へと入ってきたのは、季き代よ実みだった。直樹を取り囲む男子達に気づき、不思議そうな顔をする。


「先せん輩ぱい達、どうかしたんですか？」


「二年の川かわ澄すみか。こんな時に来やがって」


　分け前が減ると思ったのだろう。男子達が顔をしかめた。


「まあいい、追い返すのも面めん倒どうだから教えてやる。この高たか村むら直なお樹きは人間だったんだ！　これまでずっと俺達を騙だましてたんだ!?」


「人間!?　直樹君が？」


　キョトンとした顔をしてから、季き代よ実みはクスリと笑った。


「何言ってるんですか？　そんなことあるはずないじゃないですか。だって、直樹君は私が嚙かみついて吸きゆう血けつ鬼きにしたんですよ」


「どういうことかは俺達だって分からん。だが確かに高村は人間なんだ。匂においが人間そのものなんだ！」


　そう断言する。


「匂い……ああ、そういうことか」


　季代実は軽く頷うなずくと、直樹を見た。


「直樹君、それ、お父さんの寝ね間ま着きでしょ。しかもずっと洗せん濯たくしていない。だから間ま違ちがえられたりするのよ」


「えっ」


　突とつ然ぜんのことにもたつく直樹。だって今着ているのは正しよう真しん正しよう銘めい自分の寝間着なのだから。それは季代実だって知っているはずだ。


（そうか、分かったぞ）


　さすがに鈍どん感かんな直樹も、季代実の意図に気づいた。


　頭の後ろに手を回すと、直樹は精せい一いつ杯ぱいの余よ裕ゆうを作って笑った。


「いや～～、そーなんだよ。これ、父さんの寝間着なんだよ。人間の匂いがプンプンなんだ。おかげで先輩達に誤解されちゃったみたいでさ。僕が人間のままだなんて、そんなのありえない話だよ。うんうん」


「親おや父じの……寝間着か」


「人間の匂いはそこからしてたってことなのか」


「そうだよな。落ち着いて考えれば、こいつが人間のはずがないよな」


　男子達は、がっくしと脱だつ力りよくした。


「どっと疲つかれたぜ。帰るぞ」


「ああ、こんなことなら家で大人しくしてりゃ良かった」


　ぞろぞろと男子達が引き上げていく。高村家は元の静けさを取り戻もどした。


「あ、危なかった」


　へなへなとその場に座り込む直なお樹きに、季き代よ実みが冷ややかに言う。


「二十八点」


「え？」


「さっきの直樹君の演技の点数よ。噓うそがバレるんじゃないかって私、ヒヤヒヤしたわ」


　こっちも精せい一いつ杯ぱいやったんだと反論したいところだけど、季代実の機転のおかげで救われたのだから何も言えない。


「もうちょっと演技ってのも勉強するよ」


　ぶすっとしてそう呟つぶやく。


「だけど川かわ澄すみ。どうして家に？　まあ、おかげで助かったから大だい歓かん迎げいなんだけど」


「きっと直樹君のことだから、私の忠告なんて忘れて能天気に張り切ってたんだろうな。そして誰だれかに見られて不ふ審しんに思われたんだろうな。そう思ったら、心配でたまらなくなっちゃって。様子を見にきたのよ」


　季代実の体が少しぐらついた。


「来て、正解だったみたいね………」


　季代実の体から力が抜ぬけた。その場に崩くずれるように倒たおれる。まるで朝礼で貧血を起こした女生徒のように。


「か、川澄！」


　直樹が慌あわてて駆かけ寄る。


「大だい丈じよう夫ぶか!?」


「大丈夫……よ。少し、フラついただけだから」


　起き上がろうとする季代実だけど、体に思うように力が入らない様子だ。


「とうとう、エネルギー切れみたいね」


　季代実は、静かに微笑ほほえんだ。


「まだ動けるうちに、直樹君を助けられて……良かった」


「川澄………」


　しばし言葉を失った直樹は、何かに気づきハッとする。


「そうだ、待ってろよ」


　父親の書しよ斎さいに飛び込むと、物で溢あふれた机を引っかき回す。古いカッターナイフを見つけるとそれを握にぎり締しめた。


「川澄、今元気にさせてやるからな」


　チキチキと音を立てカッターナイフの刃はを出すと、それを自分の親指へと押し当てる。


　力強く横に引くよりも前に、季代実の声が飛んだ。


「止やめて、直樹君。お願いだから」


　弱々しくも、しっかりとした声だった。


「それをされたら、今の私は歯止めがきかなくなっちゃうから。本能のまま、直なお樹き君を襲おそってしまうから。そんな姿、直樹君には見られなくないの」


「川かわ澄すみ……」


　季き代よ実みのまっすぐな瞳ひとみに、直樹はカッターナイフに込めていた力を抜ぬく。


「直樹君。もう一つだけ、忠告してもいい？」


「ああ、何でも言ってくれよ。今度はちゃんと守るから」


　何度も頷うなずく直樹に、季代実はこう言った。


「すぐに、この村を出ていってくれない？」


「え？」


　思いがけない言葉に啞あ然ぜんとする直樹。


「さっき、先せん輩ぱい達は直樹君の人間の匂においに気づいた。きっと飢うえているせいで匂いに敏びん感かんになってるのよ。このまま村にいたら、すぐに直樹君が人間だってことはバレてしまうわ。だから、その前に村を出るの」


「だったら、だったらいっそのことバレるまえに吸きゆう血けつ鬼きになってしまえば。ちゃんと僕が選んだ人に嚙かまれて」


「それこそ……駄だ目めよ」


　季代実が首を横に振ふる。


「前だったら大だい歓かん迎げいだったけど、今は賛成できないわ。だって今、この村の吸血鬼は窮きゆう地ちに陥おちいっているんだから。食しよく糧りよう不足っていう名のね」


　季代実は続ける。


「ひっそりと村で滅ほろぶのか？　それとも、村を出て人間を襲うのか？　私達が選べる道はこの二つだけ。もし人間を襲ったら、すぐに秘密が広く知られることになるわ。怪かい奇き映画のように心臓に杭くいを打たれるなんてことはなくても、捕つかまって隔かく離りされるぐらいは覚かく悟ごしなくちゃ。どっちにしろ、この村はお終しまいよ」


　季代実がほっそりとした手を直樹に伸のばした。しっかりと手を握にぎり訴うつたえる。


「だから直樹君は今のうちにこの村を出て！　この村の最後に巻き込まれないうちに……」


　まっすぐで真しん剣けんな瞳だった。涙なみだが滲にじんでいる。おそらく、それは演技ではないだろう。


「………きないよ」


　直樹がかすれた声を絞しぼり出した。


「まだ人間のままだけど、それでも僕は、僕はこの村の住人なんだ。一人だけ逃にげるなんてできない。川澄達を置いていくなんて絶対に嫌いやだ！」


　強い気持ちを口にする。


「それに、まだ悲ひ嘆たんにくれるのは早いじゃないか。このままずっと牛乳が出ないなんて誰だれが決めたんだよ」


　すくっと立ち上がる。


「僕、ちょっと会長の家まで行ってくるよ。会長に牛達の様子を聞いてくる。もしかしたら、少しは好転してるかもしれないしな」


　二階の自室へと向かうと、直なお樹きは寝ね間ま着きを脱ぬぎ捨て動きやすい私服に着き替がえる。ダダダダダと足音を立てて階段を下りた直樹は、居間に首を突つっ込み季き代よ実みにもう一度だけ強く言った。


「絶対に、一人だけ逃にげるなんてしないからな！」


　家を飛び出し自転車にまたがった直樹は、夜の世界へと漕こぎ出した。


　目指すは一路、紅べに華かの家だった。
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　真暗な夜の道を、直樹は全力で自転車を走らせた。街がい灯とうは少ない田舎いなかの道。自転車のライトの光が闇やみの中へと吸い込まれてしまう。


「思ったより時間がかかってるけど、きっとまた牛乳は出るようになる」


　何度も何度もその言葉を繰くり返す。


　根こん拠きよも何もない希望にすぎないことは分かっていた。綾あや菜なにすら連れん絡らくが来ていないのだ。状じよう況きようが好転しているとは考えにくい。


　それでも直樹は自転車を走らせずにはいられなかった。いてもたってもいられなくなってしまったのだ。


　全力で自転車を漕ぐこと数十分。直樹は紅華の家へ到とう着ちやくする。門の脇わきに自転車を停とめた直樹は、インターホンのボタンを押した。


　装置が故障しているのだろう。まるで反応がない。


「まいったぞ」


　門の隙すき間まから覗のぞくと、灯あかりがついているのが見える。留守ではないようだ。


（直接扉とびらまで行ってノックするか。せっかくここまで来てトンボ返りってのもアレだしな）


　多少の後ろめたさを感じながらも、直樹は門の支柱をよじ登る。それほどの高さでもないから軽く越こえることができた。


　そのまま、神楽かぐら家の玄げん関かんへと向かう。少し緊きん張ちようしたけれど、勇気を出してノックをしようとした時だった。直樹の耳に声が飛び込んでくる。


　強い口調の女性の声だった。すぐ近くの灯りのついた窓からそれは聞こえてくる。


（どうしたんだ？）


　好こう奇き心しんを覚えて、直樹はそっと窓まど際ぎわへと近寄った。薄うすいレースのカーテン越しに人ひと影かげが見える。一人はゴージャスな髪かみの毛けで紅華だと分かった。もう一人は、ソファーに腰こしを下ろした男性だ。


「お父様！　お願いですからもう少しだけ待ってください！」


　紅べに華かの言葉から、その男性が彼女の父親だと判明する。


（会長のお父さん!?　この村の陰かげのボス!?）


　ゴクリと喉のどを鳴らす直なお樹きの頭に、智とも衣いから聞いた名前が浮かぶ。


（神楽かぐら……剛ごう三ぞう）








「私はもう十分に待ったつもりだ。紅華」


　ソファーに体を預け、神楽剛三は太く張りのある声で言った。


　精せい悍かんな顔立ちの男性だった。大おお柄がらでがっしりとした体つき。立ち上がれば背もさぞや高いだろう。


「どうしてもと言うから私はお前に対処を任せた。にもかからわず結果は出ていない。お前ももう分かっているんだろう？　今のままでは牛達は乳を出さないと」


　悔くやしそうに紅華は歯は嚙がみした。少しでも牛達に好転の兆きざしが見えていれば、反論することもできただろう。だけど結果は皆かい無むだった。


「村のライフラインたる牛乳の供給が途と絶だえ早はや十日。村の状じよう況きようはもはや限界に近い。村人達は栄養不足で苦しみ日に日に衰すい弱じやくしている。背に腹は替かえられないと、隣となり町まちへ行き人間を襲おそおうと計画している者達もいる。一度火がついたら私でも彼らを抑おさえることはできないだろう」


　剛三が深く息を吐はき出した。


「だからこそ、あれしかないのだ。確実に牛達に乳を出させるためにはな。どんなにお前が不快に思おうが、村を救うためには仕方のないことだ」


「しかし、お父様……」


　何かを言おうとする紅華を、剛三は言葉で遮さえぎった。


「目を覚ませ！　紅華。お前が心配すべきは誰だれとも分からない人間ではなく、この村の住人である吸きゆう血けつ鬼き達だ！　それとも、お前は村が滅ほろぶことを望んでいるのか!?」


「そんなことは……」


　紅華が言葉を詰つまらせる。


「分かったなら、力を貸してくれるな？」


　穏おだやかだが、有う無むを言わせぬ一いつ喝かつだった。


「はい、分かり……ました」


　うつむいた紅華は、静かに返事をする。


「それでいいんだ。では明日、頼たのんだぞ」


　剛三がソファーから立ち上がり部屋を出ていく。


　紅華はその場でうなだれた。


「村を救うためには仕方がない。そんなことは分かってますわ。分かってますけど……」


　そこで、紅べに華かは頭を持ち上げた。


　彼女の耳が、その音を捉とらえたのだ。窓の外から聞こえてきた、ヘックションというクシャミの音を。


「誰だれですの!?」


　窓まど際ぎわに歩み寄り、レースのカーテンをかき分け窓を開く。そこから顔を出した紅華は、必死にうずくまり身を隠かくそうとしている侵しん入にゆう者の存在に気づいた。


「高たか村むら……クン？」


　険しい表情で呟つぶやく。


「こ、こんばんは。お邪じや魔ましてます。あの、決して盗ぬすみ聞ぎきするつもりはなかったんですよ。インターホンが壊こわれてて、直接ドアをノックしようと思って門を乗り越こえてきたら、声が聞こえて」


「聞いて……しまいましたのね。お父様が言っていたことも」


「は、はい」


　頷うなずいた直樹は、希望に満ちた顔を紅華に向ける。


「牛達に牛乳を出させる確実な方法があるんですね!?　これでみんな助かるんですね!?」


　紅華は、悲しそうに目を伏ふせた。








　無言で歩く紅華の後ろを、直樹はただ黙だまってついていった。


　いろいろと聞きたいことはあったのだけど、紅華の張り詰つめた雰ふん囲い気きがそれを許してくれなかったのだ。


　あの後、紅華は少し待つよう直樹に告げると家の奥へと引っ込んでいった。しばらくすると、玄げん関かんから姿を現す。ただ一言、「ついてきて」とだけ言ってスタスタ歩き出したのだ。


　開かれた門から外へ出て夜道を歩くこと少し。紅華がやって来たのは小さな教会だった。


　かつて、この村にやって来た宣教師のために建てられた教会だ。ここに来るのは直樹は初めてではない。平ひら山やま先生の結婚式の時に一度来ている。


　教会の前までやって来ると、紅華は足を止めた。建物を見上げ口を開く。


「エリオット神父は、この村を離はなれる時、吸きゆう血けつ鬼きになってしまった住人達が穏おだやかに暮らせるよう二つの呪のろいをかけた。そして、何か問題が起こった時のために、一冊さつのノートを残した」


　紅華が振ふり向き、直樹の顔を見る。


「そのノートに書いてありましたの。牛達が牛乳を出さなくなった時の対処法。牛達のストレスを一晩で解消する方法が」


「えええええ！」


　驚おどろいた直なお樹きが目を大きくする。


「もっとも、吸きゆう血けつ鬼きの眠ねむり病びようと同じくこのことは翻ほん訳やくされず村のみんなにも知らされませんでしたわ。知っているのはわたくしとお父様の二人だけですわね」


　軽く息を吐はき出し、紅べに華かは続けた。


「山やま田ださんから事情を説明されたお父様は、ただちにその方法を行おうとしましたわ。だけど、わたくしが止めましたの。この件はわたくしに任せて欲しいって。わたくしのやり方でやらせてくれないかって」


「どうしてなんですか？　一晩でどうにかなる方法があるんだったらそれを実行すれば良かったじゃないですか!?　そしたらみんな苦しい思いをしなくてすんだのに」


　興奮した直樹は、半ば非難するようにまくしたてた。


「その方法が問題でしたのよ。お父様はともかく、わたくしはどうしても納なつ得とくできませんでしたわ。ええ、どうしても」


　紅華が、悲しそうに目を伏ふせる。その表情に、直樹の興奮も冷める。


（そっか、そうだよな。翻訳されなかったぐらいだから、何か問題のある方法に違ちがいないか……）


　直樹は深刻度３００パーセントで尋たずねた。


「会長、その方法って、どんななんですか？」


「それは………」


　紅華は、苦く渋じゆうに満ちた顔で唇くちびるを嚙かみしめてから、静かに答えた。


「牛達に、運動させることですわ」


「へっ!?」


　深刻度が、一気に０になった。


「運動って、体を動かすあの運動ですか？　智とも衣いが大好きな」


「ええ、体を動かす運動ですわ。牛達に全力で運動させれば、ストレスが解消され再び牛乳を出すようになりますの」


　真ま面じ目めな顔で紅華が頷うなずく。


「何だ、運動ですか。そんなんで良かったんですか」


　呆あつ気けにとられたようにポカンとしてから、直樹は明るく言う。


「だったらそれこそ智衣の出番ですよ。牧場で言ってたみたいに外に出して棒で尻しりをひっぱたいて走らせれば」


「わたくしも前はそう思ってましたわ。去年、この村の牛の正体があんなだって知るまでは」


　直樹の頭に、忌いまわしき記き憶おくが蘇よみがえる。


　牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくするために牧場に泊とまったあの夜。訪おとずれた牛舎で見た、まるでコウモリのように逆さまになって眠る牛達の姿。飛ひ膜まくのような翼つばさをつけた足を羽ばたかせ、直樹を追いかけた恐おそろしい怪かい物ぶつ達。


　克こく服ふくしたはずの牛恐きよう怖ふ症しようがぶり返しそうになる。


「お父様に教えられましたわ。牛達を全力で運動させるということは、夜中にのみ見せる吸血牛の姿で思い切り飛び回らせること。そして、あの牛達がその本能のままに飛び回るのは、人間を追いかける時だけ。つまり、再び牛乳を出させるためには、人間の生いけ贄にえを用意しなくてはならない。どうしてわたくしが生贄と言うのか、理由は分かりますわね？」


　直樹は静かに頷うなずいた。


　追いかけられた直樹だから分かる。あの吸血牛に襲おそわれたら、血を吸われるどころじゃすまないだろう。頭からバリバリと嚙かみ砕くだかれてしまうに違ちがいない。


「会長は、人間を生贄にするのが嫌いやだったんですね。だから、別の方法で解決しようと……」


　先さき程ほど、紅べに華かを非難しかけていた自分が恥はずかしくなる。


「夕ゆう月げつ祭りで人間を追いかけ回しているわたくしが何を言っているのと思うかもしれませんわね。だけど、少なくとも夕月祭りでは死人は出ませんわ。襲われて血を吸われても、吸きゆう血けつ鬼きとなるだけ。でも、今回は違いますわ」


　紅華は両手で自分の体を抱だきしめる。


「わたくし達吸血鬼が生き延びるために、人間の命を犠ぎ牲せいにしてしまったら……。わたくし達はその時、本当の怪かい物ぶつになってしまうような気がしましたの。ですから、多少時間はかかっても別の方法で解決しようと思いましたわ。もっとも、何をしたって駄だ目めでしたけどね」


　自分の無力さを嘆なげいてから、諦あきらめたように息を吐はき出した。


「お父様の言うとおりですわ。もう村は限界ですもの。村が救われるためには誰だれかに犠ぎ牲せいになってもらうほかありません」


　悲痛な決意を固めたように、紅華は唇くちびるを引き結ぶ。


「明日の夕方、隣となり町まちへ行きますわ。人間を何名か、村へ連れてこないと」


「えっ、会長がやるんですか!?」


　驚おどろく直樹に、紅華は静かに頷いた。


「それが、少しの間わたくしに任せてもらうための条件でしたの。もしわたくしが失敗したら、その時はお父様に協力し生贄を集めるって」


　確かに紅華は適任だろう。彼女程の美び貌ぼうがあれば、声をかけられた男はほいほいとついてくるはずだ。


　その先に、地じ獄ごくが待っているとも知らずに。


「わたくしは、卑ひ怯きようですわね。高たか村むらクンにこんな話をするなんて」


　ポツリと、紅華が呟つぶやいた。


「この村が人間の命を犠牲にして救われる。その事実を一いつ緒しよに背負ってくれる人物に、わたくしは高村クンを選んでしまったんですわ。たまたま高村クンが立ち聞きをしていたことを理由にして。誤ご魔ま化かそうと思えば誤魔化せたはずなのに……」


　直なお樹きへと向けた紅べに華かの顔には、いつものような高たか飛び車しやな色はなかった。瞳ひとみには大おお粒つぶの涙なみだが浮かんでいる。


「ごめんなさい、本当にごめんなさい」


　かすれた声で謝ると、紅華は逃にげるように走り去っていった。


「会長……」


　その後うしろ姿すがたを見つめることしか、直樹にはできなかった。
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　自転車を押しながら、直樹は一人帰路についていた。


　気分は憂ゆう鬱うつそのものだった。


「牛に牛乳を出させる方法が、まさかあんなだったなんてなあ」


　最後に紅華が見せた泣き顔が思い出される。プライドも気位も果てしなく高い紅華が、よりにもよって直樹にそんな顔を見せたのだ。


　その血を狙ねらっているという関係上、常に上位に立っていなければならない直樹に。


　それだけでも、彼女の思い詰つめ度ど合あいが窺うかがえる。


　明日の夜、人間が生いけ贄にえとして吸血牛に捧ささげられる。


　そして、その人間を誘さそうのは、他ほかならぬ紅華の仕事なのだ。


　相手はあの吸血牛だ。十分な運動をさせるには人間一人では荷が重い。三人、六人、下手をしたらもっと必要かもしれない。


　その人数分だけ、誘う紅華は十じゆう字じ架かを背負うことになるだろう。


　さすがに、ひどい話だと思った。


　紅華にそんなことはさせたくないし、第一、牛に生贄を捧げるという解決法にだって嫌けん悪お感を覚える。同じ人間としても認められるものではない。


　だけど、それをしないとこの村が救われないというのも悲しい現実だった。


（別に吸血牛に食べられなくちゃならないってことじゃない。要は思い切り運動させればいいだけなんだ。一晩逃にげきれば助かるし、牛達は牛乳を出すようになるはずだ）


　そう思うけど、それが不可能に近いことは直樹にはよく分かっていた。


　何せ、あの吸血牛だ。さんざん追いかけられた直樹だから、彼女らの恐おそろしく素す早ばやい動きも知っている。


　そう、背筋を凍こおらせるように恐ろしい吠ほえ声ごえのことも、飛ひ膜まくのような翼つばさがどれだけの突とつ風ぷうを巻き起こすのかも、直樹は知っているのだ。


「………………」


　直なお樹きは足を止めた。何か思い詰つめたような深刻な表情で立ち尽つくす。


「一番のハッピーエンドは、生いけ贄にえの人間が生き延びることなんだ。それで再び牛乳が出るようになる。会長は何も背負わずにすむ」


　直樹は、徐じよ々じよに声を大きくして続ける。


「生贄は、足が速くてなおかつ敵のことをよく知っている人物が一番のはずだ」


　そんな人物は一人しか知らない。


　そう、他ほかならぬ自分だった。


　大きく深呼吸してから、直樹は大きく頷うなずいた。


　決意が固まった瞬しゆん間かんだった。


　自転車に飛び乗るとペダルに体重を乗せる。目的地目め掛がけて全速力で突つき進む。


「僕はあの時よりこの村の地理に詳くわしくなっている。だから逃にげ道みちだって悩なやまない！」


　自分を奮い立たせるため、大声を出す。


「僕はあの時よりも、足あし腰こしは鍛きたえられている！　だって何度も追いかけ回されてるんだから！」


　さらに声を大きくする。


「僕はあの時より、この村を好きになっている！　川かわ澄すみのことも、智とも衣いのことも、エリ子ちゃんのことも、沢さわ田だセンパイのことも、それから会長のことだって、守りたいと思っている！　今回は、この村と、彼女達を守るための戦いだ。だから負けない！」


　最後に、直樹は力一いつ杯ぱいに叫さけんだ。


「待ってろよ！　五十頭の巨きよ乳にゆう娘むすめ達め！　僕がひーひー言わせてやるからな！」








　治ち水すい牧場に、朝が訪おとずれた。


　従業員宿舎から、よろめくような足取りで山やま田ださんが出てくる。


　その顔に、明るさはなかった。栄養不足だけでなく、精神的にも憔しよう悴すいしきっていた。


　牧場主として、責任を感じてしまっているのだ。


「どうせ、今日も牛乳は出ないだろう」


　かつての豪ごう快かいさなどどこ吹ふく風。すっかりネガティブになってしまった山田さんは、慨がい嘆たんするように吐はき出す。


「明日も明後日あさつても、牛乳は出ないんだ」


　ぶつぶつと呟つぶやきながら、牛舎の扉とびらを開く。


　牛舎の中へ山田さんは足を踏ふみ入れた。すでに牛達は起きていた。立ち上がり口をもぐもぐさせている。


「そしてこのまま、治水村は滅ほろんでしまうんだ。そうに決まって……」


　山田さんの言葉が止まった。瞳ひとみが丸くなり、口は拳げん骨こつが入るくらいに開かれている。


　気づいたのだ。牛の乳ち首くびの先っぽからポタポタとしたたる白い液体の存在に。


　しかもそれは一頭ではない。


　花はな子こも美よし子こもトメ子もスミレも俊とし江えも麦むぎ代よもお静しずもお竜りゆうもエリザベスだって、見る牛見る牛すべての牛が、ポタポタと牛乳をしたたらせているのだ。


　山やま田ださんは牛舎を飛び出すと、ぐったりとした様子で宿舎から出てくる従業員に怒ど鳴なった。


　泣いてるのか笑ってるのかよく分からないくしゃくしゃの顔で怒鳴った。


「早くミルカーの用意だ！！！　娘むすめ達の巨きよ乳にゆうが泣いてるぜ！」


　牛達の復活と共に、山田さんの下品なジョークも不死鳥のごとく蘇よみがえったのだった。
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　どんよりと曇くもった朝の空の下、智とも衣いは弾はずむような足取りで走っていた。


　つい先日までの気だるい感じは微み塵じんも感じられない。陸上部らしい奇き麗れいなフォームで軽快に走る彼女の顔は、すがすがしい笑えみに包まれている。


　その手に握にぎられているのはバトンではない。一本の牛乳瓶びんだった。


　智衣がやって来たのは村外れの一いつ軒けん家や、直なお樹き宅だ。


「おっす！　直樹！　入るぜ！」


　無ぶ遠えん慮りよに玄げん関かんの扉を開けると、智衣はさっさと靴くつを脱ぬぎ上がり込む。


「起きてるか!?　直樹!?　大ニュースがあるんだぜ！」


　明るい大声を振ふりまきながら居間へと足を踏ふみ入れた智衣は、そこで横たわっていた意外な人物に驚おどろいた。


「き、季き代よ実み！　お前、どーしてこんなとこで眠ねむってんだよ!?」


　力なく季代実が顔を上げる。


「あれ、もう朝なの？　結局私、泊とまっちゃったみたいね」


「とととと、泊まっただって！　ななな、何てことするんだよ！　今は直樹の親おや父じさんだっていないんだぞ。つまり昨夜ゆうべはお前と二人きり……」


　愕がく然ぜんとする智衣の手から、牛乳瓶が落っこちた。畳たたみの上に落ちた牛乳瓶がコロコロと季代実の前まで転がる。


　何気なくそれを手にした季代実だったけど、生ぬるい感かん触しよくに不思議そうな顔をする。


「これ、冷えてないわね」


「え、ああ。そりゃそうさ。牧場から搾しぼりたてのを大急ぎで運んできたらしいから。マロの奴やつがひもじい思いをしてると思って持ってきたんだよ。それより季代実、どういうことなのか詳くわしく」


　智衣の探求を季代実はまともに聞いてはいなかった。『牧場から搾りたて』って言葉の直後には、蓋ふたをひっぺがし牛乳瓶に口をつけていた。


　ごくごくごくと喉のどを鳴らして飲み干した季き代よ実み。瞳ひとみに力が戻もどり顔色も改善する。


「おいしい、やっぱり村の牛乳は違ちがうわ」


　うっとりとした息を吐はき出してから、智とも衣いに顔を向けた。


「牛乳が、牛乳が出るようになったのね!?」


「ああ、これまでの不調が噓うそだったみたいに、ドッバドッバ出るようになったんだってさ。もう村中は大喜びだ。運ばれてきた牛乳を浴びるように飲んでるぜって、そんなことはいいんだよ」


　智衣が怖こわい顔をする。


「季代実、ちゃんと説明しろよ。どうしてお前が直なお樹きんとこに泊とまったりしたんだよ!?　ききき、昨日の夜は何があったんだよ」


「大だい丈じよう夫ぶよ、智衣さんが心配しているようなことは何もなかったから」


　牛乳を飲み、いつもの余よ裕ゆうを取り戻もどした季代実がそう答える。


「直樹君の様子を見にきて、そのまま私、力尽つきて倒たおれちゃったの。で、今の今まで眠ねむっていただけよ」


　説明はされたものの、まだ納なつ得とくのいかない様子の智衣。


　と、高たか村むら家に別の声が響ひびいた。


「高村センパーイ！！！　大大大ニュースです！　牧場の牛達が牛乳を出すようになったんですよ！」


　家に飛び込んでくるのはエリ子だった。智衣と同じように手には牛乳を握にぎり締しめている。


　続いて、綾あや菜ながやって来る。


「高村さん！　牛乳が、牛乳が出るようになったんです！」


　御お馴な染じみの面めん子つが大集合だ。


「エリ子、綾菜、お前ら朝っぱらから何しに来たんだよ」


　智衣は不ふ機き嫌げんそうに尋たずねる。


「報告に決まってるじゃないですか。高村センパイだって心配してるだろうし、早く知らせてあげなくちゃって。牛乳を飲んで元気になったエリを見て安心して欲しかったし。あ、それとマロちゃんに牛乳を」


「わたしも、同じです。マロちゃんがお腹なか空すかしてると思って」


　ばう　ばうばう！


　裏庭からマロの吠ほえ声ごえがする。ちゃんと栄養になる牛乳の到とう来らいを察知したようだ。


　エリ子と綾菜は裏庭へと出ると、マロの器にたっぷりと瓶びんの牛乳を注いだ。マロはふがふがと音を立てすごい勢いでそれを飲む。


　満足気にそれを眺ながめてから、エリ子が振ふり向いた。


「それで、高村センパイはどこですか？」


「あ、そうだ。直なお樹きとまだ会ってなかったんだ」


　季き代よ実みの昨夜ゆうべは泊とまってた発言に動どう揺ようして、すっかり忘れていたようだ。


「おーい、直樹！　どこだ？」


　狭せまい家の中で直樹を呼ぶけど、返事はなかった。


「あいつ、まだ眠ねむってんのか？　こんなおめでたい時だってのに」


　ダダダダと階段を駆かけ上がる智とも衣い。だけどすぐにうかない顔で下りてくる。


「おかしいぞ、直樹の奴やついないじゃないか」


「そういえば高たか村むらセンパイの靴くつもありませんよ。どこか出かけてるんじゃ？」


　一同が首をひねる中、季代実が思いついたように呟つぶやく。


「直樹君あれっきり戻もどってこなかったんじゃ？」


「何か知ってるのか？」


　三人が季代実に詰つめ寄る。


「昨日の夜、直樹君、会長に牛達の様子を聞くって言って飛び出していったの。もしかしたらそれっきりかもしれないわ」


「紅べに華かの家に行ったのか？」


　智衣が深刻な顔をする。


「昨日の夜は、まだ牛乳は出ていない。紅華の奴やつも飢うえてたってことだな。そんなところへひょこひょこ出かけていったとなると……」


「高村センパイ！　神楽かぐらセンパイの餌え食じきになったかも!?」


「そんなはずありません。会長はそんな節操のない方じゃ……」


　紅華をかばおうとする綾あや菜なだけど、


「でも、状じよう況きようが状況ですから……ひょっとしたら」


「ベ、紅華の家に行くぞ！」


「はい！」


　玄げん関かんから智衣とエリ子が飛び出した。少し遅おくれて綾菜と季代実も追いかける。


　だけど、彼女達が紅華の家へ到とう着ちやくすることはなかった。探している人物とすぐに遭そう遇ぐうしたのだから。


　高村家へと続く道を、木の棒を杖つえにしながら足を引きずるようにして歩いてくる直樹。その服装はボロボロだった。全身は泥どろや土で汚よごれ、擦すり傷きずや切り傷も多数見られる。


　満まん身しん創そう痍いって言葉がここまで似合う若者も珍めずらしいだろう。


「一晩生き延びてやった……ぞ」


　言葉と一いつ緒しよに血ち反へ吐どまで出てしまいそうな疲ひ労ろう困こん憊ぱいした声で、直樹は呟いた。


　宣言と違ちがって、ひーひー言ってたのは直樹の方だけど、とにかく一晩逃にげて逃げて逃げまくって逃げ抜ぬいたのだ。


　本当に、過か酷こくな一晩だった。吸血牛達の猛もう攻こうを避さけるため、森や林を走り回った。時には川に飛び込み水中を泳いで逃にげたりもした。死にかけた回数はクラス全員の両手を使っても数えきれないだろう。


　こうやって生き延びた今なら直なお樹きは断言できた。もし今度同じことをしたら、間ま違ちがいなく自分は死ぬんだろうなって。


　それぐらい、今回の生せい還かんは運の要素が強かったのだ。


「直樹！」


「高たか村むらセンパイ！」


「高村さん」


　前方から声がし、直樹は顔を持ち上げる。こっちに向かってやって来る智とも衣いとエリ子、綾あや菜な。そして、季き代よ実みの姿に気づく。


「みんな元気になったってことは、牛乳はちゃんと出たってことか」


　とてもじゃないけどそんな体力残ってないから牧場まで確かく認にんには行っていなかった。駆かけ寄ってくる智衣達の姿を見て、直樹は牛が乳を出すようになったのだと知った。


「良かった、本当に……良かった」


　嬉うれしい気持ちになる直樹に、駆け寄ってきた智衣らが声をかける。


「おい、直樹！　どーしたんだよその格好は!?　ボロボロじゃねーか」


「もしかして、神楽かぐらセンパイに襲おそわれちゃったんですか？　それで、逃げる途と中ちゆうでそんなことに……」


「そんなんじゃないよ、実は……」


　自分が為なし遂とげた偉い業ぎようを自じ慢まんしようとする直樹だったけど、


（吸血牛のことを話すってことは、会長のことも話さなきゃならないってことだよな）


　紅べに華かが村を救うためにした、人間を生いけ贄にえとする決断のことも。


「実は……」


　直樹は頭の後ろに手を回すとヘラヘラッて笑った。


「会長の家から帰る途中で道に迷っちゃってさ。滑すべって転んで山を転がり落ちて川に落ちて、そりゃーもう大変だったんだ」


「ったく、お前はドジなんだから」


「そうですよ。夜道は暗いんですから気をつけてくださいね」








　少し離はなれた場所に一台の高級車が停とまる。後部座席から外へと出た紅華は、ボロボロになった直樹の姿を瞳ひとみに映した。


「まさかと思っていたけれど、やっぱりあなたでしたのね。高村クン」


　泣き笑いのような表情になる。


「死んだっておかしくないのに、むしろ生き残る方が難しい行こう為いですのに。あなたはそれを、やってくれた。そして、この村を救ってくれた」


　いいえと、紅べに華かは首を振ふる。


「この村だけでなく、わたくしのことも」


　潤うるんだ瞳ひとみで、直なお樹きを見つめる。


「高たか村むら……クン」








「あ、そうだ。直樹、聞いて驚おどろけよ！　牛達がまた牛乳を出すようになったんだぜ！」


　思い出したように、智とも衣いが力一いつ杯ぱい報告する。


「へ～～、そうなんだ。それは良かったな」


　棒もびっくりするような棒読みだ。


「何だよ。そのうっすいリアクションは。こっちは生きるか死ぬかって状じよう況きようだったんだぞ」


　唇くちびるを尖とがらせた智衣は、直樹の頭にヘッドロックを決めた。


「どうだ、牛乳が出るようになってこんなことだってできるようになったんだぜ。すごいだろ？」


　直樹の頭をぐいぐいと締しめ上げる。


「わ、分かったから。十分分かったから、解いてくれ」


　直樹が悲鳴を上げている時だった。


「あ、会長！」


　綾あや菜なが華はなやいだ声を出す。


「お、紅華じゃねーか！」


　ヘッドロックの時間を終しゆう了りようすると、智衣はこちらに向かってくる紅華に大きく手を振る。


「一時はどうなることかと思ったけど、お前はちゃんと牛に牛乳を出させたんだからな。うん、大したもんだぜ。さすがはオレらの生徒会長だ」


「本当です！　神楽かぐらセンパイのおかげです！」


　智衣とエリ子の賞賛の声もまるで聞こえていない様子で、紅華は直樹の目の前へとやって来る。


　紅華の頰ほおはほんのり桃もも色になっていた。妙みように艶つやっぽい潤んだ瞳で直樹を見つめる。


　吐と息いきのように甘くせつない声で、直樹を呼んだ。


「高村……クン」


「はい」


「高村……クン」


「はい」


「高たか村むら……クン」


「……はい」


　困こん惑わく気味に三回目の返事をした直後、紅べに華かの腕うでが伸のばされた。強く直なお樹きを抱だきしめる。直樹は疲ひ労ろうで少し腰こしを曲げて前かがみになってたから、その頭の位置は必然的に紅華の胸むな元もとにくる。


　直樹の頭をかき抱いだくようにし、紅華は大音量で言った。


「愛してますわ！　高村クン！」


「えええええええええええええええ！」


「えええええええええええええええ！」


「えええええええええええええええ！」


　智とも衣いとエリ子、そして綾あや菜なが負けないくらい大音量で驚おどろきの声を上げる。声こそ出さないまでも、季き代よ実みも大きく目を見開く。


「べ、紅華！　お前何してんだよ！　直樹から離はなれやがれ！」


　智衣がひっぺがそうと飛び掛かかるけど、紅華は直樹を抱きしめたまま華か麗れいに避さけた。


「邪じや魔ましないで欲しいですわ。わたくしと高村クンの甘い一ひと時ときを」


「か、会長。何かの冗じよう談だんですか？」


　どうか噓うそだと言って！　そんな気持ちが綾菜の声にはこもっていたけど。


「冗談なんかではありませんわ。だって、高村クンはこの村と、そしてわたくしを救ってくれた恩人なんですもの。好きになって当然ですわ」


　ニフフフフと幸せそうな笑えみで答える。


「もともと、高村クンのことは気に入ってはいましたわ。血はわたくしが吸うんだって決めてましたし。でも、考えが変わりましたの。血なんかもうどうだっていいですわ。高村クンの心さえわたくしのものになれば」


　さらにギュ～ッと直樹の頭を抱きしめる。


　直樹はというと、もはや失神寸前だった。胸の大きさだけをいえば綾菜に軍配が上がるけど、それでも紅華のゴージャスなプロポーションはグラビアモデル級だ。


　そんな彼女の胸の谷間に頭を挟はさまれているような状態なのだ。これでまともな精神が保てるはずがない。


「さあ、高村クンわたくしの家へ。優やさしく傷の手当てをしてさしあげますわ」


　直樹を連れて、踊おどるような足取りで走り出す紅華。


「待て！　紅華！　直樹はお前には渡わたさないぞ！」


「神楽かぐらセンパイだからって、負けませんから！」


　追いかける、智衣とエリ子。


「ああ、会長が相手だなんて。とても勝てっこありません。だけど、だけどわたしはやっぱり」


　一人でぶつぶつ呟つぶやいてから、意を決した様子で走り出す綾あや菜な。


「何だか、すごいことになっちゃったわね」


　残された季き代よ実みが、遅おくればせながら驚おどろきの息を吐はき出す。


「直なお樹き君、きっとまた何かしでかしたんだわ。あの会長の心を奪うばってしまうぐらいとんでもないことを」


　季代実はクスリと笑った。直樹に対して、誇ほこらしいような気持ちになる。


「私だって、負けてられないかな」


　どんよりと曇くもった血ち吸すい村の空の下を、季代実は走り始めた。






　　　あとがき







　とうとう紅べに華かが直なお樹きにＫＯされてしまいました。


　ひょっとしたら最終回までそんな状じよう況きようにはならないんじゃないか？　と思っていただけに、作者としても驚おどろきです。


　しかしさすがは紅華です。いきなりその気持ちを大々的にアピールしてしまいました。


　これに智とも衣いやエリ子、綾あや菜ならが黙だまっているはずがありません。


　直樹を取り囲む状況は、一変してしまいました。


　さらに、直樹に残された時間もさほど長くはありません。


　これまで何とか誤ご魔ま化かし誤魔化しで生活してきた直樹ですが、さすがに限界が近づいています。髪かみの毛けは誤魔化せても体の成長は止められないのだから。





　と、ゆーわけで♪





　次回はいよいよ最終巻です。





　直樹の、ロープの切れかけたつり橋をスキップしながら渡わたるようなデンジャラスな生活にも、なんらかの形で決着がつくことでしょう。


　紅華の猛もう烈れつなアタック（予想）に、直樹はどうディフェンスを固めるのか？


　智衣やエリ子、綾菜らは、負けじと直樹にアタックしてくるのか？


　本命（？）であるはずの季き代よ実みは、いかに行動するのか？


　そして、直樹の出す結論は？


　控ひかえる夕ゆう月げつ祭りに、どういった立場で参加するのか？


　そもそも、吸きゆう血けつ鬼きを人間に戻もどす方法を探すため旅立ったままのエリオット神父は、最終回に間に合うのか？


　さまざまな期待と不安を胸に、僕も最終回が完成するのを待とうと思います。





　ではではでは。




阿あ智ち太た郎ろう





阿あ智ち太た郎ろう


１９７８年生まれ。


出身地は長野県下伊那郡阿智村。


現在は会社でゲームシナリオなんぞを書いている。


レゴとゾイドと古代魚が好き。


[image: ]





あらきかなお


大阪在住


２月24日生まれ


イチゴとたんかんと沖縄が好き




電撃文庫


血ち吸すい村むらへようこそ[image: ]





阿あ智ち太た郎ろう
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